
令和4年度　富士見市生涯学習推進アクションプラン

事　業　目　標 事　業　概　要 事業実施結果
担当課評価コメント（課題及び次

年度の方向性等を含む）

事業名 防災対策事業（地域防災計画等の周知・啓発）

担当課 危機管理課

基本目標 施　策　の　柱

基本目標① ライフステージに合わせた学習機会の充実 取組成果

基本目標② 地域の人材を活かした学習機会の提供

基本目標③ 学習成果の活用機会の創出

実施手法

継続性・発展性

事　業　目　標 事　業　概　要 事業実施結果
担当課評価コメント（課題及び次

年度の方向性等を含む）

事業名 防災対策事業（防災訓練）

担当課 危機管理課

基本目標 施　策　の　柱

基本目標① ライフステージに合わせた学習機会の充実 取組成果

基本目標② 地域の人材を活かした学習機会の提供

基本目標③ 学習成果の活用機会の創出

実施手法

継続性・発展性

事　業　目　標 事　業　概　要 事業実施結果
担当課評価コメント（課題及び次

年度の方向性等を含む）

事業名 防災対策事業（防災リーダー養成講座）

担当課 危機管理課

基本目標 施　策　の　柱

基本目標① ライフステージに合わせた学習機会の充実 取組成果

基本目標② 地域の人材を活かした学習機会の提供

基本目標③ 学習成果の活用機会の創出

実施手法

継続性・発展性 ３　次年度も

継続

２　一定の成果を挙げてい

る

２　手法は概ね適切である
本事業と関連のある他計画

富士見市地域防災計画

3　次年度も継続

計　画　の　位　置　付　け 担当課評価

各自主防災組織に防災の知識を習得

した富士見防災リーダーを養成し、

各地域での防災活動を先導していた

だく。

市民の方に防災の知識を身に付けていただくための富

士見防災リーダー養成講座を開催し、自主防災組織の

活動の中核を担う人材を養成する。

対象：各自主防災組織から推薦を受けた方

日時：令和4年7月23日（土）、30日（土）　午前10

時～午後4時まで

会場：富士見市立中央図書館･２階視聴覚ホール

講師：鶴瀬西２丁目西町会防災会 笠原敬一氏、彩の

国動物愛護推進員ちーむふじみ 児島由枝氏、埼玉県

自主防災組織リーダー指導員 菊田高雄氏、一般財団

法人 消防科学総合センター 理事 池上三喜子氏

参加費：なし

募集人数：30名程度

継続年数：5～9年

事業予算額：350,000円（R4年度予算）

日時：令和4年7月23日（土）、30

日（土）　午前10時～午後4時ま

で

会場：富士見市立中央図書館･２

階視聴覚ホール

講師：危機管理課職員、外部講師

４名

参加人数：２０名

今まで参加のなかった自主防災組

織からの参加があった。

社会情勢にあった講義内容を検討

する等、更なる参加を促す工夫を

していきたい。

個別事項評価 令和4年度の評価
継続性・

発展性

Ｂ

２　次年度の

取組は未定

２　一定の成果を挙げてい

る

２　手法は概ね適切である
本事業と関連のある他計画

富士見市地域防災計画

2　次年度の取組は未定

計　画　の　位　置　付　け 担当課評価

富士見市地域防災計画やそれに基づ

いたガイドブック、マニュアル等を

周知啓発し、防災知識の向上を図

る。

「富士見市地域防災計画」や「富士見市防災ガイド

ブック」等を周知・啓発し、防災意識の高揚を図る。

継続年数：10年以上

事業予算額：3,808,315円（Ｒ2年度予算）

継続年数：10年以上 出前講座や防災リーダー養成講座

等の講習会において、富士見市防

災ガイドブックの配布を積極的に

行い、防災に関する周知・啓発を

行った。

個別事項評価 令和4年度の評価
継続性・

発展性

Ｂ

計　画　の　位　置　付　け 担当課評価

地域・学校・行政が連携した小学校

区合同防災訓練を実施し、防災意識

の高揚及び地域防災力の向上を図

る。

避難所の運営に携わる機関である、地域・学校・行政

がそれぞれ連携協力し、災害時に備えるため、地域の

小学校を会場とした宿泊型の防災訓練等を実施する。

対象：市、会場小学校区の町会、学校、消防など

日時：毎年10月ごろに実施

会場：小学校体育館

講師：市職員、消防職員など

参加費：なし

募集人数：100名程度

継続年数：10年以上

事業予算額：78,000円（R4年度予算）

・南畑小学校区合同防災訓練

日時：令和４年１１月２６日㈯

会場：南畑小学校体育館

講師：市職員、民間ガス事業者

参加費：なし

参加者数：６１名

前年度まで、新型コロナウイルス

の影響により中止していたため、

久しぶりの開催となった。

コロナ禍における避難所開設の要

領について、地域対策本部職員及

び町会の参加者に共有することが

できた。

※次年度については、富士見市総

合防災訓練を実施することによ

り、本事業の内容を兼ねるものと

する。

個別事項評価 令和4年度の評価
継続性・

発展性

Ｂ

３　次年度も

継続

２　一定の成果を挙げてい

る

２　手法は概ね適切である
本事業と関連のある他計画

富士見市地域防災計画

3　次年度も継続
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事　業　目　標 事　業　概　要 事業実施結果
担当課評価コメント（課題及び次

年度の方向性等を含む）

事業名 コスモス街道づくり

担当課 シティプロモーション課

基本目標 施　策　の　柱

基本目標① 市民との協働による事業の充実 取組成果

基本目標② 新たな人材の発掘

基本目標③ 市民間交流の促進

実施手法

継続性・発展性

事　業　目　標 事　業　概　要 事業実施結果
担当課評価コメント（課題及び次

年度の方向性等を含む）

事業名 富士見市地域活性化研究会

担当課 シティプロモーション課

基本目標 施　策　の　柱

基本目標① ライフステージに合わせた学習機会の充実 取組成果

基本目標② 新たな人材の発掘

基本目標③ 市民間交流の促進

実施手法

継続性・発展性

事　業　目　標 事　業　概　要 事業実施結果
担当課評価コメント（課題及び次

年度の方向性等を含む）

事業名 防犯対策事業（自主防犯活動リーダー講習会）

担当課 協働推進課

基本目標 施　策　の　柱

基本目標① ライフステージに合わせた学習機会の充実 取組成果

基本目標② 地域の人材を活かした学習機会の提供

基本目標③ 学習成果の活用機会の創出

実施手法

継続性・発展性

３　次年度も

継続

３　十分な成果を挙げてい

る

３　実施手法は適切で見直

しの必要はない本事業と関連のある他計画

富士見市安全安心なまちづくり防犯推進計画

3　次年度も継続

計　画　の　位　置　付　け 担当課評価

市民ひとりひとりの防犯意識を高揚

させることにより犯罪機会を減少さ

せ、市内犯罪率の減少を目指す。

地域の自主防犯組織や学校関係者、市民を対象に最新の防

犯に関する知識を取得するための講習会を開催し、防犯活

動への意識の高揚を図る。

対象：地域の自主防犯組織、学校関係者、市民

日時：未定（8/6開催予定であったが延期）

会場：キラリふじみマルチホール

講師：・東入間警察署

　　　・宮田　美恵子氏

　　　　日本こどもの安全教育総合研究所理事長

参加費：無料

募集人数：-

継続年数：10年以上

事業予算額：106,000円

自主防犯活動リーダー研修会

日時　令和4年11月11日

会場　キラリふじみ　マルチホー

ル

講師　・東入間警察署

　　　・日本こどもの安全教育総

合研究所理事長

　　　　宮田　美恵子氏

参加費　無料

参加人数　52名

参加者からは高評価で、且つ防犯

意識を高揚させることができてい

るため、今後も継続していく必要

がある。

ただし、講習内容については研究

の余地がある。

個別事項評価 令和4年度の評価
継続性・

発展性

Ａ

３　次年度も

継続

２　一定の成果を挙げてい

る

２　手法は概ね適切である
本事業と関連のある他計画

富士見市シティプロモーション戦略

3　次年度も継続

計　画　の　位　置　付　け 担当課評価

富士見市の観光、産業、文化等の地

域資源を活用した、地域の活性化及

び魅力の向上を目指す。

様々な市民が集まり、観光事業の振興や富士見市マス

コットキャラクターふわっぴーの活用などを通してま

ちの活性化を図る。

対象：富士見市地域活性化研究会、市民

日時：通年

会場：市内各所

講師：-

参加費：年会費500円

会員数：16人（令和4年度）

継続年数：5～9年

事業予算額：300,000円（補助金）

観光情報アプリ「ココシル☆ふじ

み」において、市制施行５０周年

記念事業「富士見謎解きヒスト

リーツアー」と連携して市内飲食

店などの事業者を紹介する情報発

信を行うとともに、富士見お散歩

マップの活用により観光・地域活

性化を推進した。また、ふわっ

ぴーグッズや市制施行５０周年記

念エコバッグ、ポロシャツなどの

販売を行い、PRに努めた。

「ココシル☆ふじみ」を通じて市

内事業者を側面から支援すること

ができた。また、グッズの作成・

販売を通じて市制施行５０周年を

盛り上げる一助となった。

会の活動の方向性は、引き続き検

討が必要である。

個別事項評価 令和4年度の評価
継続性・

発展性

Ｂ

３　次年度も

継続

２　一定の成果を挙げてい

る

２　手法は概ね適切である
本事業と関連のある他計画

富士見市シティプロモーション戦略

3　次年度も継続

計　画　の　位　置　付　け 担当課評価

コスモス街道の魅力を通じ、市の

PRや地域の活性化を図る。また、

サイクリングコース利用者やコスモ

ス鑑賞に訪れた方などとの交流を図

る。

健康増進センター付近から新河岸川河川水防センター

付近までの川沿いのサイクリングコース脇に、市民団

体と協働し、コスモスの育成活動を行う。

対象：コスモスの会☆ふじみ、水谷小学校区まちづく

り協議会、一般ボランティア、観光客

日時：5月～11月

会場：富士見江川サイクリングコース、富士見サイク

リングコース沿い（富士見江川・寿橋から新河岸川・

木染橋まで）

講師：-

参加費：なし

参加人数：100人

継続年数：5～9年

事業予算額：30,000円（コスモスの会☆ふじみへの必

要物資の提供）

全体の活動は除草作業4回実施。

杭抜き・杭打ち作業計２回

参加：水谷小学校区まちづくり協

議会

※活動範囲を新河岸川・富士見江

川合流地点から木染橋までに変更

した。

※コスモスの会☆ふじみは、会員

の高齢化、担い手の不足により、

令和４年度に解散し、事業を水谷

小学校区まちづくり協議会に継承

した。

コロナウイルス感染症に考慮しな

がら、水谷小学校区まちづくり協

議会の会員のみで実施したが、多

くの方に参加いただき、市のPRや

地域の活性化を図ることができ

た。今後の活動については、近隣

中学生のボランティア参加も検討

するなど世代間の交流も含めて検

討していく。

個別事項評価 令和4年度の評価
継続性・

発展性

Ｂ
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事　業　目　標 事　業　概　要 事業実施結果
担当課評価コメント（課題及び次

年度の方向性等を含む）

事業名 防犯対策事業（地域・青色防犯パトロール活動支援）

担当課 協働推進課

基本目標 施　策　の　柱

基本目標① ライフステージに合わせた学習機会の充実 取組成果

基本目標② 地域の人材を活かした学習機会の提供

基本目標③ 学習成果の活用機会の創出

実施手法

継続性・発展性

事　業　目　標 事　業　概　要 事業実施結果
担当課評価コメント（課題及び次

年度の方向性等を含む）

事業名 地域まちづくり協議会

担当課 協働推進課

基本目標 施　策　の　柱

基本目標③ 生涯学習を通じたまちづくりの推進 取組成果

実施手法

継続性・発展性

事　業　目　標 事　業　概　要 事業実施結果
担当課評価コメント（課題及び次

年度の方向性等を含む）

事業名 市民参加・協働推進事業

担当課 協働推進課

基本目標 施　策　の　柱

基本目標① 市民との協働による事業の充実 取組成果

基本目標③ 市民間交流の促進

実施手法

継続性・発展性

３　次年度も

継続

２　一定の成果を挙げてい

る

２　手法は概ね適切である
本事業と関連のある他計画

第6次基本構想・第1期基本計画

3　次年度も継続

計　画　の　位　置　付　け 担当課評価

市民の豊かな創造性や社会経験がま

ちづくりに活かされるよう、多様な

市民参加と協働を基調としたまちづ

くりを推進する。

・市政への市民参加や協働によるまちづくりの推進に

ついて、調査・検討（市民参加及び協働推進委員会・

市民参加及び協働推進庁内委員会）

・市民参加及び協働推進に関する全庁的な取組状況調

査の実施

・市内ＮＰＯ法人の情報提供

・富士見市コミュニティ協議会への補助金交付

・協働事業提案制度での事業募集

・ミニ鉄道運転会の実施

・市民活動保険による補償

・ＡＥＤの貸出

継続年数：　１０年以上

事業予算額：　2,258,000円

市民参加及び協働推進委員会の開

催数　6回

市民参加及び協働推進庁内委員会

の開催数　6回

市民参加及び協働推進に関する全

庁的な調査の実施

NPO団体に対する助成金情報の周

知　69件

富士見市コミュニティ協議会に対

する補助　交付額：64,000円

協働事業提案制度による採択事業

2事業

ミニ鉄道運転会の実施　13回

市民活動保険による補償　1件

ＡＥＤの貸出回数　12回

本市の市民参加や協働によるまちづく

りの基本となる自治基本条例につい

て、市民参加及び協働推進委員会や庁

内委員会で見直し協議をする等、市民

の意見を取り入れながら運用してい

る。

また、経年的に市民参加及び協働によ

る事業の実施状況や審議会等における

公募委員等の状況等の調査を継続して

いる。

その他、コミュニティ推進団体への補

助、地域課題解決に向けて市民提案の

事業の採択や市民のノウハウを活かし

たミニ鉄道運転会の開催を行うととも

に、市民活動に対する支援を講じてい

る。

個別事項評価 令和4年度の評価
継続性・

発展性

Ｂ

３　次年度も

継続

２　一定の成果を挙げてい

る

２　手法は概ね適切である
本事業と関連のある他計画

第6次基本構想・第1期基本計画

3　次年度も継続

計　画　の　位　置　付　け 担当課評価

　地域まちづくり協議会の計画す

る、地域の主体性及び創意工夫によ

り地域の特性を活かした個性的かつ

魅力的なまちづくりの推進を支援す

る。

　協議会の未設置地域には設立に向

けた支援を行う。

対象：地域まちづくり協議会

補助額：年５０万円以内

継続年数：８年

事業予算額：3,000,000円

地域まちづくり協議会活動助成金

補助額　1団体あたり、年５０万

円以内

継続年数　8年

事業決算額　　1,878,708円

各まちづくり協議会においては、

コロナの影響で止まっていた、事

業計画に基づく活動を再開するこ

とができ、地域の特性を活かした

まちづくりが進められた。

今後は、未設置地域における課題

の発掘と、設立に向けた支援を行

う。

個別事項評価 令和4年度の評価
継続性・

発展性

Ｂ

３　次年度も

継続

３　十分な成果を挙げてい

る

３　実施手法は適切で見直

しの必要はない本事業と関連のある他計画

富士見市安全安心なまちづくり防犯推進計画

3　次年度も継続

計　画　の　位　置　付　け 担当課評価

地域による自主的な防犯活動を活性

化することにより犯罪機会を減少さ

せ、市内犯罪率の減少を目指す。

自主防犯組織に対して防犯パトロール用品の配布や保

険加入などの支援を行い、団体が活動しやすい環境づ

くりを推進する。また、青色防犯パトロールカーによ

るパトロール実施を促進するため、定期的な青色防犯

パトロール講習会の開催や、パトロールカーの運行管

理を行い、多彩な自主防犯活動の実施を支援する。

対象：地域の自主防犯組織

日時：随時（青色防犯パトロール講習会は11/8開

催）

会場：中央図書館視聴覚室(青色防犯パトロール講習

会)

講師：東入間警察署(青色防犯パトロール講習会)

参加費：無料

募集人数：-

継続年数：10年以上

事業予算額：856,000円

青色防犯パトロール講習会

日時　令和5年3月25日

会場　中央図書館　視聴覚ホール

講師　東入間警察署

参加費　無料

参加人数　１７名

コロナの影響もあって、活動が縮

小していた青色防犯パトロール

カーの運行も元に戻りつつある

中、新規の隊員の確保に必要な講

習会を開催することができた。今

後も継続して講習会を実施し、隊

員の確保に努める。

個別事項評価 令和4年度の評価
継続性・

発展性

Ａ
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事　業　目　標 事　業　概　要 事業実施結果
担当課評価コメント（課題及び次

年度の方向性等を含む）

事業名 ふるさと祭り推進事業

担当課 協働推進課

基本目標 施　策　の　柱

基本目標③ 学習成果の発表機会の充実 取組成果

実施手法

継続性・発展性

事　業　目　標 事　業　概　要 事業実施結果
担当課評価コメント（課題及び次

年度の方向性等を含む）

事業名 出前講座

担当課 協働推進課

基本目標 施　策　の　柱

基本目標① ライフステージに合わせた学習機会の充実 取組成果

基本目標③ 生涯学習を通じたまちづくりの推進

実施手法

継続性・発展性

事　業　目　標 事　業　概　要 事業実施結果
担当課評価コメント（課題及び次

年度の方向性等を含む）

事業名 国際交流フォーラム

担当課 文化・スポーツ振興課、生涯学習課

基本目標 施　策　の　柱

基本目標① ライフステージに合わせた学習機会の充実 取組成果

実施手法

継続性・発展性

３　次年度も

継続

２　一定の成果を挙げてい

る

２　手法は概ね適切である
本事業と関連のある他計画

富士見市第６次基本構想第１期基本計画

3　次年度も継続

計　画　の　位　置　付　け 担当課評価

多文化共生の地域づくりを目的とし

て、外国籍市民との交流企画、国際

交流関係展示、体験と交流のコー

ナーなどを通じ、様々な国や地域の

文化と触れ合う機会を作り、国際交

流関係者、外国籍市民との相互交流

を図る。

対象：子ども、一般

日時：10月1日（土）

会場：キラリ☆ふじみ

参加費：無料

継続年数：20年以上

事業予算額：80,000円（謝礼生涯学習課分）、

100,000円（謝礼文化・スポーツ振興課分）

実施日：令和4年10月1日

※本年度は新型コロナウイルス感

染症対策を実施する中での開催。

・「やさしい日本語」の講演会

・外国籍市民のスピーチ

・弦楽四重奏による世界の音楽コ

ンサート

・国際交流、多文化共生団体に等

による活動状況の展示

会場：キラリ☆ふじみ

参加人数：一般の方140名

事業決算額：

新型コロナウイルス感染症対策を

加味した中で実施できる内容と

し、入場者数も制限した中での実

施であった。

内容もコロナ禍以前とは大きく異

なるものとなったが、参加者アン

ケートでは概ね好評であった。

個別事項評価 令和4年度の評価
継続性・

発展性

Ｂ

３　次年度も

継続

３　十分な成果を挙げてい

る

２　手法は概ね適切である
本事業と関連のある他計画

第6次基本構想・第1期基本計画

3　次年度も継続

計　画　の　位　置　付　け 担当課評価

まちづくりの主体である市民が持つ

市政に関する情報を知る権利を保障

するため、まちづくりに関する情報

及び学習の機会の提供に努める。

市内在住在勤在学の個人やグループに対し、市職員を

講師として派遣し、市政の説明やテーマに関する講座

を開催。

講座メニュー数：89講座（リクエスト講座含む）

継続年数：10年以上

事業予算額：0円

講座開催数　32回

利用者数　　1,535人

新型コロナウイルス感染症の影響

により中止となった講座があった

が、「開催基準チェックリスト」

を基にコロナ対策を行い、昨年と

比べ多くの講座を開催することが

できた。

個別事項評価 令和4年度の評価
継続性・

発展性

Ａ

３　次年度も

継続

３　十分な成果を挙げてい

る

２　手法は概ね適切である
本事業と関連のある他計画

－

3　次年度も継続

計　画　の　位　置　付　け 担当課評価

市内の各種団体で組織された実行委

員会が「富士見ふるさと祭り」を開

催し、市民参加型の企画を取り入れ

ながら、市内の農業、商工業などの

地場産業の振興や活性化、市民の環

境問題に関する意識の向上と郷土意

識の醸成を図る。

対象：一般市民

日時：令和4年10月22日（土）

会場：富士見市役所周辺

講師：一般市民

参加費：無料

募集人数：なし

継続年数：１０年以上

事業予算額：約13,000,000円

対象：一般市民

日時：令和4年10月22日（土）

会場：富士見市役所周辺

参加費：無料

参加人数：のべ36,000人

継続年数：１０年以上

事業決算額：11,291,782円

コロナ禍での開催であったが、予

想以上の盛り上がりを見せてい

た。5年度は通常開催に向けた活

動と、予算との兼ね合いが課題と

なる。

個別事項評価 令和4年度の評価
継続性・

発展性

Ａ
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事　業　目　標 事　業　概　要 事業実施結果
担当課評価コメント（課題及び次

年度の方向性等を含む）

事業名 富士見市民文化祭

担当課 文化・スポーツ振興課

基本目標 施　策　の　柱

基本目標③ 学習成果の発表機会の充実 取組成果

基本目標③ 市民間交流の促進

実施手法

継続性・発展性

事　業　目　標 事　業　概　要 事業実施結果
担当課評価コメント（課題及び次

年度の方向性等を含む）

事業名 消費生活講座

担当課 人権・市民相談課

基本目標 施　策　の　柱

基本目標① ライフステージに合わせた学習機会の充実 取組成果

基本目標② 地域の人材を活かした学習機会の提供

基本目標③ 学習成果の活用機会の創出

実施手法

継続性・発展性

事　業　目　標 事　業　概　要 事業実施結果
担当課評価コメント（課題及び次

年度の方向性等を含む）

事業名 男女共同参画事業

担当課 人権・市民相談課

基本目標 施　策　の　柱

基本目標① ライフステージに合わせた学習機会の充実 取組成果

実施手法

継続性・発展性

３　次年度も

継続

２　一定の成果を挙げてい

る

２　手法は概ね適切である
本事業と関連のある他計画

富士見市第6次基本構想・第1期基本計画

富士見市男女共同参画プラン（第４次）令和３年４月策定
3　次年度も継続

計　画　の　位　置　付　け 担当課評価

性別にかかわりなく、誰もがその個

性と能力を発揮し、互いに対等な

パートナーとしてあらゆる分野に参

画し、ともに責任を担う男女共同参

画社会の実現のための講演会・セミ

ナー等を実施する。

対象：市民

日時：8～2月(3回開催予定）

会場：市内公共施設

参加費：無料

継続年数：10年以上

事業予算額：260,000円

男女共同参画セミナー①

日時：令和4年11月27日（日）

会場：ふじみ野交流センター

講師：神谷悠一氏（LGBT法連合会事務局長）

参加人数：28人

事業決算額：30,000円

男女共同参画セミナー②

日時：令和5年3月4日（土）

会場：ピアザ☆ふじみ

講師：太田啓子氏（弁護士）

参加人数：35人

事業決算額：30,000円

※講演会は感染症拡大防止の為中止

講演会はコロナウイルス感染症拡

大防止のため行わなかった。

セミナーを２回実施し、男女共同

参画について考える学習の機会を

提供することができた。

次年度以降も継続して行う。

個別事項評価 令和4年度の評価
継続性・

発展性

Ｂ

３　次年度も

継続

２　一定の成果を挙げてい

る

２　手法は概ね適切である
本事業と関連のある他計画

富士見市第6次基本構想・第1期基本計画

3　次年度も継続

計　画　の　位　置　付　け 担当課評価

市民の消費に関する相談や苦情に対

する調査、助言、解決に向けたあっ

せん等を行い、消費者の正当な利益

の擁護・増進を図る。また消費者被

害の防止に向けた啓発活動を行う。

対象：子ども、市民、高齢者

日時：随時開催（申込制）

講師：富士見市消費生活相談員

参加費：無料

継続年数：10年以上

事業予算額

〇講師謝礼(講師派遣の場合)

　14,000円

〇事業協力者謝礼

（南畑お月見一座）

　100,000円

【消費生活講座】

日時：7月7日（木）

会場：水谷東公民館

講師：涌井消費生活相談員

参加人数：28人

事業決算額：0円

日時：7月9日（土）

会場：ふじみ野交流センター

講師：神谷消費生活相談員

参加人数：34人

事業決算額：0円

日時：7月14日（木）

会場：ふじみ野交流センター

講師：涌井消費生活相談員

参加人数：27人

事業決算額：0円

日時：10月5日（水）

会場：市民福祉活動センターぱれっと

講師：神谷消費生活相談員

参加人数：23人

実際に起きているトラブルの事例

などを、わかりやすく学ぶことが

できたと思う。

今後も被害を未然に防ぐため、新

たな事例や起こりうる事例などの

情報を伝えていきたい。

個別事項評価 令和4年度の評価
継続性・

発展性

Ｂ

３　次年度も

継続

３　十分な成果を挙げてい

る

２　手法は概ね適切である
本事業と関連のある他計画

富士見市文化芸術振興基本計画

3　次年度も継続

計　画　の　位　置　付　け 担当課評価

市民の文化創造活動を推進し、相互

の文化交流を図るため、市内で活動

する文化団体で組織された実行委員

会が主催する全市的な文化祭を実施

する。

市民文化会館キラリふじみを会場に、市内の文化4団

体を中心に芸能・音楽発表、各種作品展示及び将棋大

会を約２週間にわたって行う。

対象：市民

日時：10/30～11/13

会場：キラリふじみ

講師：

参加費：一部あり

募集人数：

継続年数：１０年以上

事業予算額：８００，０００円

実施日：令和4年10月30日～11月

13日

・民謡大会

・将棋大会

・芸能発表

・展示発表

・市民音楽祭

・市民美術展

会場：キラリ☆ふじみ

参加人数：出展・出演者784名

　　　　　来場者2,866名

事業決算額：710,739円

新型コロナウイルス感染症の影響

による中断のため3年ぶりの開催

となった。市民に鑑賞機会・発表

機会や交流機会を提供する取組と

して、引き続き継続する。

参加する各団体から、参加者の固

定化・高齢化等が課題であるとの

意見があるため、実行委員会で実

施方法の改善等を検討したい。

個別事項評価 令和4年度の評価
継続性・

発展性

Ａ
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事　業　目　標 事　業　概　要 事業実施結果
担当課評価コメント（課題及び次

年度の方向性等を含む）

事業名 広報紙の発行・情報コーナーの充実

担当課 ふじみ野交流センター

基本目標 施　策　の　柱

基本目標① 学習環境の整備 取組成果

実施手法

継続性・発展性

事　業　目　標 事　業　概　要 事業実施結果
担当課評価コメント（課題及び次

年度の方向性等を含む）

事業名 子育て支援事業

担当課 ふじみ野交流センター

基本目標 施　策　の　柱

基本目標① ライフステージに合わせた学習機会の充実 取組成果

実施手法

継続性・発展性

事　業　目　標 事　業　概　要 事業実施結果
担当課評価コメント（課題及び次

年度の方向性等を含む）

事業名 青少年対象事業

担当課 ふじみ野交流センター

基本目標 施　策　の　柱

基本目標① ライフステージに合わせた学習機会の充実 取組成果

基本目標② 地域資源を活かした生涯学習の提供

基本目標③ 市民間交流の促進

基本目標③ 生涯学習を通じたまちづくりの推進 実施手法

継続性・発展性

３　次年度も

継続

２　一定の成果を挙げてい

る

２　手法は概ね適切である
本事業と関連のある他計画

健康増進計画・食育推進計画

3　次年度も継続

計　画　の　位　置　付　け 担当課評価

地域の子どもたちに遊びの機会を提

供するとともに多世代間の交流を図

る。

小学生を対象にした体験学習を主に学校の夏休み期間

中に行う。

対象：小学生

時期：7月下旬から8月中旬

会場：ふじみ野交流センター

参加費：材料実費負担

募集人数：各回10～２０名程度

継続年数：10年以上

事業予算額：70,000円

指導者：利用団体等

「勝瀬の七夕まつり」

日時：8月3日～7日

会場：ふじみ野交流センター

講師：勝瀬昔承会、地域活動栄養

士PFCの会、富士見ボードゲーム

研究会、講談師・神田伊織

内容：キッズキッチン、ボード

ゲーム体験、講談

参加人数：47人

事業決算額：55,000円

家庭で行うことが少なくなった行

事の体験や地域の伝統文化に触れ

てもらう良い機会となった。ギャ

ラリーに設置した大きな笹飾りに

は、例年にも増して多くの短冊が

飾られた。

夏休み期間中であったが、予想し

ていたよりも参加者が少なかっ

た。興味を引く取り組みを検討す

る必要がある。

個別事項評価 令和4年度の評価
継続性・

発展性

Ｂ

３　次年度も

継続

３　十分な成果を挙げてい

る

３　実施手法は適切で見直

しの必要はない本事業と関連のある他計画

子ども読書活動推進計画

3　次年度も継続

計　画　の　位　置　付　け 担当課評価

乳幼児親子の日常的な学習、交流の

場づくりを、保育園・図書館の併設

機能を活かし事業展開を図る。

ふじみ野保育園子育て支援センター「にこにこひろ

ば」への会場提供やイベントの開催。

クリスマス会

対象：乳幼児親子

時期：12月中旬

会場：ふじみ野交流センター

継続年数：10年以上

事業予算額：－

連携・協力団体：図書館ふじみ野分館

日時:12月23日　午前10時30分～

11時30分

会場：ふじみ野交流センター

参加人数：57人

コロナ禍にありながらも地域の親

子に、クリスマスイベントを楽し

んでもらうことができた。

引き続き複合施設の利点を相互に

活かしながら、事業を実施してい

く。

個別事項評価 令和4年度の評価
継続性・

発展性

Ａ

３　次年度も

継続

２　一定の成果を挙げてい

る

２　手法は概ね適切である
本事業と関連のある他計画

なし

3　次年度も継続

計　画　の　位　置　付　け 担当課評価

広報紙やホームページ等で情報発信

をするとともに、サークル・団体情

報の収集提供を図る。

「ふじみ野エクスプレス」月1回（2・8月除く）発

行。A４判両面刷り。鶴瀬公民館だよりに挟込み。

事業予算額：687,000円

年10回発行

19,500部/回

事業決算額：692,765円

地域に向けた情報紙として発行。

生涯学習事業の案内や施設情報を

提供することができた。

特集テーマを早めに決め、計画的

に編集に当たりたい。

個別事項評価 令和4年度の評価
継続性・

発展性

Ｂ

6 / 56 ページ



事　業　目　標 事　業　概　要 事業実施結果
担当課評価コメント（課題及び次

年度の方向性等を含む）

事業名 成人対象事業（生活文化講座)

担当課 ふじみ野交流センター

基本目標 施　策　の　柱

基本目標① ライフステージに合わせた学習機会の充実 取組成果

基本目標② 地域資源を活かした生涯学習の提供

基本目標③ 市民間交流の促進

基本目標③ 生涯学習を通じたまちづくりの推進 実施手法

継続性・発展性

事　業　目　標 事　業　概　要 事業実施結果
担当課評価コメント（課題及び次

年度の方向性等を含む）

事業名 地域交流事業（ふじみ野じゅく）

担当課 ふじみ野交流センター

基本目標 施　策　の　柱

基本目標① ライフステージに合わせた学習機会の充実 取組成果

基本目標② 地域資源を活かした生涯学習の提供

基本目標③ 市民間交流の促進

基本目標③ 生涯学習を通じたまちづくりの推進 実施手法

継続性・発展性

事　業　目　標 事　業　概　要 事業実施結果
担当課評価コメント（課題及び次

年度の方向性等を含む）

事業名 地域交流事業（地域の伝統行事体験）

担当課 ふじみ野交流センター

基本目標 施　策　の　柱

基本目標① ライフステージに合わせた学習機会の充実 取組成果

基本目標② 地域資源を活かした生涯学習の提供

基本目標③ 市民間交流の促進

基本目標③ 生涯学習を通じたまちづくりの推進 実施手法

継続性・発展性

３　次年度も

継続

２　一定の成果を挙げてい

る

２　手法は概ね適切である
本事業と関連のある他計画

文化芸術アクションプラン

男女共同参画プラン
3　次年度も継続

計　画　の　位　置　付　け 担当課評価

勝瀬地域に伝わる伝統行事を学び、

体験することで地域に対する理解・

親しみを深める。

勝瀬の七夕まつり他、地域の伝統行事の体験。

対象：一般

時期：勝瀬の七夕まつり8月、十五夜10月、お正月飾

り12月、門松1月、小正月2月、各月1週間程度の展示

を行う。

会場：ふじみ野交流センター

参加費：無料（お正月飾りは材料費等あり）

募集人数：－

継続年数：10年以上

事業予算額：47,000円

協力者：勝瀬昔承会

七夕飾り８月3日～7日、十五夜9月7日～

10日、十三夜10月5日～8日、門松飾り設

置12月27日～1月7日、小正月まゆ玉展示

2月10日～15日

会場：ふじみ野交流センター

事業協力者：勝瀬昔承会

お正月飾り製作

①リースアレンジ

日時：12月21日午前10時～12時

講師：加納かおる氏

②わら飾り

日時：12月27日午後１時～３時

講師：勝瀬昔承会

参加人数：延べ１３人

事業決算額：55,000円

家庭で行うことが少なくなった行

事の体験や地域の伝統文化にふれ

る良い機会となった。

地域の方の協力なくしては成り立

たない。

個別事項評価 令和4年度の評価
継続性・

発展性

Ｂ

３　次年度も

継続

２　一定の成果を挙げてい

る

２　手法は概ね適切である
本事業と関連のある他計画

なし

3　次年度も継続

計　画　の　位　置　付　け 担当課評価

定期的な学習・交流の場を通して地

域住民の生涯学習と相互交流を促進

する。

「ふじみ野じゅく」の開催

内容:介護、健康、社会問題、文学等の講座を開催

対象：一般

時期：4月～3月、月1回第3金曜日午前中

会場：ふじみ野交流センター

参加費：無料（一部材料費等あり）

募集人数：各回40名程度

継続年数：10年以上

事業予算額86,000円

日時：4月～3月、月１回第3金曜

日午前10時～12時

会場：ふじみ野交流センター

講師：富士見市職員ほか

参加人数：延べ219人

事業決算額：83,000円

コロナ禍にありながらも、毎回多

数の参加があり、学習意欲の高さ

がうかがえた。

新しい参加者が増えたことで新た

な要望が見られるようになったの

で、今後の企画、運営に活かして

いく。

個別事項評価 令和4年度の評価
継続性・

発展性

Ｂ

３　次年度も

継続

２　一定の成果を挙げてい

る

２　手法は概ね適切である
本事業と関連のある他計画

なし

3　次年度も継続

計　画　の　位　置　付　け 担当課評価

生涯学習への参加につながる各種講

座を開催する。

生活文化講座

趣味・教養等の講座を開催

対象：一般

時期：6月、10月、11月

会場：ふじみ野交流センター

参加費：材料等実費負担

募集人数：各講座10～50名程度

継続年数：10年以上

事業予算額：90,000円

講師：市民講師を含め幅広い人材を起用

「切り絵体験講座」

日時：11月11日、20日　午前10時

～11時30分

会場：ふじみ野交流センター

講師：愛幸庵 部田宗司氏

参加人数：延べ15人

事業決算額：10,000円

昨年に引き続き実施。講師の細や

かな指導の下、初めての参加でも

時間内に見事な作品を仕上げるこ

とができた。また、参加者同士の

交流も図れ、講座終了後サークル

の立ち上げにつながった。

複数の講座を予定していたが、実

施できなかった。

個別事項評価 令和4年度の評価
継続性・

発展性

Ｂ
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事　業　目　標 事　業　概　要 事業実施結果
担当課評価コメント（課題及び次

年度の方向性等を含む）

事業名 市民協働イベント開催事業（勝瀬de縁日）

担当課 ふじみ野交流センター

基本目標 施　策　の　柱

基本目標① 市民との協働による事業の充実 取組成果

実施手法

継続性・発展性

事　業　目　標 事　業　概　要 事業実施結果
担当課評価コメント（課題及び次

年度の方向性等を含む）

事業名 市民協働イベント開催事業（ふじみ野文化祭）

担当課 ふじみ野交流センター

基本目標 施　策　の　柱

基本目標③ 学習成果の発表機会の充実 取組成果

基本目標① 市民との協働による事業の充実

実施手法

継続性・発展性

事　業　目　標 事　業　概　要 事業実施結果
担当課評価コメント（課題及び次

年度の方向性等を含む）

事業名 成人対象事業シリーズいい友

担当課 ふじみ野交流センター

基本目標 施　策　の　柱

基本目標① 市民との協働による事業の充実 取組成果

基本目標② 地域の人材を活かした学習機会の提供

基本目標③ 市民間交流の促進

実施手法

継続性・発展性

３　次年度も

継続

３　十分な成果を挙げてい

る

２　手法は概ね適切である
本事業と関連のある他計画

文化芸術アクションプラン

男女共同参画プラン

3　次年度も継続

計　画　の　位　置　付　け 担当課評価

音楽やダンス、食など世代を超えて

愛されるエンターテインメントを通

して、地域の世代間交流や文化振興

を図ってゆく。

①音楽でいい友　様々なジャンルのコンサート

対象：一般

時期：5月、10月、12月

参加費：無料

募集人数：各50名

②食べていい友　様々な食材、料理を学ぶ。

実施時期：5月、10月、11月、12月

参加費：材料費

募集人数：10名

③踊っていい友　オリジナルのダンスを創作し、種々のイ

ベントで披露する市民参加型のパフォーマンス。令和4年度

実施。

①②③演奏者や講師はプロ、アマを問わず市民を起用す

る。

継続年数：3年

①音楽でいい友（コンサート）

5月15日ジャズボサノバ、10月29

日ジャズ、12月5日音楽の夕べ、

12月11日クラシック

参加人数：延べ186人

②食べていい友（食文化講座）

5月24日春～初夏の野菜のひみ

つ、10月6日太巻き祭り寿司、11

月12日フランス料理、11月15日免

疫力を備蓄ｂｙ秋野菜、12月17日

イタリア料理

参加人数：延べ47人

会場：ふじみ野交流センター

コロナ禍にありながらも、どの事

業も募集を上回る応募があり、好

評を得た。③は実施できなかっ

た。

個別事項評価 令和4年度の評価
継続性・

発展性

Ａ

３　次年度も

継続

２　一定の成果を挙げてい

る

２　手法は概ね適切である
本事業と関連のある他計画

文化芸術アクションプラン

3　次年度も継続

計　画　の　位　置　付　け 担当課評価

利用者及び地域住民の生涯学習活動

における日頃の成果を発表する機会

の提供、相互交流を目的として開催

する。

ふじみ野文化祭

対象：一般

時期：3月4日、5日

会場：ふじみ野交流センター

参加費：－

募集人数：－

継続年数：10年以上

事業予算額：－

主催団体：ふじみ野文化祭実行委員会

日時：3月４日、5日

午前10時～午後4時

会場：ふじみ野交流センター

参加人数：1,000人

事業決算額：0円

主催：第21回ふじみ野文化祭実行

委員会

4年ぶりに、作品展示と舞台発表

を同日に開催、参加団体も前年に

比べ増え、コロナ前の賑わいを取

り戻しつつあった。また、本年度

は新たな取り組みとして、図書館

と共催で「ビデオで振り返る富士

見市勝瀬」を上映し、日ごろ交流

センターを利用していない方にも

足を運んでもらうことができた。

個別事項評価 令和4年度の評価
継続性・

発展性

Ｂ

３　次年度も

継続

２　一定の成果を挙げてい

る

２　手法は概ね適切である
本事業と関連のある他計画

男女共同参画プラン

3　次年度も継続

計　画　の　位　置　付　け 担当課評価

地域住民の世代を超えた交流の場と

して地域団体主催による「まつり」

を開催する。

勝瀬de縁日

対象：子ども、一般

時期：9月3日

会場：ふじみ野交流センター

参加費：模擬店等一部実費

募集人数：－

継続年数：10年以上

事業予算額：95,000円

主催団体：勝瀬de縁日実行委員会

日時：9月３日　午前12時～午後3

時

会場：ふじみ野交流センター

参加人数：477人

内容：子ども、親子連れを対象に

した遊びの体験と交流、菓子等の

販売、笑顔の写真展示、勝瀬deグ

ルメ参加15店舗の「おいしいも

の」展示、ふじみ野小の絵画展

示、縁日開会前に「開館２０周年

記念式典」を実施

事業決算額：29,508円

新型コロナウイルス感染症により

イベントの開催が制限される中、

感染防止対策を充分に施し３年ぶ

りの開催となったが、予想を上回

る参加があり、地域住民のイベン

ト交流が図れた。

勝瀬de縁日の２年間の中止によ

り、実行委員会との協議が十分に

とれず、事務局主導になってし

まった。

個別事項評価 令和4年度の評価
継続性・

発展性

Ｂ
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事　業　目　標 事　業　概　要 事業実施結果
担当課評価コメント（課題及び次

年度の方向性等を含む）

事業名 親子おもちつき交流会

担当課 鶴瀬西交流センター

基本目標 施　策　の　柱

基本目標① ライフステージに合わせた学習機会の充実 取組成果

基本目標③ 市民間交流の促進

実施手法

継続性・発展性

事　業　目　標 事　業　概　要 事業実施結果
担当課評価コメント（課題及び次

年度の方向性等を含む）

事業名 回想法講座

担当課 鶴瀬西交流センター

基本目標 施　策　の　柱

基本目標① ライフステージに合わせた学習機会の充実 取組成果

実施手法

継続性・発展性

事　業　目　標 事　業　概　要 事業実施結果
担当課評価コメント（課題及び次

年度の方向性等を含む）

事業名 高齢者ひろば

担当課 鶴瀬西交流センター

基本目標 施　策　の　柱

基本目標① ライフステージに合わせた学習機会の充実 取組成果

実施手法

継続性・発展性

３　次年度も

継続

２　一定の成果を挙げてい

る

１　見直しが必要である
本事業と関連のある他計画

なし

3　次年度も継続

計　画　の　位　置　付　け 担当課評価

サークル活動より緩やかな高齢者の

ためのひろばを設定し好きなスケッ

チを通して居場所づくりと高齢者同

士の交流を深める機会とする。

高齢者の生きがいづくり、地域の居場所づくりとして

交流を深める機会としている。毎月１回実施。

対象：西地域の高齢者

日時：毎月第3火曜日の午後

会場：市民活動室

講師：なし

参加費：無料

募集人数：制限なし

継続年数：　　10年以上

事業予算額：　　0　円

月に一回スケッチを基本に高齢者

のコミュニケーションの場として

きたが、新型コロナウイルスの影

響で参加者が減少。開催時もひと

りか二人の参加状態になってい

る。

高齢者の間ではまだまだコロナの

影響を心配する方が多く、もうし

ばらくは様子を見る。

個別事項評価 令和4年度の評価
継続性・

発展性

Ｃ

３　次年度も

継続

未実施

本事業と関連のある他計画

なし

3　次年度も継続

計　画　の　位　置　付　け 担当課評価

地域課題学習として、認知症予防、

介護予防等に効果があると注目され

ている「回想法」の実践の場として

「回想法継続会」が主体となり「唄

とおはなしのサロン」を実施。

地域の高齢化が進む中、「回想法継

続会」のメンバーのスキルアップと

新たなメンバーの発掘することを目

的に講座を開催する。

地域課題学習として認知症予防、介護予防等に効果が

あると注目されている「回想法」の実践講座を実施。

対象：富士見市内で「回想法」に興味がある方。

日時：3月頃（10月24日から2月末まで空調及び電気

工事のため休館となるため、またコロナウイルス感染

拡大対策のため現在未定。）

会場：鶴瀬西交流センター講座室予定

講師：未定

参加費：無料

募集人数：未定

継続年数：　　10　年

新型コロナウイルス感染の影響で

中止

地域住民の高齢化が進む中、孤立

を防ぐ一つの手法として「唄とお

はなしのサロン」など実践し、高

齢者のコミュニケーションの場と

して提供し回想法により脳の活性

化に役立てるため継続する。

個別事項評価 令和4年度の評価
継続性・

発展性

未実施

２　次年度の

取組は未定

未実施

本事業と関連のある他計画

なし

2　次年度の取組は未定

計　画　の　位　置　付　け 担当課評価

地域づくりに若年の保護者に参加し

てもらうために、親子参加型の講座

を実施し、保護者の出番づくりと仲

間づくりのきっかけとする。

保護者と子どもが共同作業をすることにより親子のコ

ミュニケーションが図られるほか、保護者同士の仲間

作りの場として実施。

対象：鶴瀬西地域の親子

日時：通常12月下旬（コロナウイルス感染拡大対策の

ため中止）

会場：西交流センター駐車場、調理室、会議室

講師：

参加費：時価

募集人数：

継続年数：　10年以上

事業予算額：　10,000　　円

新型コロナウイルス感染の影響で

中止

協力してもらっている団体の高齢

化により令和5年度以降は未定。

個別事項評価 令和4年度の評価
継続性・

発展性

未実施
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事　業　目　標 事　業　概　要 事業実施結果
担当課評価コメント（課題及び次

年度の方向性等を含む）

事業名 子ども広場

担当課 鶴瀬西交流センター

基本目標 施　策　の　柱

基本目標① ライフステージに合わせた学習機会の充実 取組成果

実施手法

継続性・発展性

事　業　目　標 事　業　概　要 事業実施結果
担当課評価コメント（課題及び次

年度の方向性等を含む）

事業名 水曜学級

担当課 鶴瀬西交流センター

基本目標 施　策　の　柱

基本目標① ライフステージに合わせた学習機会の充実 取組成果

実施手法

継続性・発展性

事　業　目　標 事　業　概　要 事業実施結果
担当課評価コメント（課題及び次

年度の方向性等を含む）

事業名 鶴瀬西交流センターフェスティバル

担当課 鶴瀬西交流センター

基本目標 施　策　の　柱

基本目標③ 市民間交流の促進 取組成果

実施手法

継続性・発展性

３　次年度も

継続

２　一定の成果を挙げてい

る

２　手法は概ね適切である
本事業と関連のある他計画

なし

3　次年度も継続

計　画　の　位　置　付　け 担当課評価

鶴瀬西交流センター利用者及び地域

住民の交流と文化の向上、コミュニ

ティ活動の促進を目指して開催す

る。

利用者及び地域住民の交流と文化の向上、コミュニ

ティ活動の促進を目指す。

対象：鶴瀬西交流センター利用サークル・団体及び鶴

瀬西地域住民

日時：10月１日（土）～２日（日）

会場：鶴瀬西交流センター

講師：

参加費：1団体500円

募集人数：

継続年数：　　10年以上

事業予算額：　40,000　　円

利用者及び地域住民の交流と文化

の向上、コミュニティ活動の促進

を目指す。

対象：鶴瀬西交流センター利用

サークル・団体及び鶴瀬西地域住

民

日時：10月１日（土）２日（日）

会場：鶴瀬西交流センター

講師：

参加費：1団体500円

参加団体：３５団体

新型コロナウイルスの影響で作品

不足等で参加団体が減少。また、

サークルの会員も高齢化にあり減

少傾向。次年度も実施する。

個別事項評価 令和4年度の評価
継続性・

発展性

Ｂ

３　次年度も

継続

２　一定の成果を挙げてい

る

２　手法は概ね適切である
本事業と関連のある他計画

なし

3　次年度も継続

計　画　の　位　置　付　け 担当課評価

鶴瀬西地域（上沢3丁目町会、関沢2

～3丁目町会等含む）に在住する満

60歳以上の方を対象に、生涯学習講

座やサークル活動などを通じて、親

睦を深め心身ともに健康で生きがい

のある充実した生活を送ることを目

的とする。

「水曜学級（高齢者学級）」の開催（10月24日から2月末

まで空調及び電気工事のため休館となるので5月から10月

までの開催）

日　時：毎年5月頃から3月頃まで（５月から１０月まで）

会　場：鶴瀬西交流センター

参加費：1,500円（令和4年度は1,000円）

全体会１回目：5月開講式、アトラクション

全体会２回目～５回目：6月健康講座、7月音楽鑑賞、9月

終活講座、10月音楽鑑賞を開催

全体会：毎月第２水曜日

サークル活動１１サークル（R４年度）

パソコン、パワーアップ体操、レクダンス、コーラス、健

康体操、絵画、書道硬筆、いけ花、脳トレ麻雀、折り紙、

卓球

継続年数：　　　10年以上

「水曜学級（高齢者学級）」の開催

（10月24日から2月末まで空調及び電

気工事のため休館となるので5月から

10月までの開催）

日　時：毎年5月頃から3月頃まで

（５月から１０月まで）

会　場：鶴瀬西交流センター

参加費：1,500円（令和4年度は1,000

円）

全体会１回目：5月開講式、アトラク

ション

全体会２回目～５回目：6月健康講

座、7月音楽鑑賞、9月終活講座、10

月音楽鑑賞を開催

全体会：毎月第２水曜日

サークル活動１１サークル（R４年

学級生の高齢化が課題。６０代の

参加者が０名になった。新規参加

者が減少傾向。

個別事項評価 令和4年度の評価
継続性・

発展性

Ｂ

３　次年度も

継続

２　一定の成果を挙げてい

る

２　手法は概ね適切である
本事業と関連のある他計画

なし

3　次年度も継続

計　画　の　位　置　付　け 担当課評価

子ども自らが地域の中で自分の居場

所を見つけるための応援体制とサー

クルや地域の大人たちの協力体制を

作り出していくことを目的に実施し

ている。

長期休業の夏休み・冬休みの時期に

「子どもひろば」を開催し、豊かな

体験活動を提供する。

夏休み子ども広場：いけ花体験教室、、陶芸体験教

室、篆刻体験教室。冬休み子ども教室：新春子ども書

初め教室。

対象：鶴瀬西地域の小学生等

日時：通常夏休み・冬休み期間（10月24日から2月末

まで空調及び電気工事のため休館となり冬休みは中

止）

会場：鶴瀬西交流センター美術工芸室等

講師：鶴瀬西交流センター利用サークル及び団体

参加費：実費

募集人数：未定

継続年数：　　10年以上

事業予算額：　35,000　　円

新型コロナウイルス感染対策を行

いながら、生け花教室と陶芸教室

を実施。

対象：鶴瀬西地域の小学生等。

日時：夏休み

会場：鶴瀬西交流センター

講師：西交流センター利用サーク

ル

参加費：実費

参加人数：陶芸教室24人、いけば

な教室9人

継続年数：10年以上

事業決算額：15000円

協力団体が高齢者が多いためコロ

ナ感染予防のため講師を辞退する

サークルがあり、2教室の実施と

なった。参加希望はあるため次年

度以降も実施予定。

個別事項評価 令和4年度の評価
継続性・

発展性

Ｂ
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事　業　目　標 事　業　概　要 事業実施結果
担当課評価コメント（課題及び次

年度の方向性等を含む）

事業名 フリースペース西っ子

担当課 鶴瀬西交流センター

基本目標 施　策　の　柱

基本目標① ライフステージに合わせた学習機会の充実 取組成果

実施手法

継続性・発展性

事　業　目　標 事　業　概　要 事業実施結果
担当課評価コメント（課題及び次

年度の方向性等を含む）

事業名 つるせ西だよりの発行

担当課 鶴瀬西交流センター

基本目標 施　策　の　柱

基本目標① 市民との協働による事業の充実 取組成果

実施手法

継続性・発展性

事　業　目　標 事　業　概　要 事業実施結果
担当課評価コメント（課題及び次

年度の方向性等を含む）

事業名 児童館運営事業

担当課 保育課

基本目標 施　策　の　柱

基本目標① ライフステージに合わせた学習機会の充実 取組成果

実施手法

継続性・発展性

事　業　目　標 事　業　概　要 事業実施結果
担当課評価コメント（課題及び次

年度の方向性等を含む）

事業名 「ぴっぴ」のひろば

担当課 子ども未来応援センター

基本目標 施　策　の　柱

基本目標① ライフステージに合わせた学習機会の充実 取組成果

実施手法

継続性・発展性

３　次年度も

継続

３　十分な成果を挙げてい

る

２　手法は概ね適切である
本事業と関連のある他計画

第二期富士見市子ども・子育て支援事業計画

計　画　の　位　置　付　け 担当課評価

ひろばでの遊びや製作など、同年代

の子どもと親の交流の場を提供す

る。また、子育てに関する相談をう

けたり情報提供を行い、親子の成長

を支援する。

対象:未就学児と保護者

日時:年間を通して実施

場所:プレイルーム

参加費:無料

予算:0円

継続年数：１０年以上

実施期間；4月～3月

対象：未就学児と保護者

参加人数；親子合計6,534人

（2月末現在）

場所：プレイルーム

（鶴瀬西交流センター内）

鶴瀬西名シ久保集会所、関沢集会

所

鶴瀬西交流センターが工事中は、

集会所でひろばを実施したが、新

たな利用親子もおり、子育て支援

センターを知ってもらう良い機会

ともなった。ひろばでは、育児に

不安を抱える保護者もいて、保育

士の立場からアバイス・助言・声

掛けを行い、子育て中の保護者を

支援した。育児に悩みながらも家

にこもってしまう親子への対応が

今後の課題。

個別事項評価 令和4年度の評価
継続性・

発展性

Ａ

３　次年度も

継続

２　一定の成果を挙げてい

る

２　手法は概ね適切である
本事業と関連のある他計画

子ども・子育て支援事業計画

3　次年度も継続

計　画　の　位　置　付　け 担当課評価

　関沢児童館、諏訪児童館及びふじ

み野児童館を拠点として、子どもた

ちや子育て中の保護者に対する各種

事業を実施することにより、児童の

健全育成及び子育て支援の充実を図

る。

　関沢児童館、諏訪児童館及びふじみ野児童館それぞ

れの特色を生かし、地域に密着した事業や３館連携事

業を行うほか、夜間開館による中高生の居場所づくり

を行う。

継続年数：　　　　10年以上

予算：61,031千円（指定管理料）

※R5年1月末現在の集計人数です

【来館者数】

関沢：6,509人

諏訪：11,952人

ふじみ野：11,858人

【あそびの学校】

124回実施、1,811人参加

【サークル支援】

20回実施、243人参加

【夜間開館】

関沢：9回実施、9人

ふじみ野：10回実施、25人

地域における子育て支援の拠点施

設として、乳幼児から中高生まで

様々な事業を実施しており、安心

して遊べる居場所として定着して

いる。

また、利用者アンケートでは利用

者からの満足度が高い。

個別事項評価 令和4年度の評価
継続性・

発展性

Ｂ

３　次年度も

継続

２　一定の成果を挙げてい

る

３　実施手法は適切で見直

しの必要はない本事業と関連のある他計画

なし

3　次年度も継続

計　画　の　位　置　付　け 担当課評価

鶴瀬西地域の生活・文化等に係る情

報を伝える広報紙として、年10回発

行し、広報富士見と一緒に配布す

る。

「つるせ西だより」の発行

編集会議：月２回（原則第１、３金曜日）

編集委員：市民10名前後、任期2年

発行部数：10,200部、年10回（7・8月、1・2月は合

併号）

発行形態：A3版、両面見開き

継続年数：　　10年以上

事業予算額：　409,000　　円

「つるせ西だより」の発行

編集会議：月２回（原則第１、３

金曜日）

編集委員：市民10名前後、任期2

年

発行部数：10,200部、年10回

（7・8月、1・2月は合併号）

発行形態：A3版、両面見開き

継続年数：　　10年以上

事業決算額：　370、260　　円

編集委員の高齢化が課題。新規編

集委員の候補者が見つからない。

西だよりの内容は地域市民から好

評のため今後も継続。

個別事項評価 令和4年度の評価
継続性・

発展性

Ａ

２　次年度の

取組は未定

未実施

本事業と関連のある他計画

なし

2　次年度の取組は未定

計　画　の　位　置　付　け 担当課評価

乳幼児を持つ親の子育て情報交換や

育児のことを身近で気軽にし相談で

きる場としてプレイルームにて開催

する。

毎月第４木曜日午前10時から正午、民生委員が見守

り、子育ての相談相手をしてくれます。保健師・栄養

士・歯科衛生士・保育士が毎月交互に入り、個別の相

談に応じアドバイスを保護者に行います。

対象：プレイルーム利用している乳幼児の親

日時：毎月第4木曜日

会場：鶴瀬西交流センタープレイルーム

講師：保育士、歯科衛生士、栄養士、保健師

参加費：無料

募集人数：制限なし

継続年数：　　10年以上

事業予算額：　45,000　　円

新型コロナウイルスの影響で中止。

実施会場のぴっぴの広場の入場制

限があり、制限解除になり次第再

開予定。

個別事項評価 令和4年度の評価
継続性・

発展性

未実施
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３　次年度も

継続

3　次年度も継続

ひろばでの遊びや製作など、同年代

の子どもと親の交流の場を提供す

る。また、子育てに関する相談をう

けたり情報提供を行い、親子の成長

を支援する。

対象:未就学児と保護者

日時:年間を通して実施

場所:プレイルーム

参加費:無料

予算:0円

継続年数：１０年以上

実施期間；4月～3月

対象：未就学児と保護者

参加人数；親子合計6,534人

（2月末現在）

場所：プレイルーム

（鶴瀬西交流センター内）

鶴瀬西名シ久保集会所、関沢集会

所

鶴瀬西交流センターが工事中は、

集会所でひろばを実施したが、新

たな利用親子もおり、子育て支援

センターを知ってもらう良い機会

ともなった。ひろばでは、育児に

不安を抱える保護者もいて、保育

士の立場からアバイス・助言・声

掛けを行い、子育て中の保護者を

支援した。育児に悩みながらも家

にこもってしまう親子への対応が

今後の課題。

Ａ
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事　業　目　標 事　業　概　要 事業実施結果
担当課評価コメント（課題及び次

年度の方向性等を含む）

事業名 小さな子どものためのコンサート

担当課 子ども未来応援センター

基本目標 施　策　の　柱

基本目標① ライフステージに合わせた学習機会の充実 取組成果

実施手法

継続性・発展性

事　業　目　標 事　業　概　要 事業実施結果
担当課評価コメント（課題及び次

年度の方向性等を含む）

事業名 人形劇

担当課 子ども未来応援センター

基本目標 施　策　の　柱

基本目標① ライフステージに合わせた学習機会の充実 取組成果

実施手法

継続性・発展性

３　次年度も

継続

３　十分な成果を挙げてい

る

２　手法は概ね適切である
本事業と関連のある他計画

第二期富士見市子ども・子育て支援事業計画

3　次年度も継続

計　画　の　位　置　付　け 担当課評価

人形劇を親子で楽しみ、相手を思い

やる心や生きる喜びなどを育む機会

とする。

対象:未就学児と保護者

日時:5月18日

会場:鶴瀬西交流センター

委託団体:未定

参加費:無料

継続年数：１０年以上

予算:10,000円

開催日:5月18日

出演者:人形劇「あゆ」

対象:未就学児と保護者

参加人数:親子合計45人

会場:鶴瀬西交流センター

事業決算額:10,000円

多目的ホールで大掛かりな舞台を

組んでの人形劇を実施。小さな子

どももわかりやすい内容だったこ

ともあり、初めて人形劇をみた子

どもも夢中で見られたと、参加者

に好評だった。予算内で出演をお

願いできる団体を探すのが困難だ

が、人形劇は「子育て講座」の1

つであり、今後も行っていく予

定。

個別事項評価 令和4年度の評価
継続性・

発展性

Ａ

３　次年度も

継続

３　十分な成果を挙げてい

る

２　手法は概ね適切である
本事業と関連のある他計画

第二期富士見市子ども・子育て支援事業計画

3　次年度も継続

計　画　の　位　置　付　け 担当課評価

生の演奏に触れ、親子で楽しい時間

を共有し、学習の機会とする。

対象:未就学児と保護者

日時:10月13日

会場:キラリ☆ふじみ

参加費:親子で300円

予算:126,000円

継続年数：１０年以上

開催日:10月13日

主演者:東邦音楽大学

対象:未就学児と保護者

参加人数:親子合計226人

会場:キラリ☆ふじみ

事業決算額:112,287円

コロナ感染対応を取りつつ、3年

ぶりに開催できた。指定席とする

ことで、チケットの販売や入場の

方法など検討を重ね、混乱もなく

行うことができた。小さな子ども

も集中して聞ける時間と内容で、

親子で楽しめたという感想が多く

あった。ボランティアや淑徳大学

学生の協力も大きく、今後はス

タッフの人員確保が課題となる。

個別事項評価 令和4年度の評価
継続性・

発展性

Ａ
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事　業　目　標 事　業　概　要 事業実施結果
担当課評価コメント（課題及び次

年度の方向性等を含む）

事業名 子育て講座

担当課 子ども未来応援センター

基本目標 施　策　の　柱

基本目標① ライフステージに合わせた学習機会の充実 取組成果

実施手法

継続性・発展性

事　業　目　標 事　業　概　要 事業実施結果
担当課評価コメント（課題及び次

年度の方向性等を含む）

事業名 避難行動要支援者支援事業

担当課 福祉政策課

基本目標 施　策　の　柱

基本目標① ライフステージに合わせた学習機会の充実 取組成果

基本目標② 地域の人材を活かした学習機会の提供

基本目標③ 学習成果の活用機会の創出

実施手法

継続性・発展性

事　業　目　標 事　業　概　要 事業実施結果
担当課評価コメント（課題及び次

年度の方向性等を含む）

事業名 ふじみ福祉フォーラム21

担当課 福祉政策課

基本目標 施　策　の　柱

基本目標① ライフステージに合わせた学習機会の充実 取組成果

基本目標③ 生涯学習を通じたまちづくりの推進

実施手法

継続性・発展性

３　次年度も

継続

２　一定の成果を挙げてい

る

２　手法は概ね適切である
本事業と関連のある他計画

地域福祉計画

3　次年度も継続

計　画　の　位　置　付　け 担当課評価

誰もが安心して暮らせる地域社会が

実現できるよう、市民自らが福祉の

理解と社会参加を促進していくこ

と。

市民参加による地域福祉活動の振興を図るため、ふじ

み福祉フォーラム２１実行委員会に対し、活動費を補

助する。

継続年数：10年以上

事業予算額：392,000円

日時：令和５年１月28日（土）

会場：キラリふじみ

１．実施日：令和５年１月28日

（土）２．会場：キラリふじみ

３．講師：三間瞳氏（映画プロ

デューサー）４．内容：障がいや

疾患・難病などがある人の兄弟姉

妹を「きょうだい」と言います

が、このことをテーマ（きょうだ

いの生き方）とした映画「ふた

り」を上映し、この映画のプロ

デューサーの講演を実施５．参加

人数：２０５名６．ふじみ福祉

フォーラム２１実行委員会へ補助

金交付

コロナ禍の影響で一昨年度が中

止、昨年度が無観客での実施で

あったため、久しぶりの有観客開

催でどれくらい集客できるか心配

であったが、２０５名の来場者が

あった。映画（内容は左記のとお

り）上映と製作者の講演、その後

の意見交換会という内容が来場者

の興味を引いたものと思われ、心

配を打ち消した盛況ぶりであっ

た。今後も、身近な福祉の内容を

扱えると良いと考える。

個別事項評価 令和4年度の評価
継続性・

発展性

Ｂ

３　次年度も

継続

２　一定の成果を挙げてい

る

１　見直しが必要である
本事業と関連のある他計画

地域福祉計画

3　次年度も継続

計　画　の　位　置　付　け 担当課評価

災害時自力避難が困難な高齢者、障

がい者等（登録者）の支援内容を

市・町会・民生委員等で共有し、地

域における助け合いを推進してい

く。

平常時より要支援者情報を関係機関・民生委員・町会

等が共有し、迅速に安否確認及び避難行動要支援等を

行える体制を市民と協働で取り組み、地域ごとに整備

する。

継続年数：5～10年

事業予算額：157,000円

１．避難行動要支援者支援事業登

録者の登録内容の更新作業（町

会、民生委員へ協力依頼）：令和

4年12月～令和5年１月　２．登録

者リストの更新作業（事務局）

３．更新済みリストの配布（町

会、民生委員）：令和5年4月

台風などの自然災害時、災害弱者

の方たちへの一つの不安解消材料

として、評価できる事業となって

いる。一方で、要支援者を支える

支援者の高齢化や、支援者を探す

こと自体が困難になっているなど

課題は多く、見直しが必要となっ

てきている。また、関係各課の連

携の必要性も出てきている。

個別事項評価 令和4年度の評価
継続性・

発展性

Ｃ

３　次年度も

継続

３　十分な成果を挙げてい

る

２　手法は概ね適切である
本事業と関連のある他計画

第二期富士見市子ども・子育て支援事業計画

3　次年度も継続

計　画　の　位　置　付　け 担当課評価

保護者向けに、子育てに役立つよう

な講座を開き、学習機会の充実を図

る。

対象:未就学児と保護者

時期:4月、7月、9月　他

会場:鶴瀬西交流センター

　　　　　　　　　他

参加費:無料

継続年数：１０年以上

予算:15,000円

①ベビーヨガ　➁３Ｂ体操

日時と参加者:①4月13日15人、9

月14日14人　➁7月15日23人

（いづれも親子合計人数）

講師:①谷脇昭子氏　➁熊木広美氏

対象:①首が座った歩く前の乳児と

保護者　➁1歳半以上で歩ける未

就園児と保護者

会場:①➁鶴瀬西交流センター

事務決算額:①10,000円➁5,000円

①ベビーヨガは、昨年も行い参加

者に好評だった。後半は、ママの

体と心をほぐすようなヨガを教え

てもらい、日々忙しい育児を頑

張っているママ達からは、楽し

かった、また参加したいという意

見が多く寄せられた。

➁３Ｂ体操については、鶴瀬西交

流センターで活動しているサーク

ルの講師を招き、道具を使ったス

トレッチや遊びを行った。３Ｂ体

操が初めていう親子がほとんど

で、おもしろかった、親子で楽し

かったとの感想が多かった。

個別事項評価 令和4年度の評価
継続性・

発展性

Ａ
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事　業　目　標 事　業　概　要 事業実施結果
担当課評価コメント（課題及び次

年度の方向性等を含む）

事業名 生活支援体制整備事業

担当課 高齢者福祉課

基本目標 施　策　の　柱

基本目標① ライフステージに合わせた学習機会の充実 取組成果

基本目標② 地域の人材を活かした学習機会の提供

基本目標③ 学習成果の活用機会の創出

実施手法

継続性・発展性

事　業　目　標 事　業　概　要 事業実施結果
担当課評価コメント（課題及び次

年度の方向性等を含む）

事業名 富士見市コミュニティ大学活動支援

担当課 高齢者福祉課

基本目標 施　策　の　柱

基本目標① ライフステージに合わせた学習機会の充実 取組成果

基本目標③ 生涯学習を通じたまちづくりの推進

実施手法

継続性・発展性

事　業　目　標 事　業　概　要 事業実施結果
担当課評価コメント（課題及び次

年度の方向性等を含む）

事業名 一般介護予防事業（集中型介護予防教室）

担当課 健康増進センター

基本目標 施　策　の　柱

基本目標① ライフステージに合わせた学習機会の充実 取組成果

実施手法

継続性・発展性

３　次年度も

継続

２　一定の成果を挙げてい

る

２　手法は概ね適切である
本事業と関連のある他計画

第８期富士見市高齢者保健福祉計画

3　次年度も継続

計　画　の　位　置　付　け 担当課評価

介護予防教室や相談を通し、誰もが

住み慣れた地域でいきいきと暮らせ

るよう、健康づくりや仲間づくり、

自主グループ活動をすすめ、高齢者

の活動性の向上や社会参加を促進す

る。

対象：高齢者

期間：6か月

会場：健康増進センター

募集人数：1コースあたり15名

内容：虚弱層向けに、運動や口腔、栄養など複合的な

プログラムを実施し、心身機能の維持向上を図る。

継続年数：10年以上

事業予算額：3613千円

回数：74回

参加延べ人数：1,172人

事業決算額：3,353千円

広報を見た方や修了生からの口コ

ミで参加者が増加した。修了後に

新しく自主グループを立ち上げる

ことができた。また、要支援認定

を継続することなく日常生活を送

れるようになった方もいる。

個別事項評価 令和4年度の評価
継続性・

発展性

Ｂ

３　次年度も

継続

２　一定の成果を挙げてい

る

２　手法は概ね適切である
本事業と関連のある他計画

第８期富士見市高齢者保健福祉計画

3　次年度も継続

計　画　の　位　置　付　け 担当課評価

高齢者が自主的に行うコミュニティ

大学の活動を支援する。

高齢者の生涯学習として、親睦交流や生きがいづく

り、地域貢献を目的に自主運営している、富士見市コ

ミュニティ大学の活動の場の提供等支援する。

継続年数：　10年以上

事業予算額：　 －円

当初、４月からの事業実施に向け

て相談を受けていたが、新型コロ

ナウィルス感染症の影響により開

校が9月に延期となった。

9月からの開校であったが、3年振

りということもあり、その日を待

ち望んでいた生徒約100人の学び

の場となった。

令和4年度は当初4月からの実施を

予定していたが、新型コロナウイ

ルス感染症の影響を考慮し、9月

からの開校となった。

半年開校が遅れたが、高齢者の学

びの場として、活動に対する意欲

は強いため、今後も引き続き自主

運営しているコミュニティ大学の

活動を支援していく。

個別事項評価 令和4年度の評価
継続性・

発展性

Ｂ

３　次年度も

継続

２　一定の成果を挙げてい

る

２　手法は概ね適切である
本事業と関連のある他計画

第８期富士見市高齢者保健福祉計画

3　次年度も継続

計　画　の　位　置　付　け 担当課評価

生活支援サービスの充実を図るとと

もに地域における支え合いの体制づ

くりを推進することを目的とする。

地域のちょっとした困りごとは地域で解決できる体制

づくりを目指す。日常生活圏域（第２層）ごとの特性

を活かしつつ、地域のニーズに合わせた生活支援サー

ビスや居場所づくりの創出に向けて、生活支援コー

ディネーターが伴走型支援をしながら、地域の方々や

関係者とともに地域について考え検討・議論できるよ

う取り組んでいく。

継続年数：　５～9年

事業予算額：　11,476,000円

◎第２層の取組み（集計中）

◎「地域つながる おとなりフェ

ス」の開催

※令和５年2月2２日実施（Ｚｏｏ

ｍ及び会場参加のハイブリット開

催） 参加者数 ２８人

※動画配信（令和5年3月末まで）

や、当日の講演内容等の開催報告

を掲載した広報誌も今後発行予定

地域ごとの実情に合った事業を展

開できるよう、新型コロナウイル

ス感染症の感染状況をみながら日

常生活圏域（第２層）における取

組みを工夫してすすめた。引続

き、次年度も地域の課題やニーズ

を把握し、地域を知り学びながら

地域ごとに検討・議論ができるよ

うな取組みを実施できるように努

めていく。

個別事項評価 令和4年度の評価
継続性・

発展性

Ｂ
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事　業　目　標 事　業　概　要 事業実施結果
担当課評価コメント（課題及び次

年度の方向性等を含む）

事業名 一般介護予防事業（フレイルチェック事業）

担当課 健康増進センター

基本目標 施　策　の　柱

基本目標① ライフステージに合わせた学習機会の充実 取組成果

実施手法

継続性・発展性

事　業　目　標 事　業　概　要 事業実施結果
担当課評価コメント（課題及び次

年度の方向性等を含む）

事業名 一般介護予防事業（介護支援ボランティアポイント事業）

担当課 健康増進センター

基本目標 施　策　の　柱

基本目標① ライフステージに合わせた学習機会の充実 取組成果

実施手法

継続性・発展性

事　業　目　標 事　業　概　要 事業実施結果
担当課評価コメント（課題及び次

年度の方向性等を含む）

事業名 一般介護予防事業（ふじみパワーアップ体操普及事業）

担当課 健康増進センター

基本目標 施　策　の　柱

基本目標① ライフステージに合わせた学習機会の充実 取組成果

実施手法

継続性・発展性

３　次年度も

継続

２　一定の成果を挙げてい

る

２　手法は概ね適切である
本事業と関連のある他計画

第８期富士見市高齢者保健福祉計画

3　次年度も継続

計　画　の　位　置　付　け 担当課評価

誰もが住み慣れた地域でいきいきと

暮らせるよう、運動と社会参加の機

会をつくる。

対象：高齢者

期間：通年

会場：公共施設、集会所等

内容：パワーアップリーダー養成講座、パワーアップ

クラブ開設講座

継続年数：10年以上

事業予算額：377千円

パワーアップリーダー養成講座：

８回コース、延べ参加者140人

パワーアップ体操地域クラブ数：

52クラブ

実参加者数：1,085人

事業決算額：205千円

活動休止中のクラブへ再開支援を

実施し、再開することができた。

また、新しいクラブを1クラブ開

設した。

個別事項評価 令和4年度の評価
継続性・

発展性

Ｂ

３　次年度も

継続

２　一定の成果を挙げてい

る

２　手法は概ね適切である
本事業と関連のある他計画

第８期富士見市高齢者保健福祉計画

3　次年度も継続

計　画　の　位　置　付　け 担当課評価

ボランティア活動を通じ、高齢者の

社会参加や地域貢献を促進する。高

齢者が高齢者を支える機運を醸成す

る。

対象：高齢者

期間：通年

内容：介護保険施設等でボランティア活動をおこな

い、ポイントをためる。

継続年数：5～9年

事業予算額：3823千円

登録者数：318人

活動時間数：10,222時間

事業決算額：3,054千円

コロナ禍で、介護保険施設でのボ

ランティア受入が困難となった

が、地域のサロン活動等をポイン

ト付与対象とするなど工夫した。

個別事項評価 令和4年度の評価
継続性・

発展性

Ｂ

３　次年度も

継続

２　一定の成果を挙げてい

る

２　手法は概ね適切である
本事業と関連のある他計画

第８期富士見市高齢者保健福祉計画

3　次年度も継続

計　画　の　位　置　付　け 担当課評価

フレイルサポーターを養成し、高齢

者の社会参加や地域貢献を促進す

る。また、フレイルチェックにより

虚弱高齢者を早期に発見、介入する

ことで、健康寿命の延伸をはかる。

対象：高齢者

期間：通年

会場：フレイルチェック　公共施設

募集人数：フレイルチェック　各回20人

　　　　　フレイルサポーター　30人/年

内容：フレイルサポーター養成研修、フレイルチェッ

ク測定会

継続年数：2年

年事業予算額：608千円

※フレイルとは、虚弱を意味し、加齢により心身の活

力（筋力、認知機能、社会とのつながりなど）が低下

した状態をいいます。

フレイルサポーター養成：14人

フレイルチェック測定会：24回

287人

事業決算額：458千円

フレイルサポーター養成は目標人

数に届かなかった。さまざまな事

業をとおして、フレイルサポー

ターに関心をもてるような働きか

けをしていく必要がある。

個別事項評価 令和4年度の評価
継続性・

発展性

Ｂ

16 / 56 ページ



事　業　目　標 事　業　概　要 事業実施結果
担当課評価コメント（課題及び次

年度の方向性等を含む）

事業名 市民健康づくり事業（生活習慣病予防教室）

担当課 健康増進センター

基本目標 施　策　の　柱

基本目標① ライフステージに合わせた学習機会の充実 取組成果

実施手法

継続性・発展性

事　業　目　標 事　業　概　要 事業実施結果
担当課評価コメント（課題及び次

年度の方向性等を含む）

事業名 市民健康づくり事業（ヘルスセミナー）

担当課 健康増進センター

基本目標 施　策　の　柱

基本目標① ライフステージに合わせた学習機会の充実 取組成果

実施手法

継続性・発展性

事　業　目　標 事　業　概　要 事業実施結果
担当課評価コメント（課題及び次

年度の方向性等を含む）

事業名 市民健康づくり事業（歯周病予防教室）

担当課 健康増進センター

基本目標 施　策　の　柱

基本目標① ライフステージに合わせた学習機会の充実 取組成果

実施手法

継続性・発展性

３　次年度も

継続

２　一定の成果を挙げてい

る

２　手法は概ね適切である
本事業と関連のある他計画

いきいき健康&歯っぴーライフ☆ふじみ

3　次年度も継続

計　画　の　位　置　付　け 担当課評価

歯周病を生活習慣病の一つとして捉

え、正しい口腔ケアについて学び、

自己管理ができるよう支援する。

対象：成人

日時：年間2回程度

会場：市内公共施設

募集人数：20名程度

内容：口腔ケアに関する講話等

継続年数：10年以上

事業予算額：20千円

日時：令和4年10月6日、

会場：市民総合体育館、ピアザ☆

ふじみ

講師：埼玉県歯科衛生士会朝霞支

部  歯科衛生士

参加人数：13名

事業決算額： 29千円

積極的な周知ができず少数での開

催となった。

生活習慣病と口腔衛生は深い関連

があることを含め、知識の普及啓

発を推進していく。

個別事項評価 令和4年度の評価
継続性・

発展性

Ｂ

３　次年度も

継続

２　一定の成果を挙げてい

る

２　手法は概ね適切である
本事業と関連のある他計画

いきいき健康&歯っぴーライフ☆ふじみ

3　次年度も継続

計　画　の　位　置　付　け 担当課評価

若い世代に対して、自分自身の健康

と生活習慣病予防等に関心を持てる

よう支援する。

対象：成人

期間：ヘルスチェック開催時

会場：健康増進センター

内容：生活習慣病等の予防・啓発

継続年数：10年以上

事業予算額：6千円

日時：令和4年10月4日、令和5年2

月7日

会場：健康増進センター

参加人数：77名

事業決算額： 5千円

乳房モデルによる乳がん触診体験

及び自己触診啓発チラシの配布、

野菜摂取に関するパネル展示やレ

シピの配布を行った。

40歳未満の若い世代への啓発がで

きた。

個別事項評価 令和4年度の評価
継続性・

発展性

Ｂ

３　次年度も

継続

２　一定の成果を挙げてい

る

２　手法は概ね適切である
本事業と関連のある他計画

いきいき健康&歯っぴーライフ☆ふじみ

3　次年度も継続

計　画　の　位　置　付　け 担当課評価

生活習慣病の予防に向けた基礎知識

の習得をはじめ、食事や運動につい

て日常生活で実践できる具体的な方

法を体得し、健康の自己管理ができ

るように支援する。

対象：成人

日時：年間4回程度

会場：市内公共施設

募集人数：20名程度

内容：生活習慣病予防に関する講話等

継続年数：10年以上

事業予算額：50千円

①糖尿病予防

日時：令和４年11月８日

会場：ピアザ☆ふじみ

参加人数：7名

②高血圧予防

日時：令和４年12月21日

会場：ピアザ☆ふじみ

参加人数：13名

③脂質異常症予防

日時：令和3年12月2日

会場：鶴瀬公民館

参加人数：9名

①②③感染症拡大防止のため、試

食なしの開催となった。講話だけ

でも理解促進を図れたが、講座と

試食を行い、頭と舌で学ぶ機会と

し、普段の食生活の意識向上に結

び付けたい。

④腎疾患のある方とその家族、興

味・関心がある人の参加が多く、

幅広い年齢層が参加した。医師・

管理栄養士からの講演は説得力が

あり、満足度・理解度が高かっ

た。

個別事項評価 令和4年度の評価
継続性・

発展性

Ｂ
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事　業　目　標 事　業　概　要 事業実施結果
担当課評価コメント（課題及び次

年度の方向性等を含む）

事業名 市民健康づくり事業（運動講座）

担当課 健康増進センター

基本目標 施　策　の　柱

基本目標① ライフステージに合わせた学習機会の充実 取組成果

実施手法

継続性・発展性

事　業　目　標 事　業　概　要 事業実施結果
担当課評価コメント（課題及び次

年度の方向性等を含む）

事業名 市民健康づくり事業（地域健康相談）

担当課 健康増進センター

基本目標 施　策　の　柱

基本目標① ライフステージに合わせた学習機会の充実 取組成果

実施手法

継続性・発展性

事　業　目　標 事　業　概　要 事業実施結果
担当課評価コメント（課題及び次

年度の方向性等を含む）

事業名 市民健康づくり事業（所内健康相談）

担当課 健康増進センター

基本目標 施　策　の　柱

基本目標① ライフステージに合わせた学習機会の充実 取組成果

実施手法

継続性・発展性

継続性・

発展性

Ｂ
３　次年度も

継続

２　一定の成果を挙げてい

る

２　手法は概ね適切である
本事業と関連のある他計画

いきいき健康&歯っぴーライフ☆ふじみ

3　次年度も継続

生活習慣病や食事について、保健

師・管理栄養士による個別相談を実

施し、健康の保持・増進につなげ

る。

対象：成人

期間：毎月1回（電話相談含む）

会場：健康増進センター

内容：個別健康相談

継続年数：10年以上

事業予算額：0円

日時：毎月1回（電話相談含む）

会場：健康増進センター

参加人数：54名（R5.3.15現在）

事業決算額： 0円

医療にかかる前の方に対し、食生

活や運動習慣等について対象者の

生活状況に合わせた個別相談を行

い、健康の保持・増進につなげ

た。

個別事項評価 令和4年度の評価

いきいき健康&歯っぴーライフ☆ふじみ

3　次年度も継続

計　画　の　位　置　付　け 担当課評価

Ｂ
３　次年度も

継続

２　一定の成果を挙げてい

る

２　手法は概ね適切である

計　画　の　位　置　付　け 担当課評価

地域の要望に沿った健康づくりを

テーマし、地域・団体単位で継続的

に健康づくりに取り組めるよう支援

する。

対象：町会や団体等

期間：通年

会場：集会所等

内容：町会等と相談して決定

継続年数：10年以上

事業予算額：0円

日時：令和4年6月13日、7月23

日、9月11日、11月1日、1月23日

会場：水谷公民館、中央図書館、

市民総合体育館

参加人数：210名

事業決算額： 23千円

要望を受け健康長寿サポーター養

成講座を実施した。健康に関する

幅広い知識の提供を行うことがで

きた。参加者から活発な発言があ

り、意欲的に学んでいただいた。

個別事項評価 令和4年度の評価
継続性・

発展性

本事業と関連のある他計画

３　次年度も

継続

２　一定の成果を挙げてい

る

２　手法は概ね適切である
本事業と関連のある他計画

いきいき健康&歯っぴーライフ☆ふじみ

3　次年度も継続

計　画　の　位　置　付　け 担当課評価

生活習慣病予防のための運動につい

て、日常生活で実践できる具体的な

方法を体得し、健康の自己管理がで

きるようにする。

対象：成人

日時：年間9回程度

会場：市内公共施設

参加費：傷害保険料

募集人数：20名程度

内容：生活習慣病予防のための運動の実践等対象

継続年数：10年以上

事業予算額：151千円

日時：令和4年5月23日等計7回

会場：市内公共施設

講師：NPO法人日本カルチャーヨ

ガ協会、花谷整骨院院長、県民健

康福祉村等

参加人数：延71名

事業決算額： 151千円

ウォーキングやヨガ、筋トレなど

自宅で実践できる内容を行い、参

加者の運動に対する意識の向上を

図ることができた。

休日（土日）開催を行ったこと

で、若い世代の参加もあった。参

加今後も成人期が参加しやすい日

程・時間設定を行う。

個別事項評価 令和4年度の評価
継続性・

発展性

Ｂ
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事　業　目　標 事　業　概　要 事業実施結果
担当課評価コメント（課題及び次

年度の方向性等を含む）

事業名 市民健康づくり事業（食生活改善推進員リーダー講習会）

担当課 健康増進センター

基本目標 施　策　の　柱

基本目標① ライフステージに合わせた学習機会の充実 取組成果

実施手法

継続性・発展性

事　業　目　標 事　業　概　要 事業実施結果
担当課評価コメント（課題及び次

年度の方向性等を含む）

事業名 市民健康づくり事業（健康づくり料理講習会）

担当課 健康増進センター

基本目標 施　策　の　柱

基本目標① ライフステージに合わせた学習機会の充実 取組成果

実施手法

継続性・発展性

事　業　目　標 事　業　概　要 事業実施結果
担当課評価コメント（課題及び次

年度の方向性等を含む）

事業名 市民健康づくり事業（食育推進事業）

担当課 健康増進センター

基本目標 施　策　の　柱

基本目標① ライフステージに合わせた学習機会の充実 取組成果

実施手法

継続性・発展性

３　次年度も

継続

２　一定の成果を挙げてい

る

２　手法は概ね適切である
本事業と関連のある他計画

いきいき健康&歯っぴーライフ☆ふじみ

3　次年度も継続

計　画　の　位　置　付　け 担当課評価

富士見市みんなで取り組む食育推進

条例に基づき、栄養バランスのよい

食事や調理方法等を学ぶ機会を提供

し、食に関する啓発を進める。

対象：市民

日時：年間8回程度

会場：ピアザ☆ふじみ他

参加費：調理実習の場合は食材料費

募集人数：20名程度

内容：テーマに沿った講話と調理方法の習得等講師

継続年数：5～10年

事業予算額：450千円

実施期間：5月-1月計8回

講師：女子栄養大学駒込カフェテ

リア管理栄養士ほか

参加人数：延べ252人（R5.3.15現

在）

事業決算額： 42千円

感染症対策を講じつつ対面での調

理実習を再開。また広く食育の推

進を図るため一部の教室の様子を

撮影し動画配信も行った。アン

ケートからも満足度の高さも伺

え、今後も対面とICT等を活用し

たハイブリット式で実施予定。一

方、若い世代の参加が少ないこと

が課題なので、開催方法や周知方

法について検討していく必要があ

る。

個別事項評価 令和4年度の評価
継続性・

発展性

Ｂ

３　次年度も

継続

２　一定の成果を挙げてい

る

２　手法は概ね適切である
本事業と関連のある他計画

いきいき健康&歯っぴーライフ☆ふじみ

3　次年度も継続

計　画　の　位　置　付　け 担当課評価

栄養バランスのとれた健康的なメ

ニューを実際に調理・試食し、生活

習慣病予防のための食事について学

ぶ機会を提供する。

対象：成人

期間：5月～2月

会場：公共施設7カ所

委託先：富士見市食生活改善推進員協議会

募集人数：20名程度

内容：料理講習会と健康に関するミニ講話

継続年数：10年以上

事業予算額：210千円

実施期間：5-2月

対象：成人～高齢者

参加人数：延べ298人

会場：公共施設７か所

実施内容：調理実習と健康に関す

るミニ講話

事業決算額：123千円（R5.3現

在）

例年より調理台の定員を２名に減

らし、そのため募集人数も減らし

て実施した。一方で、保育は年６

回付けて開催した。

次年度については、例年通り、定

員を４名に戻し、保育についても

今年度同様に年６回付けて実施し

ていく。

参加者の固定化や新規参加者の伸

び悩みがあるため、周知方法を検

討していく必要がある。

個別事項評価 令和4年度の評価
継続性・

発展性

Ｂ

３　次年度も

継続

２　一定の成果を挙げてい

る

２　手法は概ね適切である
本事業と関連のある他計画

いきいき健康&歯っぴーライフ☆ふじみ

3　次年度も継続

計　画　の　位　置　付　け 担当課評価

市が委託している健康づくり料理講

習会を円滑に実施するため、食生活

改善推進員協議会のリーダーを集め

て、健康や食事に関する正しい情報

を提供し、勉強会として実施する。

対象：富士見市食生活改善推進員

期間：5月～2月

会場：ピアザ☆ふじみ

内容：健康づくり料理講習会のためのリーダー講習会

継続年数：10年以上

事業予算額：225千円

実施期間：5-2月

対象：富士見市食生活改善推進員

参加人数：延べ79人

会場：ピアザ☆ふじみ

実施内容：健康づくり料理講習会

のためのリーダー講習会

事業決算額：108千円

例年より調理台の定員を２名に減

らしたため２部制で実施した。

少ない人数での調理は役割が多

く、大変そうであったが逆に学習

効果は高まっているようであっ

た。

次年度については、例年通り、定

員を４名に戻して実施していく。

個別事項評価 令和4年度の評価
継続性・

発展性

Ｂ
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事　業　目　標 事　業　概　要 事業実施結果
担当課評価コメント（課題及び次

年度の方向性等を含む）

事業名 市民健康づくり事業（健康に関する講演会）

担当課 健康増進センター

基本目標 施　策　の　柱

基本目標① ライフステージに合わせた学習機会の充実 取組成果

実施手法

継続性・発展性

事　業　目　標 事　業　概　要 事業実施結果
担当課評価コメント（課題及び次

年度の方向性等を含む）

事業名 市民健康づくり事業（健康マイレージ事業）

担当課 健康増進センター

基本目標 施　策　の　柱

基本目標① ライフステージに合わせた学習機会の充実 取組成果

実施手法

継続性・発展性

事　業　目　標 事　業　概　要 事業実施結果
担当課評価コメント（課題及び次

年度の方向性等を含む）

事業名 自殺対策事業（ゲートキーパー養成研修）

担当課 健康増進センター

基本目標 施　策　の　柱

基本目標① ライフステージに合わせた学習機会の充実 取組成果

実施手法

継続性・発展性

３　次年度も

継続

３　十分な成果を挙げてい

る

２　手法は概ね適切である
本事業と関連のある他計画

いきいき健康&歯っぴーライフ☆ふじみ

第２期富士見市自殺対策計画
3　次年度も継続

計　画　の　位　置　付　け

自殺の危険を示すサインに気づき、

適切な対応を図ることができる

「ゲートキーパー」の役割を担う人

材等を養成する。

対象：市内在住、在学、在勤の方

期間：年2回

継続年数：5～9年

事業予算額：60千円
対象：市内在住、在学、在勤の方

期間：年2回

日時：3月3日（午前・午後）

場所：針ヶ谷コミュニティーセン

ター67名

事業決算額：60千円

例年研修参加者が少なかったが、

今回は民生委員をはじめ、幅広い

年代の参加があった。次年度に向

けても、継続して養成することが

できりょうに研修内容などについ

ても検討していく必要がある。

個別事項評価 令和4年度の評価
継続性・

発展性

Ａ

３　次年度も

継続

２　一定の成果を挙げてい

る

２　手法は概ね適切である
本事業と関連のある他計画

いきいき健康&歯っぴーライフ☆ふじみ

3　次年度も継続

計　画　の　位　置　付　け 担当課評価

生活習慣病を予防するための運動習

慣づくりを支援するため、ポイント

制度を活用し楽しみながら歩くこと

を促す。

対象：成人

期間：通年

内容：歩数に応じたポイント獲得や運動教室参加によ

るポイント獲得等によって、プレゼント抽選に参加で

きる。

継続年数：5～9年

事業予算額：1,922千円

新規登録者数555名（合計3,250

名）（R5.1月末現在）

賞品授与者218名

事業決算額：2,654千円

日々の歩数がグラフで見え、ポイ

ントが溜まることで励みになると

いう声があり、楽しみながらかつ

コロナ禍でも安心して実施できる

運動習慣づくりを支援できた。市

独自の抽選の当選者数を増やした

ことで、参加者のモチベーション

向上につながった。県より、R5年

度末で終了と連絡あり、丁寧な周

知を行う必要がある。

個別事項評価 令和4年度の評価
継続性・

発展性

Ｂ

３　次年度も

継続

２　一定の成果を挙げてい

る

２　手法は概ね適切である
本事業と関連のある他計画

いきいき健康&歯っぴーライフ☆ふじみ

3　次年度も継続

計　画　の　位　置　付　け 担当課評価

いきいき健康&歯っぴーライフ☆ふ

じみを推進するため、テーマに沿っ

た講演会等を開催し、健康づくりに

ついて啓発を進める。

対象：市民

期間：年１回

内容：健康に関する講演会等

継続年数：1年

事業予算額：200千円

日時：令和4年10月22日

会場：キラリ☆ふじみ

講師：㈱タニタヘルスリンク

参加人数：76名

事業決算額：291千円

30～80歳代と幅広い世代の参加が

あり、栄養・食生活について関心

が高まった方が多く、健康づくり

活動のスキルアップにつながっ

た。

個別事項評価 令和4年度の評価
継続性・

発展性

Ｂ
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事　業　目　標 事　業　概　要 事業実施結果
担当課評価コメント（課題及び次

年度の方向性等を含む）

事業名 家庭学習応援事業

担当課 生涯学習課

基本目標 施　策　の　柱

基本目標① ライフステージに合わせた学習機会の充実 取組成果

実施手法

継続性・発展性

事　業　目　標 事　業　概　要 事業実施結果
担当課評価コメント（課題及び次

年度の方向性等を含む）

事業名 国際交流フォーラム（再掲）

担当課 生涯学習課、文化・スポーツ振興課

基本目標 施　策　の　柱

基本目標① ライフステージに合わせた学習機会の充実 取組成果

実施手法

継続性・発展性

事　業　目　標 事　業　概　要 事業実施結果
担当課評価コメント（課題及び次

年度の方向性等を含む）

事業名 子ども大学☆ふじみ

担当課 生涯学習課

基本目標 施　策　の　柱

基本目標③ 市民間交流の促進 取組成果

実施手法

継続性・発展性

３　次年度も

継続

３　十分な成果を挙げてい

る

２　手法は概ね適切である
本事業と関連のある他計画

第2次富士見市教育振興基本計画

3　次年度も継続

計　画　の　位　置　付　け 担当課評価

大学やNPOなどと連携して取り組

み、地域の教育力の向上を図るとと

もに、子どもたちに多様な学びの機

会を提供する。

対象：小学4年生～6年生（定員40名）

期間：6～9月

会場：市内公共施設、淑徳大学、立教大学等

内容：学校では学ぶことができない、子どもの知的好

奇心を刺激する講義や体験活動

主催：子ども大学ふじみ実行委員会

継続年数：10年以上

事業予算額：920,000円（補助金）

対象：小学4～6年生

参加者：40名（申込61名）

期間：6～9月

会場：市内公共施設、淑徳大学、

立教大学等

内容：クイズラリー、アナウン

サー体験、プログラミング等

主催：子ども大学ふじみ実行委員

会

継続年数：10年以上

事業決算額：未定（補助金）

実行委員会と協働で講義内容等を

決めている。定員を上回る申し込

みがあり、魅力あるプログラムが

作成できた。また全講義平均して

80.3%の子どもたちが「楽しかっ

た」と回答しており、多くの子ど

もたちに満足してもらうことがで

きた。引き続き実行委員会と協働

で、多くの子どもたちに興味を

持ってもらえるよう子ども大学を

実施していきたい。

個別事項評価 令和4年度の評価
継続性・

発展性

Ａ

３　次年度も

継続

２　一定の成果を挙げてい

る

２　手法は概ね適切である
本事業と関連のある他計画

富士見市第６次基本構想第１期基本計画

3　次年度も継続

計　画　の　位　置　付　け 担当課評価

多文化共生の地域づくりを目的とし

て、外国籍市民との交流企画、国際

交流関係展示、体験と交流のコー

ナーなどを通じ、様々な国や地域の

文化と触れ合う機会を作り、国際交

流関係者、外国籍市民との相互交流

を図る。

対象：子ども、一般

日時：10月1日（土）

会場：キラリ☆ふじみ

参加費：無料

継続年数：10年以上

事業予算額：80,000円（謝礼生涯学習課分）、

100,000円（謝礼文化・スポーツ振興課分）

実施日：令和4年10月1日

※本年度は新型コロナウイルス感

染症対策を実施する中での開催。

・「やさしい日本語」の講演会

・外国籍市民のスピーチ

・弦楽四重奏による世界の音楽コ

ンサート

・国際交流、多文化共生団体に等

による活動状況の展示

会場：キラリ☆ふじみ

参加人数：一般の方140名

新型コロナウイルス感染症対策を

加味した中で実施できる内容と

し、入場者数も制限した中での実

施であった。

内容もコロナ禍以前とは大きく異

なるものとなったが、参加者アン

ケートでは概ね好評であった。

個別事項評価 令和4年度の評価
継続性・

発展性

Ｂ

３　次年度も

継続

２　一定の成果を挙げてい

る

２　手法は概ね適切である
本事業と関連のある他計画

第２次教育振興基本計画

夢つなぐ富士見プロジェクト+(プラス)
3　次年度も継続

計　画　の　位　置　付　け 担当課評価

児童・生徒が主体的に取り組めるよ

う支援を行い、学習意欲と達成感を

高め、家庭学習の習慣化と基礎学力

の定着を図る。

対象：小学5･6年生、中学3年生

期間：7～3月

会場：鶴瀬公民館、水谷公民館、針ケ谷コミュニティセンター

委託事業者：平成29-令和3年度は株式会社エデュケーショナル

ネットワーク

参加費：小学生3,500円、中学生1教科5,500円

募集人数：小学5年生60名、小学6年生60名、中学3年生1教科60

名

開講教科：小学生…算数、中学生…数学、英語（1教科の選択

可）

継続年数：5～9年

事業予算額：12,273,000円

対象：小学5･6年生、中学3年生

期間：7～3月

会場：鶴瀬公民館、水谷公民館、針ケ谷

コミュニティセンター

委託事業者：株式会社トライグループ

参加費：小学生3,500円、中学生1教科

5,500円

参加人数：小学5年生52名、小学6年生57

名、中学3年生　英語58人、数学58人

開講教科：小学生…算数、中学生…数

学、英語（1教科の選択可）

継続年数：5～9年

事業予算額：12,096,499円

アンケートより、８０％以上の参

加者が満足を得ていると回答し

た。残りの参加者の満足度を上げ

るために事業者と共に今後の運営

方法について検討する必要があ

る。。

申込者が募集定員に達していない

為、次年度は更なる周知が必要。

個別事項評価 令和4年度の評価
継続性・

発展性

Ｂ
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事　業　目　標 事　業　概　要 事業実施結果
担当課評価コメント（課題及び次

年度の方向性等を含む）

事業名 市民人材バンク

担当課 生涯学習課

基本目標 施　策　の　柱

基本目標① 学習環境の整備 取組成果

基本目標② 地域の人材を活かした学習機会の提供

基本目標③ 学習成果の活用機会の創出

実施手法

継続性・発展性

事　業　目　標 事　業　概　要 事業実施結果
担当課評価コメント（課題及び次

年度の方向性等を含む）

事業名 生涯学習ガイド

担当課 生涯学習課

基本目標 施　策　の　柱

基本目標① 学習環境の整備 取組成果

実施手法

継続性・発展性

事　業　目　標 事　業　概　要 事業実施結果
担当課評価コメント（課題及び次

年度の方向性等を含む）

事業名 生涯学習推進委員会

担当課 生涯学習課

基本目標 施　策　の　柱

基本目標① 推進体制の充実 取組成果

実施手法

継続性・発展性

３　次年度も

継続

２　一定の成果を挙げてい

る

２　手法は概ね適切である
本事業と関連のある他計画

第2次教育振興基本計画

3　次年度も継続

計　画　の　位　置　付　け 担当課評価

富士見市生涯学習推進委員会を設置

し、富士見市の生涯学習を推進す

る。

生涯学習に関する、教育委員会、市長部局の担当課に

よる委員で構成される生涯学習推進委員会にて、富士

見市の生涯学習の推進・進捗管理や部署間の連携の為

の情報交換を行う。

期間：年2回程度

継続年数：　10年以上

事業予算額：０円

開催日：9月26日（月）

会場：中央図書館集会室

内容：令和4年度生涯学習推進ア

クションプランの進捗状況評価

他

令和3年度より第3次生涯学習推進

基本計画がスタートした。計画の

進捗管理を行うための委員会を開

催し、担当課評価が低いものを中

心に確認を行った。委員の意見を

集約し、各課へフィードバックを

行うことで生涯学習推進アクショ

ンプランの推進を図る。

個別事項評価 令和4年度の評価
継続性・

発展性

Ｂ

３　次年度も

継続

２　一定の成果を挙げてい

る

３　実施手法は適切で見直

しの必要はない本事業と関連のある他計画

第2次教育振興基本計画

3　次年度も継続

計　画　の　位　置　付　け 担当課評価

市内の生涯学習事業の一覧を作成

し、周知を行うことで、市民の生涯

学習活動を支援する。

市内の生涯学習事業の一覧を作成し、冊子の配布・

HPに公表し周知を行う。

対象：市民

日時：6月発行予定

継続年数：　5年以上

事業予算額：消耗品費のみ

市内の生涯学習事業を掲載した生

涯学習ガイドを作成。公共施設に

印刷した冊子の配布とHPに公表し

周知を行った。

配布箇所：23か所

配布部数：69部

事業決算額：不明（紙代）

令和４年度は発行が遅くなってし

まった。令和５年度は例年どおり

の発行を目指す。また、より市民

の方に手に取ってもらえるような

内容・ビジュアルを引き続き研究

し、今後の紙面に反映させてい

く。

個別事項評価 令和4年度の評価
継続性・

発展性

Ａ

３　次年度も

継続

３　十分な成果を挙げてい

る

３　実施手法は適切で見直

しの必要はない本事業と関連のある他計画

第2次教育振興基本計画

第7期高齢者保健福祉計画
3　次年度も継続

第3次富士見市男女共同参画プラン

計　画　の　位　置　付　け 担当課評価

幅広い分野における人材を発掘し、

その情報を提供することによって、

市民一人ひとりの多様な学習や活動

を支援し豊かな地域社会をつくる。

対象：市民

期間：通年

継続年数：10年以上

事業予算額：80,000円（補助金）
利用件数：138件（中止除く）

延利用人数：5996名

登録件数：262件

事業決算額：88,107円（内補助金

対象額　80,000円）

利用者満足度について、98.4％が「と

ても良かった」「よかった」との回答

を得られた。前年度に比べ、利用件数

58件、登録件数13件増加し、登録

者、利用者の開拓ができた。また、モ

デル事業について、4件行った。合計

54名がモデル事業を受講し、そのう

ち2名が登録者となった。引き続き、

利用者・登録者の増加に向け、推進員

の会との連携・協働を図っていく。本

年度は推進員の会強化のため、推進員

を３名増員したが、引き続き高齢化が

課題。

個別事項評価 令和4年度の評価
継続性・

発展性

Ａ
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事　業　目　標 事　業　概　要 事業実施結果
担当課評価コメント（課題及び次

年度の方向性等を含む）

事業名 生涯学習推進市民懇談会

担当課 生涯学習課

基本目標 施　策　の　柱

基本目標① 推進体制の充実 取組成果

実施手法

継続性・発展性

事　業　目　標 事　業　概　要 事業実施結果
担当課評価コメント（課題及び次

年度の方向性等を含む）

事業名 人権教育推進事業（人間尊重啓発講座）

担当課 生涯学習課

基本目標 施　策　の　柱

基本目標① ライフステージに合わせた学習機会の充実 取組成果

実施手法

継続性・発展性

事　業　目　標 事　業　概　要 事業実施結果
担当課評価コメント（課題及び次

年度の方向性等を含む）

事業名 人権教育推進事業（人権教育講演会）

担当課 生涯学習課

基本目標 施　策　の　柱

基本目標① ライフステージに合わせた学習機会の充実 取組成果

実施手法

継続性・発展性

３　次年度も

継続

２　一定の成果を挙げてい

る

２　手法は概ね適切である
本事業と関連のある他計画

第2次教育振興基本計画

3　次年度も継続

計　画　の　位　置　付　け 担当課評価

人間尊重の教育理念に基づき、あら

ゆる差別や偏見を許さない地域社会

づくりを目標とする。

対象：市民

期間：年1回

継続年数：10年以上

事業予算額：講師謝礼のみ

NPO法人富士見市民大学と共催で開催

日時：12月3日午後1時30分～3時

30分

会場：鶴瀬コミュニティセンター

ホール

テーマ：『障害者と共に生きる地

域づくり』

講師：佐藤　陽 氏（十文字学園女

子大学　ボランティアセンター長/

人間生活学部　人間福祉学科教

授）

参加人数：42人

ＮＰＯ法人市民大学と共催するこ

とで、講師の選定について市民の

意見を取り入れることができ、市

民が直接受講したい、聴きたいこ

とをテーマにすることができる。

差別や偏見を許さない地域社会づ

くりを行っていくためにも今後も

継続すべき事業である。

個別事項評価 令和4年度の評価
継続性・

発展性

Ｂ

３　次年度も

継続

２　一定の成果を挙げてい

る

２　手法は概ね適切である
本事業と関連のある他計画

第2次教育振興基本計画

3　次年度も継続

計　画　の　位　置　付　け 担当課評価

様々な人権問題の解消と、市民一人

ひとりがお互いを認め合い、尊重し

あえる地域社会づくりを目指して、

公民館ごとにテーマを定めて開催す

る。

対象：市民

期間：年4回、4公民館で1回ずつ実施予定。時期は未

定

継続年数：10年以上

事業予算額：講師謝礼のみ

①日時：９月８日 午前10時～11時45分

会場：水谷東公民館

テーマ：『民法改正で変わった創相続～

配偶者居住権（短期居住権）とは～』

参加人数：37人

②日時：12月21日 午前10時～11時15分

会場：南畑公民館

テーマ：『南畑お月見一座の寸劇と交通

安全と防犯』

参加人数：41人

③日時：3月11日 午後1時30分～3時

会場：鶴瀬公民館

テーマ：『みんなで考えよう!非正規労働

者の人権問題』

参加人数：15人

様々な人権問題について、地域活

動の中心である公民館で講演を開

催することは人権問題を身近に捉

える良い機会となっている。今後

も引き続き時代に合った人権問題

をついて考える場として継続して

開催する。

個別事項評価 令和4年度の評価
継続性・

発展性

Ｂ

３　次年度も

継続

２　一定の成果を挙げてい

る

２　手法は概ね適切である
本事業と関連のある他計画

第2次教育振興基本計画

3　次年度も継続

計　画　の　位　置　付　け 担当課評価

広く市民の意見を求めるため、富士

見市生涯学習推進市民懇談会を開催

し、富士見市の生涯学習を推進す

る。

学識経験者、市民団体等の代表者などで構成される生

涯学習推進市民懇談会にて広く市民の意見を求め、富

士見市の生涯学習を推進する。

期間：年2回程度

継続年数：　5～9年

事業予算額：消耗品費、参加者謝礼

開催日：10月20日（木）

会場：市民総合体育館多目的室3

令和3年度よりスタートした第3次

生涯学習推進基本計画のアクショ

ンプランの評価を初めて行った。

目標について数値目標のような具

体的な設定がされておらず、評価

が困難であると意見があった。次

年度の目標を掲げる際に懇談会で

出た意見を反映させたい。

個別事項評価 令和4年度の評価
継続性・

発展性

Ｂ
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事　業　目　標 事　業　概　要 事業実施結果
担当課評価コメント（課題及び次

年度の方向性等を含む）

事業名 人権教育推進事業（社会人権教育指導者養成講座）

担当課 生涯学習課

基本目標 施　策　の　柱

基本目標① ライフステージに合わせた学習機会の充実 取組成果

実施手法

継続性・発展性

事　業　目　標 事　業　概　要 事業実施結果
担当課評価コメント（課題及び次

年度の方向性等を含む）

事業名 地域子ども教室

担当課 生涯学習課

基本目標 施　策　の　柱

基本目標① ライフステージに合わせた学習機会の充実 取組成果

基本目標② 新たな人材の発掘

基本目標③ 市民間交流の促進

実施手法

継続性・発展性

事　業　目　標 事　業　概　要 事業実施結果
担当課評価コメント（課題及び次

年度の方向性等を含む）

事業名 図書館運営事業（おはなし会）

担当課 生涯学習課

基本目標 施　策　の　柱

基本目標① ライフステージに合わせた学習機会の充実 取組成果

基本目標① 学習環境の整備

実施手法

継続性・発展性

３　次年度も

継続

３　十分な成果を挙げてい

る

２　手法は概ね適切である
本事業と関連のある他計画

第3次富士見市子ども読書活動推進計画

3　次年度も継続

計　画　の　位　置　付　け 担当課評価

子どもを対象に、おはなし会を行

い、図書館や本に対して親しみを持

つ機会を作る。

対象：幼児・小学生

日時：毎月

会場：中央図書館、鶴瀬西分館、ふじみ野分館

参加費：無料

内容：子どもに本や紙芝居の読み聞かせ、手遊び等を

行う。

継続年数：10年以上

事業予算額：指定管理料に含む

日時：各館の予定に合わせて水・

金・土・日に実施。

会場：各図書館・児童館等

講師：無

参加人数：(2月末実績）

おはなし会　2135人140 回

映画会　　　1059人　63 回

新型コロナウイルスの影響も落ち

着き、実施回数等も以前の状況に

戻ってきた。

一部英語を入れたおはなし会、野

外おはなし会、バリアフリー映画

会なども行われた。

個別事項評価 令和4年度の評価
継続性・

発展性

Ａ

３　次年度も

継続

２　一定の成果を挙げてい

る

１　見直しが必要である
本事業と関連のある他計画

第2次教育振興基本計画

第2期富士見市子ども・子育て支援事業計画
3　次年度も継続

計　画　の　位　置　付　け 担当課評価

放課後や週末などに子どもが安心し

て活動できる場をつくるとともに、

次世代を担う児童の健全育成を支援

する。

対象：市内在学の小学生

期間：通年

会場：各小学校、公民館等

委託事業者：各企画運営委員会

継続年数：10年以上

事業予算額：3,537,000円

対象：市内在学の小学生

参加児童数：3,730人

参加ボランティア数：1,034人

期間：通年

実施回数：51回

会場：各小学校、公民館等

委託事業者：各企画運営委員会

継続年数：10年以上

事業決算額：1,229,009円

コロナ禍であっても子どもたちに

安心安全な居場所を提供できるよ

う工夫して開催できた教室と、安

全面を鑑みて年度内の活動を休止

した教室がある。担い手の高齢

化・固定化に加え、活動ができて

いない教室のスタッフのモチベー

ションの維持が課題。

個別事項評価 令和4年度の評価
継続性・

発展性

Ｃ

３　次年度も

継続

２　一定の成果を挙げてい

る

２　手法は概ね適切である
本事業と関連のある他計画

第2次教育振興基本計画

3　次年度も継続

計　画　の　位　置　付　け 担当課評価

人間尊重の教育理念に基づき、あら

ゆる差別や偏見を許さない地域社会

づくりを目標とする。

地域や団体において積極的に働きかけのできる人材の

養成を目的とし、市内の小・中特別支援学校のPTA役

員を対象に開催

対象：PTA役員等

期間：ローテーションにより1年度6校で実施

継続年数：10年以上

①日時：8月23日

会場：水谷小学校

テーマ：『人権感覚の育成』

講師：人権教育主任　金子　由香利氏

参加人数：40人

②日時：11月22日

会場：富士見台中学校

テーマ：『思春期における心と体の多様性を学

ぶ』

講師：助産師　埼玉県青少年教育指導者　桜井

裕子氏

参加人数：200人程度

③日時：1月19日

会場：針ケ谷小学校

テーマ：『化学物質過敏症についての理解

/LGBT』

子どもたちへの人権感覚を育成

し、啓発していくためにも、保護

者・教員をはじめ指導者側になる

べき立場の人たちへの人権問題に

対する啓発は有効と考える。

引き続き、人権教育を担う立場の

保護者・教員のために実施してい

く。

個別事項評価 令和4年度の評価
継続性・

発展性

Ｂ
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事　業　目　標 事　業　概　要 事業実施結果
担当課評価コメント（課題及び次

年度の方向性等を含む）

事業名 図書館運営事業（富士見市子ども読書コンクール）

担当課 生涯学習課

基本目標 施　策　の　柱

基本目標① ライフステージに合わせた学習機会の充実 取組成果

基本目標① 学習環境の整備

実施手法

継続性・発展性

事　業　目　標 事　業　概　要 事業実施結果
担当課評価コメント（課題及び次

年度の方向性等を含む）

事業名 図書館運営事業（子ども司書講座）

担当課 生涯学習課

基本目標 施　策　の　柱

基本目標① ライフステージに合わせた学習機会の充実 取組成果

基本目標① 学習環境の整備

実施手法

継続性・発展性

事　業　目　標 事　業　概　要 事業実施結果
担当課評価コメント（課題及び次

年度の方向性等を含む）

事業名 図書館運営事業（読み聞かせ講座）

担当課 生涯学習課

基本目標 施　策　の　柱

基本目標① ライフステージに合わせた学習機会の充実 取組成果

基本目標① 学習環境の整備

実施手法

継続性・発展性

―

未実施

―
本事業と関連のある他計画

第3次富士見市子ども読書活動推進計画

3　次年度も継続

計　画　の　位　置　付　け 担当課評価

読み聞かせの技術向上のための講座

を開催し、読み聞かせボランティア

の育成に努める。

対象：読み聞かせに興味がある方

日時：年に１回

会場：図書館

参加費：無料

内容：読み聞かせの際の注意点や本の選び方等のを学

ぶ。

継続年数：　5～9年

事業予算額：指定管理料に含む

未実施

読み聞かせの安定的な実施のため

には、ボランティアの新規育成は

必須と思われる。来年度以降は実

施していく必要有り。

個別事項評価 令和4年度の評価
継続性・

発展性

未実施

３　次年度も

継続

３　十分な成果を挙げてい

る

３　実施手法は適切で見直

しの必要はない本事業と関連のある他計画

第3次富士見市子ども読書活動推進計画

3　次年度も継続

計　画　の　位　置　付　け 担当課評価

図書館の仕事を体験しながら学び、

図書館や本の楽しさを周囲にも伝え

ていけるような子ども達を育成して

いく。

対象：小学生

日時：夏休み

会場：中央図書館

参加費：無料

内容：図書館の仕事体験および図書の分類等について

の学習する。

継続年数：　5～9年

事業予算額：指定管理料に含む

日時：8月3日～5日

(3日間連続講座）

会場：中央図書館

講師：図書館職員

対象：市内在住小学4年生～6年生

参加人数：6人

新型コロナウイルスの影響で３年

ぶりの開催となったが、参加した

子どもたちも楽しんで参加し、継

続して実施していくことの必要性

を改めて感じた。

個別事項評価 令和4年度の評価
継続性・

発展性

Ａ

３　次年度も

継続

３　十分な成果を挙げてい

る

３　実施手法は適切で見直

しの必要はない本事業と関連のある他計画

第3次富士見市子ども読書活動推進計画

3　次年度も継続

計　画　の　位　置　付　け 担当課評価

小学生・中学生を対象に、自分で読

んだ本を短い文章（POP)で人に紹

介することにより、読解力や文書力

が育つ。小学生・中学生が読書の楽

しさを広げていく機会を作る。

対象：小学生・中学生

日時：11月（図書館まつり）

会場：中央図書館

参加費：無料

内容：本を短い言葉や絵で紹介するPOPを募集し、優

秀作品の表彰および作品展示を行う。

継続年数：　5～9年

事業予算額：指定管理料に含む

日時：11月13日に表彰式実施。

会場：中央図書館

講師：無

応募作品数：264点

全小学校・中学校からの応募有り

通常の教育長賞、図書館長賞、審

査員特別賞、あいあい賞の他、富

士見市５０周年特別賞有り

個別事項評価 令和4年度の評価
継続性・

発展性

Ａ
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事　業　目　標 事　業　概　要 事業実施結果
担当課評価コメント（課題及び次

年度の方向性等を含む）

事業名 図書館運営事業（図書館職員のおすすめ本）

担当課 生涯学習課

基本目標 施　策　の　柱

基本目標① ライフステージに合わせた学習機会の充実 取組成果

基本目標① 学習環境の整備

実施手法

継続性・発展性

事　業　目　標 事　業　概　要 事業実施結果
担当課評価コメント（課題及び次

年度の方向性等を含む）

事業名 文化財保存団体連絡協議会への支援

担当課 生涯学習課

基本目標 施　策　の　柱

基本目標② 地域資源を活かした生涯学習の提供 取組成果

基本目標③ 市民間交流の促進

実施手法

継続性・発展性

事　業　目　標 事　業　概　要 事業実施結果
担当課評価コメント（課題及び次

年度の方向性等を含む）

事業名 ほるたま展

担当課 生涯学習課

基本目標 施　策　の　柱

基本目標② 地域資源を活かした生涯学習の提供 取組成果

基本目標③ 市民間交流の促進

実施手法

継続性・発展性

３　次年度も

継続

２　一定の成果を挙げてい

る

２　手法は概ね適切である
本事業と関連のある他計画

ー

3　次年度も継続

計　画　の　位　置　付　け 担当課評価

大型商業施設（ららぽーと富士見）

における文化財展示を開催し、市の

埋蔵文化財を通して、歴史を市民に

広く紹介する。

対象：市民

日時：10～11月の土日を含む数日間

会場：ららぽーと富士見

内容：公益財団法人埼玉県埋蔵文化財調査事業団との

共催という形で、展示事業を実施。その中で富士見市

のブースを設け、市内の埋蔵文化財について展示解説

を実施。

継続年数：５～10年

事業予算額：０円

事業名：ほるたま展2022

開催日：10月８日～９日

見学者：4,009人

コロナ禍の影響で、事業を縮小し

た。

コロナ禍により事業縮小の中の実

施であったが、市民・県民の多く

の方々に埋蔵文化財の周知するこ

とができた。

個別事項評価 令和4年度の評価
継続性・

発展性

Ｂ

３　次年度も

継続

２　一定の成果を挙げてい

る

２　手法は概ね適切である
本事業と関連のある他計画

ー

3　次年度も継続

計　画　の　位　置　付　け 担当課評価

市指定文化財であるお囃子や獅子舞

などの民俗芸能を保存・継承する団

体で構成する文化財保存団体連絡協

議会への補助金の交付や活動の支援

を行い、市民へ周知するとともに、

後世へ守り伝えていく。

市指定文化財であるお囃子や獅子舞などの民俗芸能を

保存・継承する団体で構成する文化財保存団体連絡協

議会への補助金の交付や活動の支援を行い、市民へ周

知するとともに、後世へ守り伝えていく。

対象：文化財保存団体加盟７団体

継続年数：10年以上

事業予算額：200,000円（補助金交付額）

確定額：（未定）

補助金経費として、後継者育成の

ための練習物品の購入などを実施

した。

年々後継者が少なくなってきてお

り、若い人が関心を持てるような

取り組みが必要となっている。

個別事項評価 令和4年度の評価
継続性・

発展性

Ｂ

３　次年度も

継続

３　十分な成果を挙げてい

る

３　実施手法は適切で見直

しの必要はない本事業と関連のある他計画

ー

3　次年度も継続

計　画　の　位　置　付　け 担当課評価

利用者が本を選ぶ手助けと読書の幅

を広げる機会を作る。

対象：利用者全体

日時：テーマ展示は毎月、福袋は年に１回

会場：中央図書館、鶴瀬西分館、ふじみ野分館

内容：お正月の時期の本の福袋の他、本のテーマ展示

を行う。

継続年数：　5～9年

事業予算額：指定管理料に含む

日時：毎月実施。新年の福袋も実

施。

会場：中央図書館、鶴瀬西分館、

ふじみ野分館

単に本を展示するだけではなく、

テーマに合わせた飾りつけを行

い、貸出意欲の増加につながっ

た。

個別事項評価 令和4年度の評価
継続性・

発展性

Ａ
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事　業　目　標 事　業　概　要 事業実施結果
担当課評価コメント（課題及び次

年度の方向性等を含む）

事業名 子育てサロン　

担当課 鶴瀬公民館

基本目標 施　策　の　柱

基本目標① ライフステージに合わせた学習機会の充実 取組成果

実施手法

継続性・発展性

事　業　目　標 事　業　概　要 事業実施結果
担当課評価コメント（課題及び次

年度の方向性等を含む）

事業名 おかあさんのステップアップ講座

担当課 鶴瀬公民館

基本目標 施　策　の　柱

基本目標① ライフステージに合わせた学習機会の充実 取組成果

実施手法

継続性・発展性

事　業　目　標 事　業　概　要 事業実施結果
担当課評価コメント（課題及び次

年度の方向性等を含む）

事業名 子育てコーチング講座

担当課 鶴瀬公民館

基本目標 施　策　の　柱

基本目標① ライフステージに合わせた学習機会の充実 取組成果

実施手法

継続性・発展性

３　次年度も

継続

３　十分な成果を挙げてい

る

３　実施手法は適切で見直

しの必要はない本事業と関連のある他計画

第2次富士見市教育振興基本計画

3　次年度も継続

計　画　の　位　置　付　け 担当課評価

親子のコミュニケーションスキル向

上と、成長とともに変化する子育て

の悩みなどを出し合い解決する学習

機会として開催

対象：幼児から小学生の保護者

日時：９月　2回

　　　午前１０時～正午

会場：鶴瀬公民館

参加費：なし

募集人数：各回１５人程度

　　　（保育１０人程度）

継続年数：10年以上

事業予算額：39,800円

９月２２日「ママの元気に効く

コーチング」参加人数２１人

９月２９日「子どもの心の成長

に効くコーチング」参加人数２８

人  講師　斉藤智子氏

コーチングスキル学んで簡単な

体験もでき効果も実感できたと

思われる。

個別事項評価 令和4年度の評価
継続性・

発展性

Ａ

３　次年度も

継続

３　十分な成果を挙げてい

る

３　実施手法は適切で見直

しの必要はない本事業と関連のある他計画

第2次富士見市教育振興基本計画

3　次年度も継続

計　画　の　位　置　付　け 担当課評価

乳幼児を持つ親育ちの機会として、

様々な子育てに関する学習の場とし

て開催する。

対象：乳幼児の保護者

期間：5月から３月

回数：6回

会場：鶴瀬公民館

募集人数：各回１０人程度

　　　　　保育付きあり

継続年数：10年以上

予算額：69,500円

６月１７日「ママにオススメ簡単

耳ツボマッサージ」講師市民人材

バンク内山奈津子氏７月１５日

「親子で楽しむリズム遊び」講師

大澤愛氏９月９日「簡単おやつ作

り」講師市管理栄養士１０月２１

日「子どもの成長にあった言葉か

け」市保育士１０月２８日「子育

て世代のマネー講座」講師埼玉県

金融広報アドバイザー岡本藤栄氏

１１月１１日「ベビーダンス」講

師市民人材バンク大山かおる氏

子育てに関する様々な学習の

機会を提供できた。また、市民

人材バンク講師による講座も

開催できた。親子で参加できる

講座のニーズが増えている。

個別事項評価 令和4年度の評価
継続性・

発展性

Ａ

３　次年度も

継続

３　十分な成果を挙げてい

る

２　手法は概ね適切である
本事業と関連のある他計画

第2次富士見市教育振興基本計画

3　次年度も継続

計　画　の　位　置　付　け 担当課評価

乳幼児を持つ親が子どもと一緒に気

軽に集い、子育ての孤立感を解消

し、仲間づくりや情報交換ができる

居場所づくりを目的とし、また子ど

もと離れて落ち着いた環境で子育て

の不安や悩みを話し合うことができ

る機会も提供する。

[親子はーとふるＴｉｍｅ]

対象：乳幼児と保護者　日時：毎週金曜日　午前10時

半から１１時４５分 定員親子８組程度

[おかあさんのほっとＴｉｍｅ]保育付き

対象：乳幼児の保護者　期間：4月から3月　年6回

午前10時半から12時　募集：6人（保育も同じ）

[げんきっこＴｉｍｅ]

対象：幼児と保護者　日時：月1回程度　水曜日　１

０時半から11時半　定員：親子6組　参加費：なし

継続年数：10年以上

予算額：79,400円

親子はーとふるＴｉｍｅ　３月３

１日で25回実施予定

参加延べ人数401人

おかあさんのほっとＴｉｍｅ

７回実施　参加延べ人数80人

げんきっこＴｉｍｅ　１１回実施

参加延べ人数８２人　指導小林礼

子氏

親子の集いの場として定着し、

仲間づくりや情報交換が出来

ている。また子育ての不安や

悩みを軽減できる機会となってい

る。育休中の参加者が増えニーズ

が変化しつつあると思われる。

個別事項評価 令和4年度の評価
継続性・

発展性

Ａ
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事　業　目　標 事　業　概　要 事業実施結果
担当課評価コメント（課題及び次

年度の方向性等を含む）

事業名 高齢者サロン

担当課 鶴瀬公民館

基本目標 施　策　の　柱

基本目標① ライフステージに合わせた学習機会の充実 取組成果

基本目標③ 生涯学習を通じたまちづくりの推進

実施手法

継続性・発展性

事　業　目　標 事　業　概　要 事業実施結果
担当課評価コメント（課題及び次

年度の方向性等を含む）

事業名 介護予防事業

担当課 鶴瀬公民館

基本目標 施　策　の　柱

基本目標① ライフステージに合わせた学習機会の充実 取組成果

実施手法

継続性・発展性

事　業　目　標 事　業　概　要 事業実施結果
担当課評価コメント（課題及び次

年度の方向性等を含む）

事業名 小学生体験教室

担当課 鶴瀬公民館

基本目標 施　策　の　柱

基本目標① ライフステージに合わせた学習機会の充実 取組成果

実施手法

継続性・発展性

３　次年度も

継続

３　十分な成果を挙げてい

る

３　実施手法は適切で見直

しの必要はない本事業と関連のある他計画

第2次富士見市教育振興基本計画

3　次年度も継続

計　画　の　位　置　付　け 担当課評価

地域の小学生が、体験教室を通じ

て、学び合いから交流の輪を広げる

機会とする

対象：市内小学生

日時：７月～8月（夏休み中）

会場：鶴瀬公民館

参加費：100円～300円程度

夏休みの工作作りを実施。

募集人数：10～20人程度

継続年数：10年以上

事業予算額：10,000円

①植物画に挑戦　7月22日（金）

10人参加　講師　植物画同好会②

木の枝で作るフォトスタンド　8

月4日（木）７人参加

①今年度、初企画の植物画は触れ

る機会が少ないボタニカルアート

の画法を学んだだけでなく、世代

を超えて地域の市民同士が交流で

きる、よい機会となった。②定番

のフォトスタンド作りも好評で、

熱心に材料選びから製作まで取り

組んでいた。

個別事項評価 令和4年度の評価
継続性・

発展性

Ａ

３　次年度も

継続

３　十分な成果を挙げてい

る

３　実施手法は適切で見直

しの必要はない本事業と関連のある他計画

第2次富士見市教育振興基本計画

3　次年度も継続

計　画　の　位　置　付　け 担当課評価

介護予防施設「いきいき活動室」の

常設事業として、リハビリグループ

の自主活動支援を行う。

【つるの会】

日時:毎週火曜日

午前10時00分～12時00分

会場：鶴瀬公民館

対象：高齢者

募集人数：20名程度

継続年数：　10年以上

事業予算額：　　0円

つるの会実施回数33回参加延べ人

数295人

リハビリグループによる自主活動

（フレイル予防）に対し、場所の

提供だけでなく公民館が出来る支

援も推進していく必要がある。

個別事項評価 令和4年度の評価
継続性・

発展性

Ａ

３　次年度も

継続

３　十分な成果を挙げてい

る

３　実施手法は適切で見直

しの必要はない本事業と関連のある他計画

第2次富士見市教育振興基本計画

3　次年度も継続

計　画　の　位　置　付　け 担当課評価

保健と福祉、社会教育が連携し、住

民の参加を得ながら「健康づくり、

地域づくり」を目指して介護予防を

推進する。介護予防施設「いきいき

活動室」の常設事業として、サロン

型事業（３つのサロンの定着）を開

設する。

【ひだまりほっとたいむ】

日時：第１～第３木曜日　午後1時30分～3時30分　参加

費：月100円

【うたごえサロン】

日時;第１～第４火曜日　午後1時30分～3時30分　参加

費：月100円

【おしゃべりサロン】

日時：毎週水曜日　午後1時30分~3時30分　参加費:なし

対象：高齢者　会場：鶴瀬公民館

募集人数：20名程度

継続年数：　10年以上

事業予算額：　　0円

ひだまりほっとたいむ実施回数30

回参加延べ人数568人

うたごえサロン実施回数32回参加

延べ人数482人

おしゃべりサロン実施回数42回参

加延べ人数190人
サポーターの高齢化により人数の

減がみられる。サポーターの発掘

が喫緊の課題となっている。

個別事項評価 令和4年度の評価
継続性・

発展性

Ａ
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事　業　目　標 事　業　概　要 事業実施結果
担当課評価コメント（課題及び次

年度の方向性等を含む）

事業名 健康スマイル講座（市民生活講座）

担当課 鶴瀬公民館

基本目標 施　策　の　柱

基本目標① ライフステージに合わせた学習機会の充実 取組成果

基本目標③ 生涯学習を通じたまちづくりの推進

実施手法

継続性・発展性

事　業　目　標 事　業　概　要 事業実施結果
担当課評価コメント（課題及び次

年度の方向性等を含む）

事業名 つるせ公民館まつり

担当課 鶴瀬公民館

基本目標 施　策　の　柱

基本目標③ 学習成果の発表機会の充実 取組成果

実施手法

継続性・発展性

事　業　目　標 事　業　概　要 事業実施結果
担当課評価コメント（課題及び次

年度の方向性等を含む）

事業名 げんもりかん

担当課 鶴瀬公民館

基本目標 施　策　の　柱

基本目標① 市民との協働による事業の充実 取組成果

実施手法

継続性・発展性

３　次年度も

継続

２　一定の成果を挙げてい

る

２　手法は概ね適切である
本事業と関連のある他計画

第2次富士見市教育振興基本計画

3　次年度も継続

計　画　の　位　置　付　け 担当課評価

市民団体との協働による芸術・文化

活動の普及を目的とし、主に映画の

上映を行う。年間２回の開催。

対象：市民

日時：10月29日

会場：鶴瀬コミュニティセンターホール

内容：映画会を年1回開催

参加費：前売り800円・当日1,000円

募集人数：1日3回上映、各回120名

継続年数：10年以上

事業予算額：0円

日時：10月29日（日）

会場：鶴瀬コミュニティセンター

ホール

上映作品：「タクシー運転手～約

束は海を越えて～」

入場者①10:00～85名　②14:00～

72名　③18:00～32名　計189名

昨年度同様、新型コロナウイルス

の感染状況から、例年2回の開催

が1回となった。ただ、入場者は

昨年88名だったのが、今回は189

名となり大幅に増えた。やはりテ

レビやネットで映画を鑑賞するよ

りも、大勢の方と一緒に大画面で

鑑賞することを楽しみにしている

ことが窺えた。今後も引き続き、

地域の方々が喜んでもらえるよう

な作品を選定して上映できるよう

活動していきたい。またコロナ前

個別事項評価 令和4年度の評価
継続性・

発展性

Ｂ

３　次年度も

継続

２　一定の成果を挙げてい

る

２　手法は概ね適切である
本事業と関連のある他計画

第2次富士見市教育振興基本計画

3　次年度も継続

計　画　の　位　置　付　け 担当課評価

 学習・文化・スポーツ等の公民館活

動の日頃の成果を確かめ合い、互い

の交流を深めるとともに、公民館活

動の地域への一層の広がりと地域住

民の幅広い参加・交流のために開催

する。 新型コロナウィルス感染対策

のため、規模を縮小し、黙食会場を

設けて開催。

対象：公民館利用者

日時：5月21日（土）、22日（日）

会場：鶴瀬公民館

公民館利用団体の発表の場として年１回開催。舞台発

表、展示、模擬店などを実施。

継続年数：10年以上

事業予算額：0円

コロナ禍で２年ぶりの開催となっ

た。いきいき活動室を黙食会場と

し、手指消毒、飛沫防止板で席を

区切り対面とならないような工夫

をした上で、なおかつ模擬店での

提供品も調理を必要としないもの

に限定し、飲食可能とした。参加

団体はコロナ禍以前には至らない

ものの、多くの舞台発表があっ

た。久しぶりの開催でサークル・

団体間の交流を深める事ができ

た。

コロナ禍の開催で参加団体も舞台

発表１５団体・展示４団体と、以

前より少なめではありましたが、

次年度へつなげる為の開催意義は

あった。模擬店出店が少なかった

為、子供たちの参加も減少傾向と

なり、今後の課題となった。コロ

ナが一段落すればまた以前のよう

に参加事業団体も増え、子供たち

にも喜んでもらえる「公民館まつ

り」になると思う。

個別事項評価 令和4年度の評価
継続性・

発展性

Ｂ

３　次年度も

継続

３　十分な成果を挙げてい

る

３　実施手法は適切で見直

しの必要はない本事業と関連のある他計画

第2次富士見市教育振興基本計画

3　次年度も継続

計　画　の　位　置　付　け 担当課評価

地域資源や、地域の人が持っている

能力を、講座を通して広く共有する

ことにより、生きがいや健康づくり

に寄与することを目的に開催する。

対象：市内在住の方

日時：通年（月1回）

午前１０時～正午

会場：鶴瀬公民館

参加費：なし

イムス富士見と連携をし、健康講座を月1回実施。

募集人数：15名程度

継続年数：　　6年

事業予算額：　　0円

6/23「夏バテ予防と食事につい

て」管理栄養士　11名　7/28

「家でできる簡単な運動」作業療

法士　7名　8/24「動脈と静脈の

お話」医師　18名　10/27　「 家

でできる簡単な運動とウォーキン

グ」理学療法士　１0名　11/24

「 薬についての知識」薬剤師　16

名　1/26　「低栄養について」管

理栄養士　14名

健康スマイル講座について、昨年

度から引き続き、定員を設け、消

毒・検温等感染対策を行った上で

実施した。キャンセル待ちが出る

ほど人気の講座もあり、市民から

のニーズを強く感じている。定期

的に行えたことで参加者も定着し

てきている。今後もアンケートを

取りながら、市民が聞きたい内容

の講座を行っていきたい。

個別事項評価 令和4年度の評価
継続性・

発展性

Ａ

29 / 56 ページ



事　業　目　標 事　業　概　要 事業実施結果
担当課評価コメント（課題及び次

年度の方向性等を含む）

事業名 富士見市子どもフェスティバル

担当課 鶴瀬公民館

基本目標 施　策　の　柱

基本目標① 市民との協働による事業の充実 取組成果

実施手法

継続性・発展性

事　業　目　標 事　業　概　要 事業実施結果
担当課評価コメント（課題及び次

年度の方向性等を含む）

事業名 富士見市民大学

担当課 鶴瀬公民館

基本目標 施　策　の　柱

基本目標① ライフステージに合わせた学習機会の充実 取組成果

実施手法

継続性・発展性

事　業　目　標 事　業　概　要 事業実施結果
担当課評価コメント（課題及び次

年度の方向性等を含む）

事業名 ピースフェスティバル

担当課 鶴瀬公民館

基本目標 施　策　の　柱

基本目標① ライフステージに合わせた学習機会の充実 取組成果

実施手法

継続性・発展性

３　次年度も

継続

２　一定の成果を挙げてい

る

２　手法は概ね適切である
本事業と関連のある他計画

第2次富士見市教育振興基本計画

3　次年度も継続

計　画　の　位　置　付　け 担当課評価

１９８４年６月富士見市議会におい

て「富士見市非核平和都市宣言が全

会一致で決議された。これを受けて

１９８７年に、富士見市として非核

平和都市宣言を行い、この理念を多

くの市民に広げる目的で記念事業と

して、ピースフェスティバルの開催

をはじめとした平和・憲法啓発事業

を実施する。

日時：7月上旬～8月

会場：鶴瀬公民館

内容：市民平和祈念のつどい、舞台発表、市民構成

劇、展示、模擬店、フリーマーケットなど

継続年数：10年以上

予算額：510,000円

 その１：7月30日～7月31日　展

示コーナー・ピースステージ・模

擬店（鶴瀬公民館・コミセン）

その２：8月3日～14日　市民平和

作品展（市立中央図書館展示ホー

ル）　その３：8月5日～31日　小

学6年生によるピースカード展示

（市内公共施設7館）　その４：8

月15日　平和の鐘を鳴らそう

参加人数合計2,578名

今年度もコロナ対策で分散・縮小

開催としたが、昨年度よりは取組

みを増やし、参加人数も増やすこ

とができた。ふだん公民館を利用

している団体や若年層が参加でき

る内容を検討し、より幅広い層の

市民が当事業に関心をもてるよう

にする。また、企画・運営側の実

行委員の増員も課題である。

個別事項評価 令和4年度の評価
継続性・

発展性

Ｂ

３　次年度も

継続

３　十分な成果を挙げてい

る

３　実施手法は適切で見直

しの必要はない本事業と関連のある他計画

第2次富士見市教育振興基本計画

3　次年度も継続

計　画　の　位　置　付　け 担当課評価

　市民自らが考え、参画し、自己創

造していく市民大学を目指してい

る。富士見市民大学は、2006年から

市民大学推進市民の会（2008年ＮＰ

Ｏ法人富士見市民大学）が事業委

託、2016年から補助金を受けて鶴瀬

公民館との協働により運営。

対象：市内在住の方

期間：６月～２月

会場：鶴瀬公民館等市内公共施設

参加費：300円～800円（運営費・保険料）

文学講座・文章実作教室・国際社会学・社会保障学・

富士見の歴史・行政と市民生活・ふじみ自然塾・市民

サロン塾・親子で自然教室等、毎年様々な講座を開催

継続年数：10年以上

事業予算額：1,100,000円

9講座と公開講演会を開講した。

昨年度から引き続き、定員を設け

ての実施であったが、6講座で定

員を超える応募があった。また、

出席率70％を超える連続講座が4

つあり、市民の要望が高かったこ

とが窺えた。

全体としては参加者にも好評であ

り、盛況であるが、運営側の理事

及びスタッフが高齢化しており、

準備等の人員も不足している。運

営側の増員が課題である。

個別事項評価 令和4年度の評価
継続性・

発展性

Ａ

３　次年度も

継続

２　一定の成果を挙げてい

る

２　手法は概ね適切である
本事業と関連のある他計画

第2次富士見市教育振興基本計画

3　次年度も継続

計　画　の　位　置　付　け 担当課評価

富士見市の子どもたちの健全な成長を

願い、富士見市における青少年活動の

集大成の場として、子どもたちに「ふる

さと富士見」と呼べる文化を伝える機

会として開催する。富士見市全域の子ど

もたちが一堂に会し、遊びの体験や子

どもが主役のステージ発表、模擬店な

どでのふれあいを通して、思い出づくり

や意識を育む場とする。今年は 新型コ

ロナウィルス感染対策のため、規模を

縮小したうえで事前申込：入れ替え制と

する。

日時：６月26日（日）

午前10時～午後3時まで

会場：市民総合体育館内

内容：子どもステージ、アトラクション、ポスター展

示など

継続年数：　10年以上

事業予算額：2,567,000円

日時：６月26日（日）

午前10時～午後3時まで

会場：市民総合体育館内

内容：子どもステージ、アトラク

ション、ポスター展示など

参加人数：938人

事業決算額：926,865円

子どもたちが遊びなどの体験を通

して、地域の子どもや大人たちと

交流を深めることができた。コロ

ナ禍のため縮小開催だったが、久

しぶりの発表の場で子どもたちの

笑顔が見られた。学生ボランティ

アは募集しなかったが、ステージ

の司会を富士見高校生ボランティ

アに依頼し、活躍してくれた。今

後は、コロナ前の状態で開催でき

るように検討する。

個別事項評価 令和4年度の評価
継続性・

発展性

Ｂ
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事　業　目　標 事　業　概　要 事業実施結果
担当課評価コメント（課題及び次

年度の方向性等を含む）

事業名 戦争体験を語る市民派遣事業

担当課 鶴瀬公民館

基本目標 施　策　の　柱

基本目標② 地域の人材を活かした学習機会の提供 取組成果

実施手法

継続性・発展性

事　業　目　標 事　業　概　要 事業実施結果
担当課評価コメント（課題及び次

年度の方向性等を含む）

事業名 ふじみ青年学級

担当課 鶴瀬公民館

基本目標 施　策　の　柱

基本目標① ライフステージに合わせた学習機会の充実 取組成果

実施手法

継続性・発展性

事　業　目　標 事　業　概　要 事業実施結果
担当課評価コメント（課題及び次

年度の方向性等を含む）

事業名 鶴瀬学級

担当課 鶴瀬公民館

基本目標 施　策　の　柱

基本目標① ライフステージに合わせた学習機会の充実 取組成果

基本目標③ 生涯学習を通じたまちづくりの推進

実施手法

継続性・発展性

３　次年度も

継続

２　一定の成果を挙げてい

る

２　手法は概ね適切である
本事業と関連のある他計画

第2次富士見市教育振興基本計画

3　次年度も継続

計　画　の　位　置　付　け 担当課評価

地域に住む60歳以上の方を対象に、

学習機会を提供する。教養講座、趣

味クラブを通じて時代に適応できる

知識を高めるとともに、親睦を図る

ことを目的とする。

対象：鶴瀬公民館区に在住の60歳以上の方

日時：５月～３月

会場：鶴瀬公民館・鶴瀬コミュニティセンターホール

内容：教養講座（年6回）、趣味活動（年15回）

会費：年2,000円

募集人数：266人

継続年数：10年以上

事業予算額：70,000円

日時：５月～３月

会場：鶴瀬公民館・鶴瀬コミュニ

ティセンターホール

学級生：147名

内容：教養講座（年6回）、趣味

活動（年14回）、社会見学、文化

祭

昨年度は中止だった料理クラブ、

社会見学、文化祭を新型コロナウ

イルス感染防止対策を徹底して、

復活させることができた。また、

コーラスクラブの講師の退任に伴

い、新たな講師を発掘できた。

引き続きコロナ禍により昨年度よ

りも学級生が減少した。よりいっ

そうのPRと、新しいクラブの創設

も検討したい。

個別事項評価 令和4年度の評価
継続性・

発展性

Ｂ

３　次年度も

継続

２　一定の成果を挙げてい

る

２　手法は概ね適切である
本事業と関連のある他計画

第2次富士見市教育振興基本計画

3　次年度も継続

計　画　の　位　置　付　け 担当課評価

知的障がい等をもつ15歳以上の市民

を対象に、学習・音楽・文化・ス

ポーツ活動を支援し日常生活をより

豊かにしていくと共に、なかま同士

の関わりと地域交流を深める。

対象：知的障がい等をもつ15歳以上の市民

期間：５月～3月

会場：鶴瀬公民館ほか

参加費：無料　食材費等の負担は有り

継続年数：10年以上

事業予算額：313,000円

実施月日

5月8日（開級式＆音楽クラブ）参

加人数27人

5月22日（公民館まつり）

参加人数22人

6月12日（工作：七夕飾り）

参加人数20名

11月6日（野菜の収穫・音楽クラ

ブ）参加人数19人

令和4年度はコロナ禍の中、4回開

催出来た。学級生やボランティア

スタッフの増員が課題となってい

るが、特別支援学校や福祉作業所

などと連携を深めていく必要があ

る。

個別事項評価 令和4年度の評価
継続性・

発展性

Ｂ

３　次年度も

継続

３　十分な成果を挙げてい

る

３　実施手法は適切で見直

しの必要はない本事業と関連のある他計画

第2次富士見市教育振興基本計画

3　次年度も継続

計　画　の　位　置　付　け 担当課評価

富士見市教育行政方針に基づいて取

り組んでいる。学校と社会教育の連

携事業の一環として、社会科などの

授業の中で小学６年生が市民による

戦争体験を聞き、命を尊ぶ平和学習

の機会をつくる。

対象：市内小学校６年生

期間：９月～１月

会場：市内各小学校

協力：各公民館、鶴瀬西交流センター

戦争体験を語る話者を各小学校に派遣する。授業１時

間分を使って実施。

その際、ビデオ撮影をし、２名の体験談をDVD記録

化。

継続年数：　10年以上

事業予算額：84,000円

実施校：3校（うち2校はDVD視聴

での実施）　参加人数：143人

派遣話者：２人

45分間という短い時間ではある

が、子どもたちは、話者の話を真

剣に聞き、質問も積極的にしてい

た。子どもたちが今の生活の尊さ

や平和について考える学習の機会

とすることができた。戦後７７年

が経ち、戦争実体験をお話いただ

ける方が減少しているため、話者

の発掘や記録化が課題。ＤＶＤの

活用を進めていく工夫なども必要

である。

個別事項評価 令和4年度の評価
継続性・

発展性

Ａ
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事　業　目　標 事　業　概　要 事業実施結果
担当課評価コメント（課題及び次

年度の方向性等を含む）

事業名 富士見市地域・自治シンポジウム

担当課 鶴瀬公民館

基本目標 施　策　の　柱

基本目標② 地域の人材を活かした学習機会の提供 取組成果

実施手法

継続性・発展性

事　業　目　標 事　業　概　要 事業実施結果
担当課評価コメント（課題及び次

年度の方向性等を含む）

事業名 鶴瀬公民館だより発行事業

担当課 鶴瀬公民館

基本目標 施　策　の　柱

取組成果

実施手法

継続性・発展性

事　業　目　標 事　業　概　要 事業実施結果
担当課評価コメント（課題及び次

年度の方向性等を含む）

事業名 公民館運営審議会

担当課 鶴瀬公民館

基本目標 施　策　の　柱

基本目標① 市民との協働による事業の充実 取組成果

基本目標① 推進体制の充実

基本目標② 新たな人材の発掘

基本目標③ 市民間交流の促進 実施手法

継続性・発展性

３　次年度も

継続

２　一定の成果を挙げてい

る

２　手法は概ね適切である
本事業と関連のある他計画

第2次富士見市教育振興基本計画

3　次年度も継続

計　画　の　位　置　付　け 担当課評価

公民館の管理・運営・事業推進など

を審議する。また、公民館事業に積

極的に参加することで、実際の取り

組み状況を把握し、さらに活性化を

図る。

対象：各公民館利用団体や各種地域団体から選出され

た16人の委員により、概ね年4回の審議会及び鶴瀬地

区の審議会を概ね年4回開催。

継続年数：10年以上

事業予算額：384,000円

第１回：６月２９日（水）水谷東公民館、内容

①「コロナ禍における新しい生活様式の中での

施設の在り方」について報告、②令和３年度

「富士見の公民館」について、③各館の本年度

の事業概要について

第２回：７月１９日（火）南畑公民館、内容①

委嘱状交付式②自己紹介③議長選出

第３回：１０月１２日（水）鶴瀬公民館、内容

①公運審会議について来年度に向けて②wi-fi導

入後の事業提案について

第４回：２月１６(木)　水谷公民館　内容①令

和５年度の公民館運営審議会において協議する

テーマ(案)について

事業決算額：315,000円

公民館活動の充実は市民の日常活

動の活性化・充実につながる。そ

のためには、市4館が活動や運営

について情報を交換・共有し学び

あうことで課題に取り組み、事業

の充実に繋げることが重要であ

る。そのために、公民館運営審議

会のさらなる充実は必須である。

個別事項評価 令和4年度の評価
継続性・

発展性

Ｂ

３　次年度も

継続

２　一定の成果を挙げてい

る

２　手法は概ね適切である
本事業と関連のある他計画

第2次富士見市教育振興基本計画

3　次年度も継続

計　画　の　位　置　付　け 担当課評価

市民による編集委員の視点で、地域

の課題や話題を取り上げ、地域に目

を向けるきっかけを提供する。また

公民館活動の情報などを市民に提供

する。読者が楽しめる特集を組む。

A３版両面印刷、鶴瀬公民館区内の世帯・関係機関に

年10回配布（約19,500部）。

編集会議を月1回開催。

1面：わがまち点描、公民館施設利用案内等

2・3面：特集

4面：公民館事業案内、編集委員雑感

継続年数：10年以上

事業予算額：695,000円

鶴瀬公民館区内の世帯・関係施設

等に年10回配布（約19,500部）。

編集会議を月1回開催。

　編集委員が今年度2名増え、編

集会議でもさらに様々な意見が活

発に出るようになった。読者から

感想もたまに寄せられ、公民館だ

よりに対する地域の方々の関心の

高さがうかがわれ、編集委員の励

みにもなっている。

より興味深い特集テーマの設定

と、時間に余裕をもった編集作業

を行いたい。

個別事項評価 令和4年度の評価
継続性・

発展性

Ｂ

３　次年度も

継続

２　一定の成果を挙げてい

る

２　手法は概ね適切である
本事業と関連のある他計画

第2次富士見市教育振興基本計画

3　次年度も継続

計　画　の　位　置　付　け 担当課評価

自ら行動し、まちの風景を変えてい

る方々をパネリストに招き、具体的

な実践事例を学ぶことにより参加者

一人一人の行動へと結びつける機会

とする。

日時：1月～２月頃

内容：事例発表、グループワークなど

会場：鶴瀬コミュニティセンターなど

参加費：無料

継続年数：10年以上

事業予算額：90,000円

実施日：2月26日（日）

会場：鶴瀬コミュニティセンター

テーマ：子どもたちにつなぐ　ま

ちづくりのバトン

登壇者：４人

参加人数：57人

事業決算額：60,000円

参加者は少なかったが、好評で

あった（アンケート結果等か

ら）。それぞれの立ち位置で「子

ども」を育む活動を続けている、

３人のパネリストの、背負い過ぎ

ない関わり方に多くの参加者が感

銘を受けたようだ。多くの人に地

域での地道な活動を知ってもらう

機会になった。 企画から関わりた

いという方も複数いた。

個別事項評価 令和4年度の評価
継続性・

発展性

Ｂ
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事　業　目　標 事　業　概　要 事業実施結果
担当課評価コメント（課題及び次

年度の方向性等を含む）

事業名 鶴瀬公民館利用者懇談会

担当課 鶴瀬公民館

基本目標 施　策　の　柱

基本目標① ライフステージに合わせた学習機会の充実 取組成果

基本目標① 市民との協働による事業の充実

基本目標② 新たな人材の発掘

基本目標③ 市民間交流の促進 実施手法

継続性・発展性

事　業　目　標 事　業　概　要 事業実施結果
担当課評価コメント（課題及び次

年度の方向性等を含む）

事業名 公民館施設維持管理事業

担当課 鶴瀬公民館

基本目標 施　策　の　柱

基本目標① 学習環境の整備 取組成果

実施手法

継続性・発展性

事　業　目　標 事　業　概　要 事業実施結果
担当課評価コメント（課題及び次

年度の方向性等を含む）

事業名 家庭教育支援事業

担当課 南畑公民館

基本目標 施　策　の　柱

基本目標① ライフステージに合わせた学習機会の充実 取組成果

基本目標③ 市民間交流の促進

実施手法

継続性・発展性

３　次年度も

継続

２　一定の成果を挙げてい

る

２　手法は概ね適切である
本事業と関連のある他計画

第2次富士見市教育振興基本計画

3　次年度も継続

計　画　の　位　置　付　け 担当課評価

同世代の子を持つ保護者が互いに学

びあい、交流の輪を広げる機会とす

る。

「家族で遊ぼう　紙ペンゲーム」開催予定

対象：小学生とその家族

日時：未定

会場：南畑公民館

講師：未定

参加費：無料未定

募集人数：未定

継続年数：5～9年

事業予算額：未定

日時：12月18日（日）

　　　午後2時～3時30分

講師：松尾信悟氏

参加人数：２家族８人

３世代で参加の家族もあり、誰も

がゲームを楽しむことができた。

募集時期に新型コロナウイルスの

感染拡大傾向にあったため申込者

が減少してしまった。

個別事項評価 令和4年度の評価
継続性・

発展性

Ｂ

３　次年度も

継続

３　十分な成果を挙げてい

る

２　手法は概ね適切である
本事業と関連のある他計画

第２次富士見市教育振興基本計画

富士見市公共施設等総合管理方針
3　次年度も継続

富士見市公共施設個別施設計画

計　画　の　位　置　付　け 担当課評価

安心・安全な施設管理を目的とし、

利用者目線での施設維持管理を図

る。

①施設維持管理に関する各種業務委託を実施。

継続年数：10年以上

事業予算額：54,486千円

安全で快適な施設提供ができてい

る。

施設も４０年を経過し建物の経年

劣化がみられる、また設備ではエ

レベータもリニューアルが必要と

なっている。

個別事項評価 令和4年度の評価
継続性・

発展性

Ａ

３　次年度も

継続

２　一定の成果を挙げてい

る

２　手法は概ね適切である
本事業と関連のある他計画

第2次富士見市教育振興基本計画

3　次年度も継続

計　画　の　位　置　付　け 担当課評価

鶴瀬公民館を利用している団体・

サークルの任意加入連携組織として

「鶴瀬公民館利用者懇談会」があ

る。その地域づくりを意識した自主

的・自立的活動を支援する。

年度初めの役員会から始まり、各種会議や自主事業・

事業協力等、様々な支援を行う。

継続年数：10年以上

事業予算額：　0円

実施日:令和４年１１月２５日（金）

（１）wi-fi整備について

（２）サークル紹介画像・動画のHP

掲載許可について「富士見市公共施設

利用団体・サークル紹介カード兼ホー

ムページへの情報掲載申込書」

（３）利用懇側からの依頼等「利用連

役員募集 」

鶴瀬公民館もホールにおいて入場

制限が緩和され定員数通常時266

名、コロナ禍120名としておりま

したが、現在240名(最前列を除く)

となり、更なる公民館利用活性化

につながる手法の一つとして、wi-

fiの利活用があり、その活用の仕

方については今後の課題となって

くる。

個別事項評価 令和4年度の評価
継続性・

発展性

Ｂ
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事　業　目　標 事　業　概　要 事業実施結果
担当課評価コメント（課題及び次

年度の方向性等を含む）

事業名 なんばた学級（高齢者学級）

担当課 南畑公民館

基本目標 施　策　の　柱

基本目標① ライフステージに合わせた学習機会の充実 取組成果

基本目標③ 生涯学習を通じたまちづくりの推進

実施手法

継続性・発展性

事　業　目　標 事　業　概　要 事業実施結果
担当課評価コメント（課題及び次

年度の方向性等を含む）

事業名 わくわく子ども体験室

担当課 南畑公民館

基本目標 施　策　の　柱

基本目標① ライフステージに合わせた学習機会の充実 取組成果

基本目標③ 市民間交流の促進

実施手法

継続性・発展性

事　業　目　標 事　業　概　要 事業実施結果
担当課評価コメント（課題及び次

年度の方向性等を含む）

事業名 子ども事業企画「怪皆亭」

担当課 南畑公民館

基本目標 施　策　の　柱

基本目標① ライフステージに合わせた学習機会の充実 取組成果

基本目標③ 市民間交流の促進

実施手法

継続性・発展性

３　次年度も

継続

２　一定の成果を挙げてい

る

２　手法は概ね適切である
本事業と関連のある他計画

第2次富士見市教育振興基本計画

3　次年度も継続

計　画　の　位　置　付　け 担当課評価

年数回の公民館でのイベントを、メ

ンバー（南畑小４～６年生の参加希

望児童）が話し合いながら実施して

いく。様々な地域事業に参加するこ

とによって、異年齢間の交流や地域

の人とのつながりを大切にし、また

スタッフの子どもたちの自主性を伸

ばす。

①「南畑あそび隊」夏まつりへの参加

②南畑地域を巡る「ナイトウォーク」開催

③「なんばた青空市場」への参加

④「アポなしサンタ」開催ほか（新型コロナウイルス

感染拡大により①は中止、③はかかしコンテスト参加

に変更）

継続年数：10年以上

事業予算額：16,000円

年間回数：８回

参加人数：24人

対象：南畑小4～6年生参加希望

事業決算額：10,000円

子どもたちの自由な発想や自主的

な発言を尊重し、イベントでも子

供たちが積極的な活動ができた。

個別事項評価 令和4年度の評価
継続性・

発展性

Ｂ

３　次年度も

継続

２　一定の成果を挙げてい

る

２　手法は概ね適切である
本事業と関連のある他計画

第2次富士見市教育振興基本計画

3　次年度も継続

計　画　の　位　置　付　け 担当課評価

子どもたちの休日を有意義なものに

するきっかけを提供するものとし、

自分で考え学ぶ心を育てる。

小学生の休日や長期休暇にあわせて工作物を中心に構

成

対象：小学生

日時：令和４年５月7日（日）6月18日（日）午前10

時から11時30分　7月26日（火）27（水）午後1時30

分から3時

会場：南畑公民館

講師：飯島紀氏・小嶋由香利氏・7月は未定

参加費：7日は200円または500円18日は200円、26・

27日は未定

募集人数：各12人

継続年数：10年以上

開催日：5月７日（土）6月18日

（土）7月27日（金）7月27日

（火）

対象：小学生

参加人数：48人

講師：飯島紀氏　　小島由香利氏

　　　栁下裕美氏　三塚好江氏

会場　南畑公民館

事業決算額：20,000円

身近な地域の方が講師となり、地

域での交流の機会にもなった。

SDGSを意識した事業内容にした

ことで関心を持つきっかけづくり

につながった。今後も長期休暇に

合わせて様々な体験の場を提供し

ていく。

個別事項評価 令和4年度の評価
継続性・

発展性

Ｂ

３　次年度も

継続

２　一定の成果を挙げてい

る

２　手法は概ね適切である
本事業と関連のある他計画

第2次富士見市教育振興基本計画

3　次年度も継続

計　画　の　位　置　付　け 担当課評価

高齢社会を迎える中で、自ら生きが

いを見つけ、活力を得るための一助

を目的とする。

地域の60歳以上を対象として、運営委員会（各老人会

等の正副会長）で年間計画を立て、月1回全体学級を

開催し、クラブ活動（9クラブ）にも取り組む。ま

た、学級だよりを年5回発行。

対象：60歳以上

日時：―

会場：南畑公民館

募集人数：―

継続年数：10年以上

事業予算額：200,000円（講師謝礼等）

＜全体学級＞

開催回数：年10回

参加者合計：492人

会場：南畑公民館

＜クラブ活動＞

クラブ数：９

開催回数：

会場：南畑公民館

事業決算額：140,000円

高齢者の大切な交流の場にもなっ

ていて全体学級やクラブ活動を楽

しみにしている参加者は多い。新

たな参加者がいないので、事業の

PRも必要である。

個別事項評価 令和4年度の評価
継続性・

発展性

Ｂ
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事　業　目　標 事　業　概　要 事業実施結果
担当課評価コメント（課題及び次

年度の方向性等を含む）

事業名 南畑地区体育祭支援

担当課 南畑公民館

基本目標 施　策　の　柱

基本目標① ライフステージに合わせた学習機会の充実 取組成果

基本目標② 新たな人材の発掘

基本目標③ 市民間交流の促進

基本目標③ 市民との協働による事業の充実 実施手法

継続性・発展性

事　業　目　標 事　業　概　要 事業実施結果
担当課評価コメント（課題及び次

年度の方向性等を含む）

事業名 南畑ふるさとまつり支援

担当課 南畑公民館

基本目標 施　策　の　柱

基本目標① ライフステージに合わせた学習機会の充実 取組成果

基本目標② 新たな人材の発掘

基本目標③ 市民間交流の促進

基本目標③ 市民との協働による事業の充実 実施手法

継続性・発展性

事　業　目　標 事　業　概　要 事業実施結果
担当課評価コメント（課題及び次

年度の方向性等を含む）

事業名 南畑公民館利用者の会活動支援

担当課 南畑公民館

基本目標 施　策　の　柱

基本目標① ライフステージに合わせた学習機会の充実 取組成果

基本目標② 新たな人材の発掘

基本目標③ 市民間交流の促進

基本目標③ 市民との協働による事業の充実 実施手法

継続性・発展性

３　次年度も

継続

３　十分な成果を挙げてい

る

２　手法は概ね適切である
本事業と関連のある他計画

第2次富士見市教育振興基本計画

3　次年度も継続

計　画　の　位　置　付　け 担当課評価

南畑公民館を利用している団体・

サークルの任意加入連携組織として

「南畑公民館利用者の会」がある。

その地域づくりを意識した自主的・

自立的活動を支援する。

年度初めの役員会から始まり、各種会議や自主事業・

事業協力等、様々な支援を行う。

継続年数：10年以上

事業予算額：　―　　円

実施期間：4月～3月

役員会、理事会、総会、グラウン

ドゴルフ大会協力、ソフトボール

大会協力、公民館大掃除、新春交

流会、文化公演会『落語を楽し

む』共催、南畑ふるさとまつり協

力

公民館利用団体や地域団体の横の

つながり・交流を促す意味で重要

な会である。

サークル間の交流や各団体活動が

活性化できるような援助や、利用

者相互の結びつきを強める援助が

必要である。

個別事項評価 令和4年度の評価
継続性・

発展性

Ａ

３　次年度も

継続

２　一定の成果を挙げてい

る

２　手法は概ね適切である
本事業と関連のある他計画

第2次富士見市教育振興基本計画

3　次年度も継続

計　画　の　位　置　付　け 担当課評価

公民館利用団体、サークル・地域団

体等の活動成果発表の場、地域住民

相互の親睦と交流の場として南畑公

民館利用者の会が主催する「南畑ふ

るさとまつり」を支援する。

1月の第1回全体会に始まり、各部会会議等、3月の当

日も含め、様々な支援を行う。

継続年数：10年以上

事業予算額：　―　　円
開催日：3月12日（日）

来場者：約1,000人

内容：舞台発表、模擬店、展示

会場　南畑公民館(館内及び駐車

場)

天候に恵まれたことや、４年ぶり

の開催という事で大勢の人でにぎ

わい、公民館利用団体、サーク

ル・地域団体等の活動成果発表の

場、地域住民相互の親睦と交流の

場となった。子ども連れの家族も

多く、三世代で楽しんでくれた。

運営委員の高齢化が進んでいる事

が課題となっている。

個別事項評価 令和4年度の評価
継続性・

発展性

Ｂ

３　次年度も

継続

未実施

本事業と関連のある他計画

第2次富士見市教育振興基本計画

3　次年度も継続

計　画　の　位　置　付　け 担当課評価

南畑地区の一大イベントであり、地

域をあげての取組みである南畑地区

体育祭を、地域の活性化と地域コ

ミュニティ構築の場として支援す

る。

夏前の調整会議に始まり、実行委員会の会議等、当日

も含め様々な支援を行う。

日時　10月9日（日）

会場　南畑小学校

継続年数：10年以上

事業予算額：　―　　円 新型コロナ感染拡大防止により中

止

個別事項評価 令和4年度の評価
継続性・

発展性

未実施
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事　業　目　標 事　業　概　要 事業実施結果
担当課評価コメント（課題及び次

年度の方向性等を含む）

事業名 南畑お月見一座支援

担当課 南畑公民館

基本目標 施　策　の　柱

基本目標① ライフステージに合わせた学習機会の充実 取組成果

基本目標② 新たな人材の発掘

基本目標③ 市民間交流の促進

基本目標③ 市民との協働による事業の充実 実施手法

継続性・発展性

事　業　目　標 事　業　概　要 事業実施結果
担当課評価コメント（課題及び次

年度の方向性等を含む）

事業名 地域子ども教室「南畑あそび隊」支援

担当課 南畑公民館

基本目標 施　策　の　柱

基本目標① ライフステージに合わせた学習機会の充実 取組成果

基本目標② 新たな人材の発掘

基本目標③ 市民間交流の促進

基本目標③ 市民との協働による事業の充実 実施手法

継続性・発展性

事　業　目　標 事　業　概　要 事業実施結果
担当課評価コメント（課題及び次

年度の方向性等を含む）

事業名 文化公演会

担当課 南畑公民館

基本目標 施　策　の　柱

基本目標① ライフステージに合わせた学習機会の充実 取組成果

基本目標② 新たな人材の発掘

基本目標③ 市民間交流の促進

基本目標③ 市民との協働による事業の充実 実施手法

継続性・発展性

３　次年度も

継続

２　一定の成果を挙げてい

る

２　手法は概ね適切である
本事業と関連のある他計画

第2次富士見市教育振興基本計画

3　次年度も継続

計　画　の　位　置　付　け 担当課評価

身近な施設で日本の伝統芸能文化に

触れる。

日時：令和5年2月18日（土）午後1時30分～2時30分

（予定）

会場：南畑公民館

内容：落語

入場料：無料

主催：南畑公民館利用者の会・南畑公民館

継続年数：5～10年

事業予算額：10,000円

日時：令和5年2月18日（土）

午後1時30分～2時30分

会場：南畑公民館

参加人数：78人

内容：落語を楽しむ

入場料：無料

主催：南畑公民館利用者の会・南

畑公民館

事業決算額：10,000円

来場者が毎年楽しみにしているこ

とが分かった。身近な施設で日本

の伝統文化に触れることができる

機会である。

個別事項評価 令和4年度の評価
継続性・

発展性

Ｂ

３　次年度も

継続

２　一定の成果を挙げてい

る

２　手法は概ね適切である
本事業と関連のある他計画

第2次富士見市教育振興基本計画

3　次年度も継続

計　画　の　位　置　付　け 担当課評価

南畑地域の子ども事業の中心であ

り、学年が違う子どもたち同士や子

どもと地域住民をつなぐ「南畑あそ

び隊」。学校と地域をより深くつな

ぐ重要な事業であると位置づけ、積

極的に支援する。

南畑小学校の授業がある月曜日の放課後に自由遊びを

実施している「南畑あそび隊」を支援する。また7月

の日曜日に開催される「あそび隊夏まつり」にも協力

している。

継続年数：10年以上

あそび隊夏まつり

開催日：7月17日（日）

会場：南畑公民館

参加数：302人

久しぶりの夏まつりで大盛況と

なった。対応するスタッフの増員

が望まれる。

個別事項評価 令和4年度の評価
継続性・

発展性

Ｂ

３　次年度も

継続

２　一定の成果を挙げてい

る

２　手法は概ね適切である
本事業と関連のある他計画

第2次富士見市教育振興基本計画

3　次年度も継続

計　画　の　位　置　付　け 担当課評価

地元南畑の人たちで構成されている

劇団「南畑お月見一座」が、地域の

話題を盛り込んだ新作を毎年創り続

けている。また防犯を目的とした寸

劇を市内外で行っていることから、

これからの地域づくりへの関心や意

欲・防犯意識を高めあう団体として

支援していく。

長編公演として、毎年2月に南畑ふれあい劇場として

新作劇披露の場として支援している。また寸劇公演を

2市1町のエリアを中心に高齢者サロン等での披露等、

様々な支援を行う。

継続年数：10年以上

実施期間：4～3月

12/21 なんばた学級全体会　寸劇

公演（詐欺被害防止）

2/4　南畑ふれあい劇場『旅は道

づれ』

感染症防止対策により、各チーム

での練習や、長編公演を2回公演

にするなど、密にならない工夫を

して開催することができた。

個別事項評価 令和4年度の評価
継続性・

発展性

Ｂ
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事　業　目　標 事　業　概　要 事業実施結果
担当課評価コメント（課題及び次

年度の方向性等を含む）

事業名 南畑まちづくり協議会支援

担当課 南畑公民館

基本目標 施　策　の　柱

基本目標① ライフステージに合わせた学習機会の充実 取組成果

基本目標② 新たな人材の発掘

基本目標③ 市民間交流の促進

基本目標③ 市民との協働による事業の充実 実施手法

継続性・発展性

事　業　目　標 事　業　概　要 事業実施結果
担当課評価コメント（課題及び次

年度の方向性等を含む）

事業名 南畑ふれあい劇場

担当課 南畑公民館

基本目標 施　策　の　柱

基本目標① ライフステージに合わせた学習機会の充実 取組成果

基本目標② 新たな人材の発掘

基本目標③ 市民間交流の促進

基本目標③ 市民との協働による事業の充実 実施手法

継続性・発展性

事　業　目　標 事　業　概　要 事業実施結果
担当課評価コメント（課題及び次

年度の方向性等を含む）

事業名 南畑公民館だより発行事業

担当課 南畑公民館

基本目標 施　策　の　柱

基本目標① 学習環境の整備 取組成果

実施手法

継続性・発展性

３　次年度も

継続

２　一定の成果を挙げてい

る

２　手法は概ね適切である
本事業と関連のある他計画

第2次富士見市教育振興基本計画

3　次年度も継続

計　画　の　位　置　付　け 担当課評価

地域住民で構成された編集委員会の

視点で地域の話題や課題を取り上

げ、地域情報や交流の場の広報紙と

して公民館情報と共に発信する。

月1回（2・8月除く）発行。A４判8ページ立て。館区

内世帯・関係機関へ配布。

月1回の編集会議では、特集等の紙面構成を検討。そ

の他適宜取材を実施。

継続年数：10年以上

事業予算額：　―　　円

発行回数：年10回（8・2月除）

発行部数：1760部

編集会議：月１回

公民館で活動しているサークルを

特集ではコロナ禍でも工夫して楽

しんでいる様子が感じられたと読

者から好評だった。編集委員が増

員になったが、編集会議の開催時

間に課題がある。

個別事項評価 令和4年度の評価
継続性・

発展性

Ｂ

３　次年度も

継続

３　十分な成果を挙げてい

る

３　実施手法は適切で見直

しの必要はない本事業と関連のある他計画

第2次富士見市教育振興基本計画

3　次年度も継続

計　画　の　位　置　付　け 担当課評価

地元素人劇団「南畑お月見一座」の

新作劇初演の場として、その時代背

景や地域課題を反映した劇を通し

て、楽しみながらも地域問題や課題

を考える場とする。また身近な施設

で気軽に演劇を鑑賞できる機会の充

実を図る。

日時：令和5年2月11日（土）

会場：南畑公民館

入場料：無料

内容：お月見一座新作劇

継続年数：10年以上

事業予算額：10,000円

「テケレッツのパ」（延期公演）

実施日：6月11日　2回公演

参加者：122人

入場料：無料

「旅は道づれ」

実施日：2月4日　2回公演

参加者：170人

入場料：無料

事業決算額：30,000円

アンケートでは、次回も楽しみに

していると好評だった。新型コロ

ナウイルス感染症対策により２回

公演としたが、次回は１回公演に

戻すか検討していく。

個別事項評価 令和4年度の評価
継続性・

発展性

Ａ

３　次年度も

継続

２　一定の成果を挙げてい

る

２　手法は概ね適切である
本事業と関連のある他計画

第2次富士見市教育振興基本計画

3　次年度も継続

計　画　の　位　置　付　け 担当課評価

住民が主人公となって、南畑地域全

体のまちづくり活動を行う「南畑地

域まちづくり協議会」への支援を行

うことを通し、地域住民相互の交流

と地域の活性化を図る。

①「子育てサロンちびっこあおむし」でクリスマス会

を共催で実施。②1月のもちつき交流会を支援する。

③「南畑まちcafé」の開催を支援する。④農バルプロ

ジェクトとタイアップした「まち協ニュースレター」

の発行を支援する。等、様々な支援を行う。

（新型コロナウイルス感染拡大により③は中止）

継続年数：10年以上

事業予算額：　―　　円

①12月8日(木)「子育てサロンち

びっこあおむし」でクリスマス会

を共催で実施。

②1月22日(日)もちつき交流会実施

③11/17(木)、12/15(木)、

1/19(木)、2/16(木)、3/16(木)

「南畑まちcafé」開催

④農バルプロジェクトとタイアッ

プした「まち協ニュースレター」

の発行(令和4年度5回発行)

準備や会場提供、当日の協力、取

材支援などを実施し、地域住民相

互の交流と地域の活性化を図る事

業について支援が実施できた。

個別事項評価 令和4年度の評価
継続性・

発展性

Ｂ
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事　業　目　標 事　業　概　要 事業実施結果
担当課評価コメント（課題及び次

年度の方向性等を含む）

事業名 南畑ぎゃらりぃ

担当課 南畑公民館

基本目標 施　策　の　柱

基本目標① 学習環境の整備 取組成果

基本目標② 新たな人材の発掘

基本目標③ 学習成果の発表機会の充実

基本目標③ 市民間交流の促進 実施手法

継続性・発展性

事　業　目　標 事　業　概　要 事業実施結果
担当課評価コメント（課題及び次

年度の方向性等を含む）

事業名 公民館運営審議会南畑地区会議

担当課 南畑公民館

基本目標 施　策　の　柱

基本目標① 市民との協働による事業の充実 取組成果

基本目標① 推進体制の充実

基本目標② 新たな人材の発掘

基本目標③ 市民間交流の促進 実施手法

継続性・発展性

事　業　目　標 事　業　概　要 事業実施結果
担当課評価コメント（課題及び次

年度の方向性等を含む）

事業名 なんばた青空市場

担当課 南畑公民館

基本目標 施　策　の　柱

基本目標③ 市民間交流の促進 取組成果

実施手法

継続性・発展性

３　次年度も

継続

３　十分な成果を挙げてい

る

２　手法は概ね適切である
本事業と関連のある他計画

第2次富士見市教育振興基本計画

3　次年度も継続

計　画　の　位　置　付　け 担当課評価

生産者と消費者が直接交流する場を

設けることによって、生産者の顔が

見える地元生産物をPRし、コミュ

ニケーションを図る。

市民による実行委員会が運営している。例年11月3日（祝）に南畑幼稚園

隣接の田んぼにおいて開催。地元生産物（農産物）の販売や、各種模擬

店・フリーマーケット、焼き芋販売やかかしコンテスト、さんだら飛ば

し・かぼちゃの重さ当てコンテスト・米のつかみ取り等のイベントを開催

している。

対象：一般

日時：11月３日（木・祝）

会場：南畑幼稚園近くの田んぼ

講師：―

参加費：無料

募集人数：―

継続年数：10年以上（なんばた青空市場）

事業予算額：112,000円

日時：１１月３日（木・祝）　午前１０時～午後２時

会場：南畑幼稚園及び幼稚園周辺の田んぼ

・南畑幼稚園前の田んぼで模擬店、フリーマーケット、焼き芋

等のイベントを実施した。実行委員会予算で交通安全協会に協

力依頼。公民館予算で仮設トイレ３基設置。

【イベントコーナー】かかしコンテスト10/26～11/3、トラク

ター試乗体験、さんだら飛ばし、やきいも、やさいの重さ当て

クイズ、米のつかみとり、アートバルーン、子どもコーナー、

ポニーの乗馬体験

【模擬店・フリーマーケット】　農産・生産物販売、各種模擬

店、１００円おにぎり

【オープニング】　東中学校吹奏楽部演奏

【抽選会】　５００円で１回の抽選

・農バル企画とのタイアップを行い、地域内のお店の無料券な

どを当選賞品にした

【かかし】・かかし作りは、公民館職員がサポート

・審査員の他、webからも一般投票を行った

【その他】・感染症対策のため、参加者は当日の朝に体調管理

チェックシートの記入、各模擬店に手指消毒ジェルを設置

天候に恵まれ、例年よりも多くの

人手で賑わったため、飲食店の売

り切れが早かった。

かかしコンテストは２２作品出展

し、子ども連れの家族が多く、三

世代で楽しんでくれた。まつりの

内容も好評だった。

個別事項評価 令和4年度の評価
継続性・

発展性

Ａ

３　次年度も

継続

２　一定の成果を挙げてい

る

２　手法は概ね適切である
本事業と関連のある他計画

第2次富士見市教育振興基本計画

3　次年度も継続

計　画　の　位　置　付　け 担当課評価

南畑公民館の管理・運営・事業推進

などを審議する。また、公民館事業

に積極的に参加することで、実際の

取り組み状況を把握し、さらに活性

化を図る。

公民館利用団体や各種地域団体から選出された4人の

委員により、概ね年3回の審議会を開催。

継続年数：10年以上

事業予算額：　―　　円

6月9日(木)、10月20日(木)、2月9

日(木)に会議を開催

南畑公民館の管理、運営、事業推

進などについて意見等を頂き、公

民館事業を進めていく上で活用を

している。

個別事項評価 令和4年度の評価
継続性・

発展性

Ｂ

３　次年度も

継続

２　一定の成果を挙げてい

る

２　手法は概ね適切である
本事業と関連のある他計画

第2次富士見市教育振興基本計画

3　次年度も継続

計　画　の　位　置　付　け 担当課評価

公民館の利用団体やサークル会員

が、公民館施設を利用して制作した

作品を展示することにより、サーク

ルの活動内容等を公開し、交流の輪

を広げる機会とする。

公民館ロビーにコーナー設置した展示スペースで、最

長概ね1か月を目途に、各種団体の作品等を展示す

る。

継続年数：10年以上

展示回数：15回

活動サークル団体だけではなく、

地域の方などの作品も展示をする

ことができた。今後も声掛けをし

ていく。

個別事項評価 令和4年度の評価
継続性・

発展性

Ｂ
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事　業　目　標 事　業　概　要 事業実施結果
担当課評価コメント（課題及び次

年度の方向性等を含む）

事業名 子育てサロン「ちびっこあおむし」

担当課 南畑公民館

基本目標 施　策　の　柱

基本目標① ライフステージに合わせた学習機会の充実 取組成果

基本目標③ 市民間交流の促進

実施手法

継続性・発展性

事　業　目　標 事　業　概　要 事業実施結果
担当課評価コメント（課題及び次

年度の方向性等を含む）

事業名 利用者懇談会

担当課 南畑公民館

基本目標 施　策　の　柱

基本目標① 市民との協働による事業の充実 取組成果

基本目標③ 市民間交流の促進

実施手法

継続性・発展性

事　業　目　標 事　業　概　要 事業実施結果
担当課評価コメント（課題及び次

年度の方向性等を含む）

事業名 農バルプロジェクト支援

担当課 南畑公民館

基本目標 施　策　の　柱

基本目標② 地域資源を活かした生涯学習の提供 取組成果

基本目標③ 市民間交流の促進

実施手法

継続性・発展性

３　次年度も

継続

２　一定の成果を挙げてい

る

２　手法は概ね適切である
本事業と関連のある他計画

第2次富士見市教育振興基本計画

3　次年度も継続

計　画　の　位　置　付　け 担当課評価

南畑地域内の農・商・工業等事業者

のネットワーク化を図り、それに関

わるイベントを企画し、地域内の活

気と賑わいを生み出すプロジェクト

を支援する。

①南畑まち協とタイアップし、地域の飲食店等の事業

者をニュースレターとして紹介する（隔月発行）。

②地域内の飲食店等事業者の参加による「（仮称）な

んばたスタンプラリー」を開催する。

以上の事業を主催する農バルプロジェクト事業企画委

員会を公民館として物心両面で支援する。

（新型コロナウイルス感染拡大により②は中止）

継続年数：4年

事業予算額：　―　　円

①ニュースレターの発行(令和4年

度5回)

②地域内の飲食店等事業者の参加

による「なんばた青空市場抽選

会」に変更し開催。 様々な手法で地域内の活気と賑わ

いを生み出すプロジェクトについ

て企画や作成補助の援助ができ

た。今後もその事業に合わせた支

援の方法が必要

個別事項評価 令和4年度の評価
継続性・

発展性

Ｂ

３　次年度も

継続

２　一定の成果を挙げてい

る

２　手法は概ね適切である
本事業と関連のある他計画

第2次富士見市教育振興基本計画

3　次年度も継続

計　画　の　位　置　付　け 担当課評価

定期利用団体の声を反映した公民館

運営及び利用者同士の交流や施設の

整備に反映させる場とするため開催

する。参加者の意見を聞き、公民館

事業や施設の整備に反映させる。

令和４年６月29日（土）

消防訓練・公民館利用等についての意見交換

継続年数：10年以上

事業予算額：　―　　円

６月２９日(土)18名参加

12月10日(土)60名参加

利用者同士の交流や利用者と公民

館の共通理解の場とすることや、

利用団体の声を反映する場として

開催できた。

個別事項評価 令和4年度の評価
継続性・

発展性

Ｂ

３　次年度も

継続

２　一定の成果を挙げてい

る

２　手法は概ね適切である
本事業と関連のある他計画

第2次富士見市教育振興基本計画

3　次年度も継続

計　画　の　位　置　付　け 担当課評価

少子化や孤立感を持つ親が増えてい

る状況の中で、親と子が楽しい時間

を過ごす場を提供し、子ども同士が

仲良く遊び、親同士が子育ての悩み

などを話し合える仲間づくりの機会

とし、地域で子育てができる環境づ

くりを目指す。

毎月1回（年間12回）開催。

ボランティアスタッフによる無料の子育てサロン。対象は未就園

児とその親で、子どもを持つ親同士の交流の場として、また親と

子が一緒に遊べる場としている。季節や月齢に応じた催しや、手

遊び・絵本の読み語りなどを行っている。年１～２回、子育ての

講演を聞いたり、プロの芸術活動を鑑賞したりするなど、スタッ

フだけではできない分野も取り入れて、親の気分転換や子どもの

豊かな感情を育成する工夫をしている。

対象：未就園児とその親

日時：毎月１回（木曜日）

会場：主に南畑公民館

講師：―

参加費：―

募集人数：―

継続年数：10年以上

事業予算額：99,000円

開催数：12回（月１回）

参加人数：延べ157組320人

会場：南畑公民館

事業決算額：49,000円

アンケートでは、子どもを見てく

れるスタッフが複数いて安心。同

じ年齢の子と遊べてうれしかった

と好評だった。地域への転入者が

増加傾向にあるため、事業の周知

が課題である。

個別事項評価 令和4年度の評価
継続性・

発展性

Ｂ
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事　業　目　標 事　業　概　要 事業実施結果
担当課評価コメント（課題及び次

年度の方向性等を含む）

事業名 動画配信（Webの活用）

担当課 南畑公民館

基本目標 施　策　の　柱

基本目標① 学習環境の整備 取組成果

実施手法

継続性・発展性

事　業　目　標 事　業　概　要 事業実施結果
担当課評価コメント（課題及び次

年度の方向性等を含む）

事業名 施設維持管理事業

担当課 南畑公民館

基本目標 施　策　の　柱

基本目標① 学習環境の整備 取組成果

実施手法

継続性・発展性

事　業　目　標 事　業　概　要 事業実施結果
担当課評価コメント（課題及び次

年度の方向性等を含む）

事業名 親の学習講座（子育て学習支援事業お母さんのステップアップ講座）

担当課 水谷公民館

基本目標 施　策　の　柱

基本目標① ライフステージに合わせた学習機会の充実 取組成果

実施手法

継続性・発展性

３　次年度も

継続

３　十分な成果を挙げてい

る

３　実施手法は適切で見直

しの必要はない本事業と関連のある他計画

第２次富士見市教育振興基本計画

富士見市健康増進計画・食育推進計画、富士見市歯科口腔保健推進計画後期計画
3　次年度も継続

計　画　の　位　置　付　け 担当課評価

親育ちの機会として、子育てなどに

役立つ学習や体験を通して、仲間づ

くり、育児疲れの解消やリフレッ

シュの場を提供する。

・お母さんのステップアップ講座

　対象：未就園児の親

　開催日時：6～3月

　会場：水谷公民館

　参加費：材料費など実費

　募集人数：12名程度

　継続年数：10年以上

予算額：157,000円

①「子育てに役立つアンガーマネージメント」

参加者３人　保育幼児2人

②「楽しいベジタブル講座～野菜は元気のアプ

リケーション～」　参加者7名　保育幼児6人

③「お月見だんごつくり」　参加者9人　保育

幼児7人

④「ハロウィーンのスィーツデコ」参加者11人

保育幼児8人

➄「クリスマスのスィーツデコ」参加者7人

保育幼児3人

⑥「ママのためのやさしいヨガ」　参加者11人

保育幼児10人

⑦「世界に一つの絵手紙づくり」　参加者4人

保育幼児3人

事業決算額　84,500円

講座内容により、参加人数に差が

生じていることから、より多様な

ニーズに対応した講座内容を検討

する必要がある。また、申込や周

知についても、子育て世代のニー

ズに合わせた新たな方法を検討す

る。

個別事項評価 令和4年度の評価
継続性・

発展性

Ａ

３　次年度も

継続

２　一定の成果を挙げてい

る

２　手法は概ね適切である
本事業と関連のある他計画

第2次富士見市教育振興基本計画

3　次年度も継続

計　画　の　位　置　付　け 担当課評価

安心・安全な施設管理を目的とし、

利用者目線での施設維持管理を図

る。

①施設維持管理に関する各種業務委託を実施。

②必要な修繕を実施

継続年数：10年以上

事業予算額：2,303,000円

令和4年度に関しては大規模な故障

等発生せず

大規模修繕を令和2も年に実施して

いるが、築40年を経過している建

築物であるため、今後も適切な施

設の維持管理が必要。

個別事項評価 令和4年度の評価
継続性・

発展性

Ｂ

３　次年度も

継続

２　一定の成果を挙げてい

る

２　手法は概ね適切である
本事業と関連のある他計画

第2次富士見市教育振興基本計画

3　次年度も継続

計　画　の　位　置　付　け 担当課評価

社会状況（新型コロナ）を踏まえた

生涯学習の在り方を、施設に来館し

なくとも可能な生涯学習としての一

方策を実施する。

過去に実施した講座と同内容のものを中心にWeb配信

した。「おうちで楽しむ公民館」と題して

①おうちでかんたん気軽に体操（PART1・PART2）

②おうちにあるものでおさかなつり③アロマの虫よけ

スプレー作り④ひと手間でらくがきも立派なアート作

品に！⑤【パネルシアター】ちびっこあおむし⑦【パ

ネルシアター】やさいマンのおふろでゴシゴシ！だれ

かな？⑧ふわっとしっとり「米粉のチョコどら焼きの

作り方　さつまいもあん」⑨施設紹介⑩事業紹介の計

10番組を配信した実績に基づき、動画配信に適する内

容を精選し制作する。

継続年数：2年

配信動画数：1コンテンツ

高齢者学級『なんばた学級』紹介

動画

動画編集ソフトの導入、編集用PC

の買い替えを行った。

公民館で行っている活動を、来た

ことが無い方にも知ってもらえる

ツールとなった。

個別事項評価 令和4年度の評価
継続性・

発展性

Ｂ
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事　業　目　標 事　業　概　要 事業実施結果
担当課評価コメント（課題及び次

年度の方向性等を含む）

事業名 親の学習講座

担当課 水谷公民館

基本目標 施　策　の　柱

基本目標① ライフステージに合わせた学習機会の充実 取組成果

実施手法

継続性・発展性

事　業　目　標 事　業　概　要 事業実施結果
担当課評価コメント（課題及び次

年度の方向性等を含む）

事業名 教育講演会

担当課 水谷公民館

基本目標 施　策　の　柱

基本目標① ライフステージに合わせた学習機会の充実 取組成果

実施手法

継続性・発展性

事　業　目　標 事　業　概　要 事業実施結果
担当課評価コメント（課題及び次

年度の方向性等を含む）

事業名 健康づくり事業

担当課 水谷公民館

基本目標 施　策　の　柱

基本目標① ライフステージに合わせた学習機会の充実 取組成果

実施手法

継続性・発展性

３　次年度も

継続

未実施

―
本事業と関連のある他計画

第２次富士見市教育振興基本計画

3　次年度も継続

計　画　の　位　置　付　け 担当課評価

地域住民が身体を動かしながら親睦

を深めることとともに、成人病予

防・介護予防につながる健康な心身

づくりを進める。

市民の健康づくりの一助となるよう、ノルディック

ウォーキングなどを開催する。

対象：市民一般

開催日時：9月～10月

会場：未定

参加費：なし

募集人数：20名程度

継続年数：5～9年

予算額：50,000円

コロナ禍により企画段階で中止

個別事項評価 令和4年度の評価
継続性・

発展性

未実施

３　次年度も

継続

３　十分な成果を挙げてい

る

３　実施手法は適切で見直

しの必要はない本事業と関連のある他計画

第２次富士見市教育振興基本計画

3　次年度も継続

計　画　の　位　置　付　け 担当課評価

社会的問題となっている不登校や引

きこもりなど、教育に関して幅広く

学習する機会として実施するととも

に、地域ネットワークづくりの一助

とする。

不登校や引きこもり等の子育てをする親の不安や孤立

感に悩む市民の学びの機会を提供する講演会を開催す

る。対象：市民一般

開催日時：3月

会場：水谷公民館　参加費：なし

募集人数：40名程度

継続年数：10年以上

予算額：60,000円（うち人間尊重啓発講座として、生

涯学習課予算から20,000円）（親の学習講座と兼ね

る）

日　時：令和5年3月18日（土）午後1時～

会　場：水谷公民館多目的ホール

内　容：第1部：講演会　不登校・ひきこもり

講座～親やおとなたちはどう向き合えばよいの

か～」講師　川合雅久 氏（ＮＰＯ法人 星槎教

育研究所 理事、ＮＰＯ法人 統合教育研究セン

ター 理事長、ＮＰＯ法人 日本フリースクール

協会 理事長、フリースクール英明塾 代表）

　　　 　第2部：質疑応答・意見交換

　　　　　　　　午後2時50分～4時30分

事業決算額：60,000円（うち人間尊重啓発講座

として、生涯学習課予算から20,000円）

３０年以上続く取り組みを今後も

継続していくための講演内容等の

検討と、この問題に多くの方に参

加してもらえるような取り組み内

容の検討、講座開催の周知や案内

方向の検討が必要。

個別事項評価 令和4年度の評価
継続性・

発展性

Ａ

３　次年度も

継続

３　十分な成果を挙げてい

る

３　実施手法は適切で見直

しの必要はない本事業と関連のある他計画

第２次富士見市教育振興基本計画

3　次年度も継続

計　画　の　位　置　付　け 担当課評価

少子化、核家族化、地域コミュニ

ティの希薄化などを背景として、子

育てをする親の不安や孤立感の深ま

りが問われている。講座を通じて、

親自身の学びや気づきの機会、親同

士の学び合いや交流の機会を作り出

すことを目的とする。

不登校や引きこもり等の子育てをする親の不安や孤立

感に悩む市民の学びの機会を提供する講演会を開催す

る。

対象：市民一般

開催日時：3月

会場：水谷公民館

参加費：なし

募集人数：40名程度

　継続年数：10年以上

予算額：20,000円

(教育講演会と兼ねる)

日　時：令和5年3月18日（土）午後1時～

会　場：水谷公民館多目的ホール

内　容：第1部：講演会　不登校・ひきこもり

講座～親やおとなたちはどう向き合えばよいの

か～」講師　川合雅久 氏（ＮＰＯ法人 星槎教

育研究所 理事、ＮＰＯ法人 統合教育研究セン

ター 理事長、ＮＰＯ法人 日本フリースクール

協会 理事長、フリースクール英明塾 代表）

　　　 　第2部：質疑応答・意見交換

　　　　　　　　午後2時50分～4時30分

事業決算額：60,000円（うち人間尊重啓発講座

として、生涯学習課予算から20,000円）

３０年以上続く取り組みを今後も

継続していくための講演内容等の

検討と、この問題に多くの方に参

加してもらえるような取り組み、

内容の検討、講座開催の周知や案

内方向の検討が必要。

個別事項評価 令和4年度の評価
継続性・

発展性

Ａ
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事　業　目　標 事　業　概　要 事業実施結果
担当課評価コメント（課題及び次

年度の方向性等を含む）

事業名 子育て学習支援事業子育てサロン親子フレンドパーク

担当課 水谷公民館

基本目標 施　策　の　柱

基本目標① ライフステージに合わせた学習機会の充実 取組成果

実施手法

継続性・発展性

事　業　目　標 事　業　概　要 事業実施結果
担当課評価コメント（課題及び次

年度の方向性等を含む）

事業名 水谷学級

担当課 水谷公民館

基本目標 施　策　の　柱

基本目標① ライフステージに合わせた学習機会の充実 取組成果

基本目標③ 生涯学習を通じたまちづくりの推進

実施手法

継続性・発展性

事　業　目　標 事　業　概　要 事業実施結果
担当課評価コメント（課題及び次

年度の方向性等を含む）

事業名 水谷公民館企画運営委員会

担当課 水谷公民館

基本目標 施　策　の　柱

基本目標① 市民との協働による事業の充実 取組成果

基本目標② 新たな人材の発掘

基本目標③ 市民間交流の促進

実施手法

継続性・発展性

３　次年度も

継続

２　一定の成果を挙げてい

る

２　手法は概ね適切である
本事業と関連のある他計画

第２次富士見市教育振興基本計画

3　次年度も継続

計　画　の　位　置　付　け 担当課評価

市民と職員の協働による公民館運営

の仕組みを整え、新たな事業展開に

資する。

・水谷文化祭における中心的役割

・館内の季節展示（七夕など）

・交流事業の実施（グラウンドゴルフ＆いも煮交流会

など）

（旧水谷公民館利用者懇談会世話人会）

継続年数：5～9年

事業予算額：なし

館内の季節展示（七夕など）では

七夕において短冊をかいてもらう

ことで参加者同士で交流が生まれ

た。

継続年数：5～10年

事業決算額：0円

事業の協働運営には欠かすことの

できない存在となっており、さら

に、公民館と利用者が必要な情報

を共有しあえる体制づくりを進め

る必要がある。

個別事項評価 令和4年度の評価
継続性・

発展性

Ｂ

３　次年度も

継続

２　一定の成果を挙げてい

る

２　手法は概ね適切である
本事業と関連のある他計画

第２次富士見市教育振興基本計画

富士見市健康増進計画・食育推進計画、富士見市歯科口腔保健推進計画後期計画
3　次年度も継続

計　画　の　位　置　付　け 担当課評価

高齢期をいきいきと暮らすための学

習をするとともに、仲間づくりをす

る。

月１回学級生全体を対象とした歴史の学習や芸術鑑賞などを行う

「全体会」と、ジャンルごとに講師を設けて月１～２回の活動を

行う「サークル活動」を実施する。

対象：主に水谷地区在住で60歳以上の高齢者

開催日時：5～3月

会場：水谷公民館各室

参加費：なし

募集人数：150人程度

継続年数：10年以上

事業予算額：140,000円

「全体会」はコロナ禍のため未実施。

ジャンルごとに講師を設けて月１～２回

の活動を行う「サークル活動」を実施し

た。

対象：主に水谷地区在住で60歳以上の高

齢者

開催日時：6～3月（折紙9回、書道16回、

民謡16回、フラダンス16回、体操17回、

パソコン16回、舞踊11回）

会場：水谷公民館各室

参加人数：延べ698人

継続年数：10年以上

事業決算額：85,000円

参加者の減少、講師の人材不足、

高齢化への対策が必要となってい

る。

個別事項評価 令和4年度の評価
継続性・

発展性

Ｂ

３　次年度も

継続

２　一定の成果を挙げてい

る

２　手法は概ね適切である
本事業と関連のある他計画

第２次富士見市教育振興基本計画

第３次富士見市子ども読書活動推進計画
3　次年度も継続

富士見市健康増進計画・食育推進計画、富士見市歯科口腔保健推進計画後期計画

計　画　の　位　置　付　け 担当課評価

親が集まり、自由に子どもを遊ばせ

ながら仲間づくりや情報交換ができ

る居場所づくりを目的とする。

・子育てサロン「親子フレンドパーク」

対象：未就園児の親子

開催日時：通年

会場：水谷公民館児童室など

参加費：なし

募集人数：5組程度

予算額：19,000円

　

継続年数：10年以上

対象：未就園児の親子

開催日：4/13、5/11、6/1、7/6、

8/3、9/7、10/5、11/2、12/7、

1/11、2/1、3/1

会場：水谷公民館児童室など

参加費：なし

参加延べ人数　大人29人　子ども29

人

事業決算額：17,000円

継続年数：11年以上

新たな協力スタッフの発掘や事業

の認知度を高めるため、事業の趣

旨の周知や開催案内の手法の検討

が必要となっている。

また、メインスタッフとして活躍

されている方が今年度で退任され

るため早急に後任者を探す必要が

ある。

個別事項評価 令和4年度の評価
継続性・

発展性

Ｂ
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事　業　目　標 事　業　概　要 事業実施結果
担当課評価コメント（課題及び次

年度の方向性等を含む）

事業名 水谷公民館だより発行事業

担当課 水谷公民館

基本目標 施　策　の　柱

基本目標① 学習環境の整備 取組成果

実施手法

継続性・発展性

事　業　目　標 事　業　概　要 事業実施結果
担当課評価コメント（課題及び次

年度の方向性等を含む）

事業名 水谷文化祭

担当課 水谷公民館

基本目標 施　策　の　柱

基本目標③ 学習成果の発表機会の充実 取組成果

基本目標③ 市民間交流の促進

実施手法

継続性・発展性

事　業　目　標 事　業　概　要 事業実施結果
担当課評価コメント（課題及び次

年度の方向性等を含む）

事業名 公民館運営審議会水谷地区会議

担当課 水谷公民館

基本目標 施　策　の　柱

基本目標① 市民との協働による事業の充実 取組成果

基本目標① 推進体制の充実

基本目標② 新たな人材の発掘

基本目標③ 市民間交流の促進 実施手法

継続性・発展性

３　次年度も

継続

２　一定の成果を挙げてい

る

２　手法は概ね適切である
本事業と関連のある他計画

第2次富士見市教育振興基本計画

3　次年度も継続

計　画　の　位　置　付　け 担当課評価

水谷公民館の運営・事業・施設維持

管理等についての課題を中心に意見

交換、協議を行うことを通じて、各

種事業展開に活かしていく。

公民館利用団体や各種地域団体から選出された4人の

委員により、概ね年4回の審議会を開催。

継続年数：10年以上

事業予算額：鶴瀬公民館の予算から支出

公民館の運営や事業について、評

価、アドバイスをいただき、利用

者対応や利便性の向上が図られて

いる。

事業決算額：鶴瀬公民館予算から

支出

継続年数：10年以上

地域課題や問題、地域の特色に関

して、水谷公民館が果たす役割な

ど、地域公民館について議論する

機会が少なく、各種事業展開に活

かすことが難しかった。

個別事項評価 令和4年度の評価
継続性・

発展性

Ｂ

３　次年度も

継続

２　一定の成果を挙げてい

る

２　手法は概ね適切である
本事業と関連のある他計画

第２次富士見市教育振興基本計画

3　次年度も継続

計　画　の　位　置　付　け 担当課評価

公民館利用団体、サークル、各種定

期利用団体の活動の成果の発表や、

誰もが気軽に参加できる多彩な催し

を通して、地域住民相互の交流と親

睦を深める。

公民館利用団体、サークル活動の成果発表。

舞台発表、展示発表など。

対象：市民

開催日時：11月上旬

会場：水谷公民館

参加費：ナシ

募集人数：特にナシ

予算額：10,000円

主催：水谷文化祭実行委員会

継続年数：10年以上

・開催日時：11月12日～13日

・内　容：オープニングセレモニー、

リレー演奏動画上映、舞台発表（ギ

ター演奏、女声コーラス、ハワイアン

バンド、民謡、踊り、フラダンス、

ハーモニカ）、展示発表（絵手紙、陶

芸、七宝焼、書道、手作り小物、折り

紙、パッチワーク、俳句）、模擬店

（バザー、料理レシピ配布、鉢植え販

売）

事業決算額：10,000円

継続年数：10年以上

運営を担う人材が固定化している

ため、新しい人材を確保すること

が必要である。

個別事項評価 令和4年度の評価
継続性・

発展性

Ｂ

３　次年度も

継続

２　一定の成果を挙げてい

る

２　手法は概ね適切である
本事業と関連のある他計画

第2次富士見市教育振興基本計画

3　次年度も継続

計　画　の　位　置　付　け 担当課評価

地域住民による編集委員会を中心

に、地域課題や話題を掘り起こし、

地域への関心を高める。また各種情

報提供を通じて公民館活動や市民活

動等の周知を図る。

市民編集委員（12名以内）により編集会議を月１回開

催、特集記事のテーマ決定など行っている。

A３版両面刷り、館区内全戸配布（約16,000部）。

特集記事(オモテ面)及び「公民館からのお知らせ」(ウ

ラ面)において、生涯学習情報を発信する。

継続年数：10年以上

事業予算額：鶴瀬公民館予算から支出

市民編集委員（12名以内）により

編集会議を月１回開催、特集記事

のテーマ決定など行っている。

A３版両面刷り、館区内全戸配布

（約16,000部）。

特集記事(オモテ面)及び「公民館

からのお知らせ」(ウラ面)におい

て、生涯学習情報を発信する。

事業決算額：鶴瀬公民館予算から

支出

継続年数：10年以上

年齢や居住年数に関わらず、より

多くの人が地域への関心を深める

ことができるよう、紙面内容の検

討が必要となっている。

個別事項評価 令和4年度の評価
継続性・

発展性

Ｂ
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事　業　目　標 事　業　概　要 事業実施結果
担当課評価コメント（課題及び次

年度の方向性等を含む）

事業名 施設維持管理事業

担当課 水谷公民館

基本目標 施　策　の　柱

基本目標① 学習環境の整備 取組成果

実施手法

継続性・発展性

事　業　目　標 事　業　概　要 事業実施結果
担当課評価コメント（課題及び次

年度の方向性等を含む）

事業名 学習情報の発信、提供・相談窓口の充実

担当課 水谷東公民館

基本目標 施　策　の　柱

基本目標① 学習環境の整備 取組成果

実施手法

継続性・発展性

事　業　目　標 事　業　概　要 事業実施結果
担当課評価コメント（課題及び次

年度の方向性等を含む）

事業名 公民館だより発行事業

担当課 水谷東公民館

基本目標 施　策　の　柱

基本目標① 学習環境の整備 取組成果

実施手法

継続性・発展性

３　次年度も

継続

３　十分な成果を挙げてい

る

２　手法は概ね適切である
本事業と関連のある他計画

第２次富士見市教育振興基本計画

3　次年度も継続

計　画　の　位　置　付　け 担当課評価

地域情報の発信、公民館情報の提供

や地域課題の掘り起こしを図り、ま

た、紙面を通じた地域交流を図るこ

とを目的とする。

地域住民からなる編集委員を中心とした、公民館だよ

り「ひがし」の編集、発行。

対象：地域住民

時期：毎月1回　2,900部発行

会場：－

参加費：－

募集人数：－

継続年数：10年以上

事業予算額：30,000円（報償費）

連携・協力団体：公民館だより編集委員会

時期：毎月1回、水谷東４町会へ

全戸配布　2,900部

編集委員：7人

執行額（報償費）：21,000円

連携・協力団体：公民館だより編

集委員会、PVクラブ

身近な地域情報誌として公民館事

業の情報や地域課題の投げかけを

行うとともに、紙面を通じた地域

交流や人材の掘り起こしにつな

がっている。

個別事項評価 令和4年度の評価
継続性・

発展性

Ａ

３　次年度も

継続

２　一定の成果を挙げてい

る

２　手法は概ね適切である
本事業と関連のある他計画

第２次富士見市教育振興基本計画

3　次年度も継続

計　画　の　位　置　付　け 担当課評価

生涯学習支援としてイベント等の情

報の発信、提供を行い、職員の専門

性の向上に努め、学習等相談窓口の

充実を図る。

YouTubeチャンネルを活用した動画配信や市ホーム

ページ、施設の情報コーナーでイベント等の情報発

信・提供を行うとともに、学習ニーズ等の相談に随時

対応する。

対象：一般

時期：随時

会場：水谷東公民館　外

参加費：－

募集人数：－

継続年数：10年以上

事業予算額：－

・YouTubeチャンネルによる情報

発信

時期：令和4年6月

内容：「いかだラリー思い出写真

展」

・ホームページ、情報コーナーで

情報発信・提供、学習等の相談

時期：随時

ホームページや動画配信により今

後もタイムリーな情報発信に努め

る。

利用者が最新情報を入手しやすい

情報コーナーとして今後も整備に

努める。

個別事項評価 令和4年度の評価
継続性・

発展性

Ｂ

３　次年度も

継続

３　十分な成果を挙げてい

る

２　手法は概ね適切である
本事業と関連のある他計画

第２次富士見市教育振興基本計画

富士見市公共施設等総合管理方針
3　次年度も継続

富士見市公共施設個別施設計画

計　画　の　位　置　付　け 担当課評価

安心・安全・快適な施設提供に向け

て、市民・利用者目線で施設の維持

管理を図る。

①施設維持管理に関する各種業務委託、修繕の実施。

②施設老朽化等に伴う、各種工事の実施。

③公民館活動サークルや地域住民の作品展示、季節展

示など、施設内の景観や居心地の良い空間を作る。

継続年数：10年以上

事業予算額：①300,000円

　　　　　　②なし

　　　　　　③なし

施設の設備などを修繕すること

で、利用者の安全、安心、快適な

利用に寄与した。

事業決算額：①2,301,805円

　　　　　　②なし

　　　　　　③なし

施設の建築から40年が経過し老朽

化が進んでいるため、施設の現状

を注視し、これまで以上に計画的

な工事の検討や日常修繕の実施に

取り組んでいく必要がある。

個別事項評価 令和4年度の評価
継続性・

発展性

Ａ
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事　業　目　標 事　業　概　要 事業実施結果
担当課評価コメント（課題及び次

年度の方向性等を含む）

事業名 川の探検隊

担当課 水谷東公民館

基本目標 施　策　の　柱

基本目標① ライフステージに合わせた学習機会の充実 取組成果

基本目標② 地域資源を活かした生涯学習の提供

実施手法

継続性・発展性

事　業　目　標 事　業　概　要 事業実施結果
担当課評価コメント（課題及び次

年度の方向性等を含む）

事業名 子育て応援の勉強室

担当課 水谷東公民館

基本目標 施　策　の　柱

基本目標① ライフステージに合わせた学習機会の充実 取組成果

実施手法

継続性・発展性

事　業　目　標 事　業　概　要 事業実施結果
担当課評価コメント（課題及び次

年度の方向性等を含む）

事業名 子ども公民館事業

担当課 水谷東公民館

基本目標 施　策　の　柱

基本目標② 新たな人材の発掘 取組成果

基本目標② 地域の人材を活かした学習機会の提供

基本目標③ 市民間交流の促進

実施手法

継続性・発展性

３　次年度も

継続

２　一定の成果を挙げてい

る

２　手法は概ね適切である
本事業と関連のある他計画

第２次富士見市教育振興基本計画

健康ライフ☆ふじみ
3　次年度も継続

計　画　の　位　置　付　け 担当課評価

子どもが公民館活動を体験し、公民

館に慣れ親しむことを目的とし、将

来の公民館活動の活性化を図る。

年間５～７回料理教室等を実施

対象：小学生

時期：通年

会場：水谷東公民館

参加費：実費徴収

募集人数：10～30名

継続年数：10年以上

事業予算額：30,000円（報償費）

連携・協力団体：公民館利用団体　外

〇親子de陶芸

時期：令和5年2月4日(土)、2月25

日(土)

会場：多目的ホール

参加人数：親子10組(19名)

参加費：1,500円

講師：竹内晴美氏

執行額：20,000円(報償費)

〇料理教室

時期：令和5年2月11日(土)

会場：調理室外

参加人数：5名

親子でふれあいながらの陶芸教室

や子どもたちが積極的に大人から

指導助言を受けながら楽しんでつ

くる料理（スイーツ）教室を通し

て、公民館を身近に感じてもらう

機会となった。

個別事項評価 令和4年度の評価
継続性・

発展性

Ｂ

３　次年度も

継続

３　十分な成果を挙げてい

る

２　手法は概ね適切である
本事業と関連のある他計画

第２次富士見市教育振興基本計画

3　次年度も継続

計　画　の　位　置　付　け 担当課評価

家庭教育支援事業として、親の学び

や育ちのを応援することを目的とす

る。

学習講座の実施

対象：小中保護者

時期：未定

会場：水谷東公民館

※オンラインでの配信も実施予定

参加費：ー

募集人数：30名

継続年数：10以上

事業予算額：20,000円（報償費）

連携・協力団体：地域小中PTA　外

対象：小中保護者

時期：令和5年2月5日(日)

会場：多目的ホール

テーマ：子どもたちのこころのケ

アを考える

講師：大東文化大学文学部教育学

科講師・臨床心理士　北風菜穂子

氏

参加費：無料　参加人数：33名

執行額：28,910円（報償費）

連携・協力団体：地域小中PTA

外

 受講者アンケートでは『非常に役

立つ』５０％、『役立つ』４６％

と満足度の高い結果となった。ま

た自由意見欄には、多くの記載が

あり、関心の高さがうかがえた。

個別事項評価 令和4年度の評価
継続性・

発展性

Ａ

３　次年度も

継続

３　十分な成果を挙げてい

る

２　手法は概ね適切である
本事業と関連のある他計画

第２次富士見市教育振興基本計画

第２次富士見市環境基本計画
3　次年度も継続

計　画　の　位　置　付　け 担当課評価

地域を流れる柳瀬川を活用し、自然

や環境について学ぶ機会とするとと

もに、地域への愛着醸成を図る。

柳瀬川の水質検査、魚とり、学習会を実施

対象：小学生以上

時期：6月19日(日)

会場：水谷東公民館、柳瀬川

参加費：無料

募集人数：小学生以上20人

継続年数：10年以上

事業予算額：15,000円（報償費）

連携・協力団体：やなせ川いかだラリー実行委員会

柳瀬川の水質検査、魚とり、学習

会を実施

対象：小学生以上

時期：令和4年6月19日(日)

会場：水谷東公民館、柳瀬川

参加費：無料　参加人数：31人

講師：金澤光氏(埼玉県魚類研究

会)

執行額：15,000円（報償費）

連携・協力団体：やなせ川いかだ

ラリー実行委員会

３年ぶりの開催となったが市内各

所から参加申込があり関心の高さ

がうかがえた。身近な地域資源で

ある柳瀬川で親子がふれあいなが

ら水質検査や魚類の生態を学習し

参加満足度の高い事業となった。

個別事項評価 令和4年度の評価
継続性・

発展性

Ａ
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事　業　目　標 事　業　概　要 事業実施結果
担当課評価コメント（課題及び次

年度の方向性等を含む）

事業名 施設維持管理事業

担当課 水谷東公民館

基本目標 施　策　の　柱

基本目標① 学習環境の整備 取組成果

実施手法

継続性・発展性

事　業　目　標 事　業　概　要 事業実施結果
担当課評価コメント（課題及び次

年度の方向性等を含む）

事業名 熟年学級

担当課 水谷東公民館

基本目標 施　策　の　柱

基本目標① ライフステージに合わせた学習機会の充実 取組成果

基本目標③ 市民間交流の促進

実施手法

継続性・発展性

事　業　目　標 事　業　概　要 事業実施結果
担当課評価コメント（課題及び次

年度の方向性等を含む）

事業名 豆の木学校

担当課 水谷東公民館

基本目標 施　策　の　柱

基本目標② 新たな人材の発掘 取組成果

実施手法

継続性・発展性

３　次年度も

継続

３　十分な成果を挙げてい

る

２　手法は概ね適切である
本事業と関連のある他計画

第２次富士見市教育振興基本計画

3　次年度も継続

計　画　の　位　置　付　け 担当課評価

次世代を担う子どもたちの社会性の

育成や地域のなかでの繋がりをつく

り出し、人材育成を目的とする。

集団生活体験、レクリエーション活動の実施

対象：地域の小学生

時期：8・12月

会場：水谷東公民館　外

参加費：実費徴収

募集人数：－

継続年数：10年以上

事業予算額：10,000円（報償費）

連携・協力団体：おむすび少年団、参加者の保護者

新型コロナウイルス感染症の影響

により夏季事業は中止し冬季のみ

宿泊なしで開催。

時期：令和4年12月17日(土),18日

(日)

参加者数：児童23名　青年指導員

24名

参加費：300円

執行額（報償費）5,000円

連携・協力団体：おむすび少年

団、参加者の保護者

子どもたちが班ごとにスマホ等を

駆使して動画を作成し、最後に発

表会を行った。子どもたちは青年

指導員とともに楽しみながら異年

齢による集団生活を体験すること

ができた。地域の若者たちにつな

ぐ息の長い事業として今後も取り

組む。

個別事項評価 令和4年度の評価
継続性・

発展性

Ａ

３　次年度も

継続

３　十分な成果を挙げてい

る

２　手法は概ね適切である
本事業と関連のある他計画

第２次富士見市教育振興基本計画

第８期富士見市高齢者保健福祉計画
3　次年度も継続

富士見市地域福祉計画

計　画　の　位　置　付　け 担当課評価

高齢者の生きがいづくりを目的とす

る。

全体学習会と各部活動の実施

対象：60歳以上の地域住民

時期：6～3月

会場：水谷東公民館　外

参加費：500円

募集人数－

継続年数：10年以上

事業予算額：140,000円（報償費）

連携・協力団体：熟年学級運営委員会

受講者数：60名(60歳以上)

時期：令和4年6月～令和5年3月

全体会7回開催・参加者延べ286

名、クラブ活動9種目・参加者延

べ484名

参加費：500円

執行額（報償費）154,000円

連携・協力団体：熟年学級運営委

員会

全体会、クラブ活動とも予定どお

り実施でき、昨年度に比べ参加人

数が増加した。全体会内容の刷新

を図ったこともあり皆勤賞が増え

た。男性受講者の割合を増やすこ

とが課題となっている。

個別事項評価 令和4年度の評価
継続性・

発展性

Ａ

３　次年度も

継続

２　一定の成果を挙げてい

る

２　手法は概ね適切である
本事業と関連のある他計画

第２次富士見市教育振興基本計画

富士見市公共施設等総合管理方針
3　次年度も継続

富士見市公共施設個別施設計画

計　画　の　位　置　付　け 担当課評価

誰もが使いやすく、安全で快適に施

設が利用できるよう施設の維持管理

を図る。

設備の保守点検等各種業務の委託や修繕の適時発注、

備品の整備等

対象：－

時期：通年

会場：－

参加費：－

募集人数：－

継続年数：10年以上

事業予算額：5,939,000円

各種設備の保守点検、業務委託の

ほか、主な修繕として屋外配電盤

等修繕(858,000円)、避難誘導灯交

換修繕(225,500円)、空調室内機電

磁弁交換修繕(143,000円)を実施し

た。

安全で快適な施設提供を行うため

利用者の視点に立った設備更新や

維持管理に継続して努める。

個別事項評価 令和4年度の評価
継続性・

発展性

Ｂ
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事　業　目　標 事　業　概　要 事業実施結果
担当課評価コメント（課題及び次

年度の方向性等を含む）

事業名 水谷東ふれあいサロン運営事業

担当課 水谷東公民館

基本目標 施　策　の　柱

基本目標① ライフステージに合わせた学習機会の充実 取組成果

実施手法

継続性・発展性

事　業　目　標 事　業　概　要 事業実施結果
担当課評価コメント（課題及び次

年度の方向性等を含む）

事業名 水谷東文化祭

担当課 水谷東公民館

基本目標 施　策　の　柱

基本目標③ 学習成果の発表機会の充実 取組成果

基本目標③ 市民間交流の促進

実施手法

継続性・発展性

事　業　目　標 事　業　概　要 事業実施結果
担当課評価コメント（課題及び次

年度の方向性等を含む）

事業名 やなせ川いかだラリー

担当課 水谷東公民館

基本目標 施　策　の　柱

基本目標① ライフステージに合わせた学習機会の充実 取組成果

基本目標② 地域資源を活かした生涯学習の提供

実施手法

継続性・発展性

３　次年度も

継続

２　一定の成果を挙げてい

る

２　手法は概ね適切である
本事業と関連のある他計画

第２次富士見市教育振興基本計画

3　次年度も継続

計　画　の　位　置　付　け 担当課評価

地域を流れる柳瀬川を活用し、自然

や環境について学ぶ機会とするとと

もに、地域への愛着醸成を図る。

参加者が作製したいかだで川を下り、パフォーマンス

を競う

対象：一般

時期：7/24

会場：水谷東公民館、柳瀬川

参加費：無料

募集人数：－

継続年数：10年以上

事業予算額：170,365円（報償費等）

連携・協力団体：やなせ川いかだラリー実行委員会

時期：令和4年7月24日(日)

会場：志木大橋から東上線鉄橋手

前付近

出艇：7艇

参加費：市制施行50周年記念事業

として無料

執行額135,000円(報償費等)

３年ぶりに開催することができ、

各艇が個性に富んだパフォーマン

スを発揮して会場を盛り上げ、市

制施行５０周年記念事業に相応し

いにぎわいのある事業となった。

参加チームを増やせるよう気軽に

出艇できるような工夫が求められ

る。

個別事項評価 令和4年度の評価
継続性・

発展性

Ｂ

３　次年度も

継続

未実施

本事業と関連のある他計画

第２次富士見市教育振興基本計画

3　次年度も継続

計　画　の　位　置　付　け 担当課評価

公民利用団体等の活動成果を発表す

る機会を充実し、学習等の活動を深

めるとともに地域住民の交流を図

る。

展示、舞台、模擬店等

対象：一般

時期：11月予定

会場：水谷東公民館　外

参加費：－

募集人数：－

継続年数：10年以上

事業予算額：－

連携・協力団体：水谷東文化祭実行委員会

新型コロナウイルス感染症の影響

により中止

個別事項評価 令和4年度の評価
継続性・

発展性

未実施

３　次年度も

継続

２　一定の成果を挙げてい

る

２　手法は概ね適切である
本事業と関連のある他計画

第２次富士見市教育振興基本計画

健康ライフ☆ふじみ
3　次年度も継続

富士見市地域福祉計画

計　画　の　位　置　付　け 担当課評価

介護予防を目的とする。 各種介護予防事業の実施

対象：地域の高齢者

時期：通年 月～土

会場：水谷東ふれあいサロン

参加費：－

募集人数：－

継続年数：10年以上

事業予算額：－

連携・協力団体：水谷東ふれあいサロン運営委員会

新型コロナウイルス感染症の影響

により一部事業中止

介護予防関連施設「ふれあいサロ

ン」を活用した各種介護予防事業

の開催

ふれあいサロン運営委員会、各種

事業等延べ362回開催(3/15現在)

参加者延べ4,502名(3/15現在)

連携・協力団体：水谷東ふれあい

サロン運営委員会

各部会による様々な事業や気軽に

立ち寄れるサロン開放を実施して

いるほか、行政職も含めた地域関

係者が一堂に会して意見や情報交

換を実施する運営委員会を定期的

に開催するなど参加者の固定化が

見られるものの多角的な取組みが

行われており、地域の介護予防を

推進する拠点として今後も支援を

継続する。

個別事項評価 令和4年度の評価
継続性・

発展性

Ｂ
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事　業　目　標 事　業　概　要 事業実施結果
担当課評価コメント（課題及び次

年度の方向性等を含む）

事業名 親子体験事業

担当課 水谷東公民館

基本目標 施　策　の　柱

基本目標① ライフステージに合わせた学習機会の充実 取組成果

基本目標② 新たな人材の発掘

実施手法

継続性・発展性

事　業　目　標 事　業　概　要 事業実施結果
担当課評価コメント（課題及び次

年度の方向性等を含む）

事業名 地域問題学習会

担当課 水谷東公民館

基本目標 施　策　の　柱

基本目標③ 生涯学習を通じたまちづくりの推進 取組成果

実施手法

継続性・発展性

事　業　目　標 事　業　概　要 事業実施結果
担当課評価コメント（課題及び次

年度の方向性等を含む）

事業名 子育てサロン

担当課 水谷東公民館

基本目標 施　策　の　柱

基本目標① ライフステージに合わせた学習機会の充実 取組成果

基本目標② 地域の人材を活かした学習機会の提供

実施手法

継続性・発展性

３　次年度も

継続

２　一定の成果を挙げてい

る

２　手法は概ね適切である
本事業と関連のある他計画

第２次富士見市教育振興基本計画

3　次年度も継続

計　画　の　位　置　付　け 担当課評価

子育ての不安や孤立感の軽減を目的

とする。

交流の場として人形劇やコンサート等を実施

対象：乳幼児と保護者

時期：通年

会場：水谷東公民館

参加費：無料

募集人数：各回親子6組程度

継続年数：10年以上

事業予算額：91,000円（報償費）

連携・協力団体：公民館利用団体等

時期：毎月1回(8月除く)

会場：ふれあいサロン

参加者：延べ95名

執行額：76,000円(報償費)

参加者アンケートでは、楽しかっ

た、また参加したい、のんびり過

ごせて気分転換になったという声

が多く寄せられるとともに保護者

や子ども同士が交流できる場とし

てリピーターが多い。協力者であ

る子育てサロンサポーターの後継

者養成や人材の確保について検討

する必要がある。

個別事項評価 令和4年度の評価
継続性・

発展性

Ｂ

３　次年度も

継続

２　一定の成果を挙げてい

る

２　手法は概ね適切である
本事業と関連のある他計画

第２次富士見市教育振興基本計画

3　次年度も継続

計　画　の　位　置　付　け 担当課評価

地域課題について、学習する機会を

提供し、課題解決、まちづくり推進

を目的とする。

対象：一般

時期：未定

会場：水谷東公民館

参加費：－

募集人数：－

継続年数：10年以上

事業予算額：10,000円（報償費）

連携・協力団体：水谷東安心まちづくり協議会

時期：令和4年7月7日(木)

会場：多目的ホール

講師：㈳終活サポートセンター

杉森真哉氏（終活コーディネー

ター）、田辺学氏（生命保険・ラ

イフプランナー）

テーマ：今日からできる終活の勧

め

連携・協力団体：水谷東安心まち

づくり協議会

受講者アンケートでは「切実な老

後の問題を考えるよい機会だっ

た」「話がわかりやすく、いろい

ろな事例を聞くことができた」

等、好評を得た。今後も地域問題

の掘り起こしに向け、より多くの

住民の声の収集に努める。

個別事項評価 令和4年度の評価
継続性・

発展性

Ｂ

子ども公民館事業で実施

本事業と関連のある他計画

第２次富士見市教育振興基本計画

計　画　の　位　置　付　け 担当課評価

公民館活動への新たな参加者を増や

すことを目的とする。

陶芸、いけばな等の体験事業

対象：小学生親子

時期：未定

会場：水谷東公民館

参加費：－

募集人数：－

継続年数：新規

事業予算額：－

子ども公民館事業のなかで親子で

体験する事業（親子de陶芸）を組

み込み開催した。

個別事項評価 令和4年度の評価
継続性・

発展性

未実施
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事　業　目　標 事　業　概　要 事業実施結果
担当課評価コメント（課題及び次

年度の方向性等を含む）

事業名 音楽の夕べ

担当課 水谷東公民館

基本目標 施　策　の　柱

基本目標③ 市民間交流の促進 取組成果

実施手法

継続性・発展性

事　業　目　標 事　業　概　要 事業実施結果
担当課評価コメント（課題及び次

年度の方向性等を含む）

事業名 仙人体操教室

担当課 水谷東公民館

基本目標 施　策　の　柱

基本目標① ライフステージに合わせた学習機会の充実 取組成果

実施手法

継続性・発展性

事　業　目　標 事　業　概　要 事業実施結果
担当課評価コメント（課題及び次

年度の方向性等を含む）

事業名 水谷東イエローカフェ

担当課 水谷東公民館

基本目標 施　策　の　柱

基本目標③ 市民間交流の促進 取組成果

実施手法

継続性・発展性

２　次年度の

取組は未定

２　一定の成果を挙げてい

る

１　見直しが必要である
本事業と関連のある他計画

第２次富士見市教育振興基本計画

2　次年度の取組は未定

計　画　の　位　置　付　け 担当課評価

地域交流の場として、誰もが気軽に

公民館に来館できる雰囲気づくりを

目的とする。

対象：一般

時期：6/26

会場：水谷東公民館

参加費：無料

募集人数：－

継続年数：2年

事業予算額：－

連携・協力団体：公民館運営審議会委員

時期：令和4年6月26日(日)

会場：多目的ホール

内容：飲み物（コーヒー、お茶）

の提供、ギター弾語り

参加者数：72名

参加費：無料

昨年で任期満了となった前期公民

館運営審議会委員との連携により

開催した。コロナ禍で人との交流

が減少している中、地域の人同士

が気軽にふれあえる機会の提供に

努めることができた。今後の開催

については、連携・協力体制を含

め運営方法の工夫など検討する必

要がある。

個別事項評価 令和4年度の評価
継続性・

発展性

Ｃ

３　次年度も

継続

３　十分な成果を挙げてい

る

２　手法は概ね適切である
本事業と関連のある他計画

第２次富士見市教育振興基本計画

3　次年度も継続

計　画　の　位　置　付　け 担当課評価

地域住民の心身の健康増進と交流。 対象：一般

時期：未定

会場：水谷東公民館

参加費：－

募集人数：－

継続年数：3年

事業予算額：20,000円（報償費）

連携・協力団体：

時期：令和5年1月19日、26日、2

月2日

会場：多目的ホール

参加者数：延べ26名

講師：溝越優貴子氏（健康管理

士）

内容：仙人体操（タイ式ヨガ）

執行額：15,000円

個人に合わせた無理のない動きで

自然に心身のリフレッシュにつな

がり、リピーター参加が多く定評

を得ている。世代や男女を問わず

参加しやすい体操のため参加者が

広がるよう工夫に努める。

個別事項評価 令和4年度の評価
継続性・

発展性

Ａ

３　次年度も

継続

３　十分な成果を挙げてい

る

２　手法は概ね適切である
本事業と関連のある他計画

第２次富士見市教育振興基本計画

3　次年度も継続

計　画　の　位　置　付　け 担当課評価

生演奏と音楽に触れ、地域交流を図

る。

対象：一般

時期：12月

会場：水谷東公民館

参加費：－

募集人数：－

継続年数：10年以上

事業予算額：30,000円（報償費）

連携・協力団体：町会

時期：令和4年12月3日(土)

会場：多目的ホール

参加人数：56名

内容　水谷東１丁目ハーモニカク

ラブ「オールドダックス」による

ハーモニカ合奏、合唱

※事業終了後、４町会による

「イルミネーション点灯式」

実施

執行額10,000円(報償費)

音楽の夕べ終了後のイルミネー

ション点灯式と併せ冬の風物詩と

して地域に定着しており今後も継

続する。

個別事項評価 令和4年度の評価
継続性・

発展性

Ａ
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事　業　目　標 事　業　概　要 事業実施結果
担当課評価コメント（課題及び次

年度の方向性等を含む）

事業名 水谷東安心まちづくり協議会との連携・支援

担当課 水谷東公民館

基本目標 施　策　の　柱

基本目標③ 生涯学習を通じたまちづくりの推進 取組成果

実施手法

継続性・発展性

事　業　目　標 事　業　概　要 事業実施結果
担当課評価コメント（課題及び次

年度の方向性等を含む）

事業名 公民館運営審議会水谷東地区会議

担当課 水谷東公民館

基本目標 施　策　の　柱

基本目標① 市民との協働による事業の充実 取組成果

基本目標① 推進体制の充実

基本目標② 新たな人材の発掘

基本目標③ 市民間交流の促進 実施手法

継続性・発展性

事　業　目　標 事　業　概　要 事業実施結果
担当課評価コメント（課題及び次

年度の方向性等を含む）

事業名 縄文の森コンサート

担当課 水子貝塚資料館

基本目標 施　策　の　柱

基本目標② 地域資源を活かした生涯学習の提供 取組成果

実施手法

継続性・発展性

３　次年度も

継続

未実施

本事業と関連のある他計画

第２次富士見市教育振興基本計画

3　次年度も継続

計　画　の　位　置　付　け 担当課評価

水子貝塚公園を活用し、市民に本物

の楽器、楽曲に親しんでいただくこ

とを目的とする。

毎年、伝統的な楽器を使用した演奏会を実施してい

る。

対象：一般

時期：未定

会場：水子貝塚公園内展示館

参加費：－

募集人数：－

継続年数：10年以上

事業予算額：20,000円

（報償費）

新型コロナウイルス感染症の影響

により中止

新型コロナウイルス対策のため、

今年度は中止となった。

今後は実施手法を検討し、事業目

標の達成を目指す。

個別事項評価 令和4年度の評価
継続性・

発展性

未実施

３　次年度も

継続

２　一定の成果を挙げてい

る

２　手法は概ね適切である
本事業と関連のある他計画

第2次富士見市教育振興基本計画

3　次年度も継続

計　画　の　位　置　付　け 担当課評価

水谷東公民館の運営・事業・施設維

持管理等についての課題を中心に意

見交換、協議を行うことを通じて、

各種事業展開に活かしていく。

公民館利用団体や各種地域団体から選出された4人の

委員により、概ね年4回の審議会を開催。

継続年数：10年以上

事業予算額：鶴瀬公民館の予算から支出

令和4年7月19日全体会にて今期委

員委嘱状交付

第1回地区会議10月5日

・公民館運営審議会委員について

・事業報告・予定について

第2回地区会議2月9日

・事業報告・予定について

・富士見の公民館について

今期の新たなメンバーで各種事業

の状況について情報共有し意見交

換を行う機会となった。利用者の

立場や市民目線から公民館の各種

事業をはじめ、施設・設備も含め

幅広く意見や考えをうかがい今後

の運営に生かす。

個別事項評価 令和4年度の評価
継続性・

発展性

Ｂ

３　次年度も

継続

３　十分な成果を挙げてい

る

２　手法は概ね適切である
本事業と関連のある他計画

第２次富士見市教育振興基本計画

3　次年度も継続

計　画　の　位　置　付　け 担当課評価

連携、支援により地域のまちづくり

推進を図る。

対象：－

時期：通年

会場：－

参加費：－

募集人数：－

継続年数：9年

事業予算額：－

連携・協力団体：水谷東安心まちづくり協議会

地域連絡会議や各部会(5部会)の開

催、広報つなぐの発行、安心安全

ネットワーク会議や水谷東地域支

え愛隊の活動等各種事業の実施に

加え、まちづくり協議会発足10周

年を迎え10周年記念誌「つなぐ」

発行、10周年記念式典を挙行。ち

びっこフェスティバル、水谷中吹

奏楽部クリスマスコンサートを初

開催。構成員数：まち協役員20

人、部会員76人

水谷東安心まちづくり協議会の発

足１０周年を迎えるとともに、コ

ロナ禍で中止していた合同防災訓

練や安心安全ネットワーク会議な

どを３年ぶりに実施することがで

きた。住民主体のまちづくりを推

進するため、今後も地域の拠点施

設である公民館が事務局として活

動の連携支援を実施する。

個別事項評価 令和4年度の評価
継続性・

発展性

Ａ
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事　業　目　標 事　業　概　要 事業実施結果
担当課評価コメント（課題及び次

年度の方向性等を含む）

事業名 体験！いつでもセブン

担当課 水子貝塚資料館

基本目標 施　策　の　柱

基本目標① ライフステージに合わせた学習機会の充実 取組成果

基本目標② 地域資源を活かした生涯学習の提供

基本目標③ 市民間交流の促進

実施手法

継続性・発展性

事　業　目　標 事　業　概　要 事業実施結果
担当課評価コメント（課題及び次

年度の方向性等を含む）

事業名 土曜おもしろミューズランド

担当課 水子貝塚資料館

基本目標 施　策　の　柱

基本目標① ライフステージに合わせた学習機会の充実 取組成果

基本目標② 地域資源を活かした生涯学習の提供

基本目標② 地域の人材を活かした学習機会の提供

基本目標③ 学習成果の活用機会の創出 実施手法

継続性・発展性

事　業　目　標 事　業　概　要 事業実施結果
担当課評価コメント（課題及び次

年度の方向性等を含む）

事業名 夏休み縄文体験

担当課 水子貝塚資料館

基本目標 施　策　の　柱

基本目標② 地域資源を活かした生涯学習の提供 取組成果

基本目標③ 市民間交流の促進

実施手法

継続性・発展性

３　次年度も

継続

３　十分な成果を挙げてい

る

２　手法は概ね適切である
本事業と関連のある他計画

第２次富士見市教育振興基本計画

3　次年度も継続

計　画　の　位　置　付　け 担当課評価

縄文時代の生活を体験してもらうこ

とで、地元の当時の歴史に興味を

持ってもらうことを目的とする。

毎年夏休み期間中に、火起こしや土器づくりなど縄文

時代の生活を体験することができる。

対象：小学4～6年生

時期：７月

会場：水子貝塚資料館

参加費：1,000円

募集人数：15人

継続年数：10年以上

事業予算額：20,000円（報償費）、10,000円（消耗品

費）

連携・協力団体：資料館友の会（土器づくり部会）、

市民学芸員

日時：７月２３日

会場：水子貝塚公園・資料館

内容：土器づくり、骨角器づく

り、弓矢体験、夜の自然観察会な

ど

参加人数：１７人

事業決算額：２０,０００円

新型コロナウイルスの影響により

３年ぶりの開催となったが、募集

人数を上回る応募があった。土器

づくり、、火おこし体験などの縄

文体験に加えて、夜の自然観察会

も行ったため、参加者の満足度は

高かった。

個別事項評価 令和4年度の評価
継続性・

発展性

Ａ

３　次年度も

継続

３　十分な成果を挙げてい

る

２　手法は概ね適切である
本事業と関連のある他計画

第２次富士見市教育振興基本計画

3　次年度も継続

計　画　の　位　置　付　け 担当課評価

身近な素材で手軽にできる体験を実

施し、水子貝塚公園に親しんでもら

うとともに、地域の歴史や文化を学

んでもらうことを目的とする。

毎月1～2回、土曜日に身近な材料で手軽にできる様々

な体験を行っている。

対象：一般

時期：毎月１～２回

会場：水子貝塚資料館

参加費：100～300円程度

募集人数：－

継続年数：10年以上

連携・協力団体：市民学芸員

日時：毎月１～２回、土曜日

会場：水子貝塚公園・資料館

内容：はにわづくり、ミニチュア

土器づくりなど

参加人数：延べ361人

事業決算額：０円

コロナ禍による人数制限の中で

も、多くの方に参加いただけた。

今後は現在あるメニューに加え

て、新たなメニューを考える必要

がある。

個別事項評価 令和4年度の評価
継続性・

発展性

Ａ

３　次年度も

継続

３　十分な成果を挙げてい

る

２　手法は概ね適切である
本事業と関連のある他計画

第２次富士見市教育振興基本計画

3　次年度も継続

計　画　の　位　置　付　け 担当課評価

誰もが楽しめる体験を実施し、地域

の歴史や文化を学んでもらうととも

に、市民間交流の促進を図る。

土・日曜日、祝日や春休みなどの長期休暇中に、まが

玉づくりや古代の鏡づくりなどの体験を行っている。

対象：市民

時期：随時

会場：水子貝塚資料館

参加費：無料～800円

募集人数：－

継続年数：10年以上

事業予算額：10,000円

連携・協力団体：市民学芸員

日時：通年（土日祝、長期休暇

中）

会場：水子貝塚資料館

内容：まが玉づくり、古代の鏡づ

くり、火おこし体験など７種類

参加人数：延べ1076人

事業決算額：０円

コロナ禍による人数制限の中でも

多くの方々に参加いただけた。今

後も実施方法をより工夫し、多く

の方に参加していただけるように

したい。

個別事項評価 令和4年度の評価
継続性・

発展性

Ａ
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事　業　目　標 事　業　概　要 事業実施結果
担当課評価コメント（課題及び次

年度の方向性等を含む）

事業名 ふじみ考古学教室

担当課 水子貝塚資料館

基本目標 施　策　の　柱

基本目標② 地域資源を活かした生涯学習の提供 取組成果

基本目標③ 市民間交流の促進

実施手法

継続性・発展性

事　業　目　標 事　業　概　要 事業実施結果
担当課評価コメント（課題及び次

年度の方向性等を含む）

事業名 土器づくり教室

担当課 水子貝塚資料館

基本目標 施　策　の　柱

基本目標① ライフステージに合わせた学習機会の充実 取組成果

基本目標② 地域資源を活かした生涯学習の提供

基本目標③ 市民間交流の促進

実施手法

継続性・発展性

事　業　目　標 事　業　概　要 事業実施結果
担当課評価コメント（課題及び次

年度の方向性等を含む）

事業名 ふじみジュニア考古学クラブ

担当課 水子貝塚資料館

基本目標 施　策　の　柱

基本目標② 地域資源を活かした生涯学習の提供 取組成果

基本目標③ 市民間交流の促進

実施手法

継続性・発展性

３　次年度も

継続

３　十分な成果を挙げてい

る

２　手法は概ね適切である
本事業と関連のある他計画

第２次富士見市教育振興基本計画

3　次年度も継続

計　画　の　位　置　付　け 担当課評価

考古学についての基礎学習や体験を

通して、富士見市の歴史や遺跡に興

味をもってもらうことを目的とす

る。

大学の教授や資料館職員が講師となり、考古学につい

て講義や体験を通して楽しく学ぶ。

対象：小学４～６年生

時期：10～12月

会場：水子貝塚資料館他

参加費：300円程度

募集人数：15人

継続年数：9年

事業予算額：25,000円

　　　　　　（報償費）

日時：１０月２９日、１１月５

日、１２日、２６日、１２月１０

日

会場：水子貝塚資料館・公園

講師：佐々木由香氏（金沢大学古

代文明・文化資源学研究所特任准

教授）（第１回）・当館学芸員

内容：大学の先生による講義、収

蔵資料の調査・展示など

参加人数：１７人

事業決算額：２０,０００円

新型コロナウイルス感染症拡大防

止の対策の中でも定員を上回る応

募をいただき、全５回開催するこ

とができた。アンケートの中でも

楽しかったや来年も参加したいと

いう意見が多く、参加者の満足度

は高かった。今後は、より多くの

参加者を受け入れることのできる

体制を作っていくことが必要であ

る。

個別事項評価 令和4年度の評価
継続性・

発展性

Ａ

３　次年度も

継続

３　十分な成果を挙げてい

る

２　手法は概ね適切である
本事業と関連のある他計画

第２次富士見市教育振興基本計画

3　次年度も継続

計　画　の　位　置　付　け 担当課評価

　土器づくりの一連の作業（粘土こ

ねから焼成まで）を行うことによっ

て、地域の歴史や文化を学んでもら

うことを目的とする。

富士見市内の遺跡から出土した縄文土器をモデルに土

器の製作を行う(全４回）。

対象：一般

時期：１～２月

会場：水子貝塚資料館

参加費：500円

募集人数：15人

継続年数：10年以上

事業予算額：40,000円（報償費）

連携・協力団体：資料館友の会（土器づくり部会）

日時：１２月４日、１８日、２５

日、１月２２日

会場：水子貝塚資料館・公園

内容：縄文土器の製作

参加人数：１６人

連携・協力団体：資料館友の会

（土器づくり部会）

事業決算額：４０,０００円

新型コロナウイルス感染症拡大防

止の対策の中でも定員を上回る応

募をいただき、粘土こねから土器

の焼成まで全４回開催することが

できた。土器づくりを通して、地

域の歴史や文化を学んでもらうこ

とができた。

個別事項評価 令和4年度の評価
継続性・

発展性

Ａ

３　次年度も

継続

３　十分な成果を挙げてい

る

２　手法は概ね適切である
本事業と関連のある他計画

第２次富士見市教育振興基本計画

3　次年度も継続

計　画　の　位　置　付　け 担当課評価

毎年度の企画展のテーマに合わせた

講演会を実施し、市民が文化財に親

しんでもらうことを目的とする。

毎年度の企画展のテーマに沿った講演会を実施する。

対象：一般

時期：未定

会場：水子貝塚資料館

参加費：ー

募集人数：30人

継続年数：10年以上

事業予算額：25,000円

　　　　　　（報償費）

日時：３月２１日

会場：水子貝塚資料館学習室

講師：高橋龍三郎氏（早稲田大学

文学学術院教授）

内容：縄文時代の集落について

参加人数：３３人

事業決算額：３０,０００円

令和４年度企画展に関連して縄文

時代の集落に関する講演をしてい

ただいた。定員を上回る応募をい

ただき、関心の高さがうかがえ

た。専門家による講演は、企画展

のテーマをより深く参加者に伝え

ることができるため、今後も継続

していく。

個別事項評価 令和4年度の評価
継続性・

発展性

Ａ
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事　業　目　標 事　業　概　要 事業実施結果
担当課評価コメント（課題及び次

年度の方向性等を含む）

事業名 水子貝塚星空シアター

担当課 水子貝塚資料館

基本目標

基本目標① ライフステージに合わせた学習機会の充実 取組成果

基本目標② 地域資源を活かした生涯学習の提供

基本目標③ 市民間交流の促進

実施手法

継続性・発展性

事　業　目　標 事　業　概　要 事業実施結果
担当課評価コメント（課題及び次

年度の方向性等を含む）

事業名 市民学芸員育成事業

担当課 水子貝塚資料館

基本目標

基本目標② 地域資源を活かした生涯学習の提供 取組成果

基本目標② 地域の人材を活かした学習機会の提供

基本目標③ 学習成果の活用機会の創出

実施手法

継続性・発展性

事　業　目　標 事　業　概　要 事業実施結果 担当課評価コメント（課題含む）

事業名 資料館友の会協働事業

担当課 水子貝塚資料館

基本目標

基本目標① 学習環境の整備 取組成果

基本目標② 地域資源を活かした生涯学習の提供

基本目標② 地域の人材を活かした学習機会の提供

基本目標③ 学習成果の活用機会の創出 実施手法

基本目標③ 市民間交流の促進

継続性・発展性

３　次年度も

継続

３　十分な成果を挙げてい

る

２　手法は概ね適切である
本事業と関連のある他計画

第２次富士見市教育振興基本計画

3　次年度も継続

計　画　の　位　置　付　け 担当課評価

体験教室や先人たちの技術を学び、

市民の生涯学習の推進と向上を図

る。

資料館友の会と協働で展示などを開催している。

対象：資料館友の会

時期：随時

会場：水子貝塚資料館他

参加費：－

募集人数：－

継続年数：10年以上

事業予算額：10,000円（消耗品費）

連携・関連団体：資料館友の会

日時：通年

会場：水子貝塚公園

内容：土器づくり、体験教室への

協力

参加人数：１０人

事業決算額：０円

当館主催の体験事業における技術

的な指導などを依頼しており、事

業開催に欠かせない存在になって

いる。

また会員が自主的に活動を行って

おり、その成果を資料館の展示等

を通じて公表している。

個別事項評価 令和4年度の評価
継続性・

発展性

Ａ

３　次年度も

継続

３　十分な成果を挙げてい

る

２　手法は概ね適切である
本事業と関連のある他計画

第２次富士見市教育振興基本計画

3　次年度も継続

計　画　の　位　置　付　け 担当課評価

生涯学習社会にふさわしい市民に開

かれた資料館事業を市民とともに創

出することを目的とする。

生涯学習社会に相応しい市民に開かれた資料館事業を

市民と共に創出するため、市民学芸員の育成を行う。

対象：市民学芸員

時期：随時

会場：水子貝塚資料館

参加費：－

募集人数：－

継続年数：10年以上

事業予算額：360,800円（報償費）

連携・協力団体：市民学芸員

日時：通年

会場：水子貝塚公園

内容：展示館ガイド、各事業への

協力

参加人数：３４人

事業決算額：－円（実施中のため

未定）

土日祝の園内ガイド、学校見学の

対応、各事業への協力など活動日

数がコロナ禍前に戻りつつある。

資料館事業の遂行には欠かせない

存在であり、来年度に第９期の募

集になるため、活動を継続して行

うための工夫が必要である。

個別事項評価 令和4年度の評価
継続性・

発展性

Ａ

３　次年度も

継続

３　十分な成果を挙げてい

る

２　手法は概ね適切である
本事業と関連のある他計画

第２次富士見市教育振興基本計画

3　次年度も継続

計　画　の　位　置　付　け 担当課評価

水子貝塚公園を活用し、市民間交流

の推進を図るとともに、地域の歴史

や文化を学んでもらうことを目的と

する。

毎年9月の第1土曜日に、水子貝塚公園を会場に実施し

ている。広場での縄文体験や御神輿などの行列、ス

テージでの和太鼓の演奏やミニライブ、そして、夜に

は野外での映画鑑賞といった様々なイベントがある。

対象：一般

時期：9月第１土曜日

会場：水子貝塚公園

参加費：ー

募集人数：ー

継続年数：10年以上

事業予算額：

　42,000円（消耗品費）

　1,398,000円（水子貝塚　星空シアター補助金）

連携協力団体：水子貝塚星空シアター実行委員会・市

民学芸員

日時：９月３日

会場：水子貝塚公園

参加人数：延べ１２００人

内容：野外映画鑑賞会、ステー

ジ、縄文体験など

補助金の交付先：水子貝塚星空シ

アター実行委員会

事業決算額：

４２,０００円（消耗品費）

１,３９８,０００円（水子貝塚

星空シアター補助金）

連携協力団体：水子貝塚星空シア

ター実行委員会・市民学芸員・資

料館友の会

新型コロナウイルス感染症の影響

で３年ぶりの開催となった。野外

映画鑑賞の人数制限など例年通り

の開催とはならなかったものの、

多くの方々に参加していただくこ

とができた。また、ららぽーと富

士見と連携してセレモニーの配

信、野外映画の同時上映という初

めての試みを実施した。今後は、

内容を含めて、以前のように戻し

ていくことを検討する。

個別事項評価 令和4年度の評価
継続性・

発展性

Ａ
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事　業　目　標 事　業　概　要 事業実施結果
担当課評価コメント（課題及び次

年度の方向性等を含む）

事業名 水子貝塚資料館企画展展示事業

担当課 水子貝塚資料館

基本目標

基本目標① 学習環境の整備 取組成果

基本目標② 地域資源を活かした生涯学習の提供

基本目標③ 学習成果の発表機会の充実

基本目標③ 学習成果の活用機会の創出 実施手法

継続性・発展性

事　業　目　標 事　業　概　要 事業実施結果
担当課評価コメント（課題及び次

年度の方向性等を含む）

事業名 難波田城公園まつり

担当課 難波田城資料館

基本目標 施　策　の　柱

基本目標② 地域資源を活かした生涯学習の提供 取組成果

基本目標② 地域の人材を活かした学習機会の提供

基本目標③ 市民間交流の促進

基本目標③ 学習成果の活用機会の創出 実施手法

継続性・発展性

事　業　目　標 事　業　概　要 事業実施結果
担当課評価コメント（課題及び次

年度の方向性等を含む）

事業名 ふるさと体験

担当課 難波田城資料館

基本目標 施　策　の　柱

基本目標① ライフステージに合わせた学習機会の充実 取組成果

基本目標② 地域資源を活かした生涯学習の提供

基本目標② 地域の人材を活かした学習機会の提供

実施手法

継続性・発展性

３　次年度も

継続

２　一定の成果を挙げてい

る

２　手法は概ね適切である
本事業と関連のある他計画

第２次富士見市教育振興基本計画

3　次年度も継続

計　画　の　位　置　付　け 担当課評価

地域の伝統行事や暮らしの知恵など

を先人たちから学び、伝統行事や先

人たちの技術、知恵などを学ぶ機会

とする。

関係団体・協力者の支援を受けながら、古民家での味噌づ

くりや藍の生葉染めなどの体験教室を実施。

対象：一般

時期：8月～3月

会場：難波田城公園

参加費：300円～2,000円

募集人数：10人～30人

継続年数：21年

事業予算額：15,000円

日時：7/24、9/23、12/27、2/25

会場：難波田城公園内

講師：市民学芸員・近隣農家

参加人数：延べ60人

委託先：ー

事業決算額：16,000円

今年度予定していた全ての体験を

予定通り実施できた。

感染拡大防止の関係で、試食等に

制限を設けることもあったが、概

ね例年通りに戻りつつある。

今後は参加人数も含めて以前のよ

うに戻していくことを検討する。

個別事項評価 令和4年度の評価
継続性・

発展性

Ｂ

３　次年度も

継続

２　一定の成果を挙げてい

る

２　手法は概ね適切である
本事業と関連のある他計画

第２次富士見市教育振興基本計画

3　次年度も継続

計　画　の　位　置　付　け 担当課評価

難波田城公園を活用し、地域の歴史

や文化、伝統行事などを学ぶととも

に、市民間交流の促進を図る。

毎年６月の第1日曜日に、難波田城公園を会場に実施。古民家の

庭での芸能発表や、古民家内での拓本・紙芝居などの体験や実

演、武者行列・火縄銃演武といった様々なイベントを実施する。

活用推進協議会への補助事業として実施　　　　　　対象：一般

時期：6月6日（日）

会場：難波田城公園

参加費：－

募集人数：－

継続年数：21年

事業予算額：267,000

日時：10/23（日）

会場：難波田城公園内

参加人数：延べ1600人

補助金の交付先：難波田城公園活

用推進協議会

事業決算額：－円（まつり以外の

事業についても協働しているため

決算書未領）

今年度は新型コロナウイルス第7

波の影響を受け、10月に延期して

実施した。

大掛かりな宣伝は控えていたが、

久しぶりのイベントということも

あり多くの来客があった。

2年ぶりの開催であり運営経験の

ない職員・市民ボランティアがい

たため、今年度の経験を活かし来

年度はスムーズな運営を目指して

いく。

個別事項評価 令和4年度の評価
継続性・

発展性

Ｂ

３　次年度も

継続

３　十分な成果を挙げてい

る

２　手法は概ね適切である
本事業と関連のある他計画

第２次富士見市教育振興基本計画

3　次年度も継続

計　画　の　位　置　付　け 担当課評価

収蔵資料についての研究成果を企画

展として発表し、市民に知っていた

だくことで、地域の歴史を学んでも

らうことを目的とする。

毎年、収蔵資料の研究成果等を、テーマに沿って発表

する企画展を実施。

対象：一般

時期：未定

会場：水子貝塚資料館

参加費：－

募集人数：ー

継続年数：10年以上

事業予算額：5000円（報償費）

58,000円（消耗品費）

189,000円（展示委託）

日時：令和５年３月１８日～６月

１８日

会場：水子貝塚資料館

内容：打越遺跡～富士見市のもう

ひとつの縄文前期・大規模集落跡

～

委託先：株式会社トリアド工房

事業決算額：１８５,９００円（委

託料）

　　　　　　ー円（印刷製本費実

施中のため未定）

令和４年度は市内の打越遺跡につ

いて展示を行った。

企画展示事業開催により、見学

者・来館者の増加につながってい

る。

継続的に開催するために、内容・

テーマなどに工夫が必要と考えら

れる。

個別事項評価 令和4年度の評価
継続性・

発展性

Ａ
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事　業　目　標 事　業　概　要 事業実施結果
担当課評価コメント（課題及び次

年度の方向性等を含む）

事業名 ちょこっと体験

担当課 難波田城資料館

基本目標 施　策　の　柱

基本目標① ライフステージに合わせた学習機会の充実 取組成果

基本目標② 地域の人材を活かした学習機会の提供

実施手法

継続性・発展性

事　業　目　標 事　業　概　要 事業実施結果
担当課評価コメント（課題及び次

年度の方向性等を含む）

事業名 難波田城資料館企画展展示事業

担当課 難波田城資料館

基本目標 施　策　の　柱

基本目標② 地域資源を活かした生涯学習の提供 取組成果

実施手法

継続性・発展性

事　業　目　標 事　業　概　要 事業実施結果
担当課評価コメント（課題及び次

年度の方向性等を含む）

事業名 マイミュージアム事業

担当課 難波田城資料館

基本目標 施　策　の　柱

基本目標① 市民との協働による事業の充実 取組成果

基本目標③ 学習成果の発表機会の充実

基本目標③ 学習成果の活用機会の創出

実施手法

継続性・発展性

３　次年度も

継続

２　一定の成果を挙げてい

る

２　手法は概ね適切である
本事業と関連のある他計画

第２次富士見市教育振興基本計画

3　次年度も継続

計　画　の　位　置　付　け 担当課評価

市民の作品などを発表する場を設け

ることで、発表者・見学する市民双

方のための生涯学習の場とする。

資料館主催展示がない期間に、市民の作品や学習成果を発

表する場として特別展示室を貸与する。　　　　対象：一

般

時期：資料館主催企画展のない時期

会場：難波田城資料館特別展示室

参加費：－

募集人数：－

継続年数：21年

事業予算額：－

日時：8/2－8/28、8/30－9/25、

2/4～2/19

会場：難波田城資料館特別展示室

講師：ー

参加人数：ー

委託先：ー

事業決算額：　ー　円

当館市民学芸員が属する「古城の

会」の研究発表展示、市民が公園

内や市内の景色を水彩画で表した

「難波田城公園　その魅力」、

「南畑幼稚園園児作品展」にて会

場を貸出。多く来館者が楽しむ姿

が見てとれた。今後も、市民の作

品などの発表の場を設けていく。

個別事項評価 令和4年度の評価
継続性・

発展性

Ｂ

３　次年度も

継続

３　十分な成果を挙げてい

る

２　手法は概ね適切である
本事業と関連のある他計画

第２次富士見市教育振興基本計画

3　次年度も継続

計　画　の　位　置　付　け 担当課評価

収集した文化財や収蔵資料について

の研究成果を企画展として発表し、

市民に知っていただくことで、地域

の歴史を学ぶ機会とする。

毎年春と秋に、収集した文化財や収蔵資料の研究成果を発

表する企画展を実施。

対象：一般

時期：10月～1月(秋)、3月～6月(春)

会場：難波田城資料館特別展示室

参加費：－

募集人数：－

継続年数：21年

事業予算額：800,000円

日時：10/15～1/9、3/11～6/11

会場：難波田城資料館特別展示室

講演会講師：山田慎也

参加人数：ー

委託先：ー

事業決算額：814,300円

秋は富士見市の市制50周年にちな

んだ写真展、春は葬送をテーマ

に、企画展を開催。来場者に富士

見の歴史の一端を知ってもらうこ

とができた。秋の企画展で使用し

た資料は別の公共施設でも巡回展

示を行った。今後も展示という形

で収蔵資料を市民に還元し、富士

見の歴史を学んでもらう機会を創

出する。

個別事項評価 令和4年度の評価
継続性・

発展性

Ａ

３　次年度も

継続

３　十分な成果を挙げてい

る

２　手法は概ね適切である
本事業と関連のある他計画

第２次富士見市教育振興基本計画

3　次年度も継続

計　画　の　位　置　付　け 担当課評価

幼児から大人まで楽しめる体験を実

施し、地域の歴史や文化を学ぶ機会

とする。

土曜日、日曜日、祝日に、ブンブンゴマづくりやジュズダ

マの腕輪づくりなどの簡単にできる体験を実施。

対象：一般

時期：土日祝日

会場：難波田城公園

参加費：無料～200円

募集人数：－

継続年数：19年

事業予算額：25,000円

日時：通年(土日)

会場：難波田城公園

協力者：市民学芸員等

参加人数：延べ1547人

委託先：ー

事業決算額：20,000円

昨年度行っていた事前予約制によ

る人数制限を撤廃し、実施日も土

日のどちらか週1回だったところ

を事業と被らない限り土日両方に

したところ、参加者はほぼ例年通

りに戻っている。

今後は例年通り祝日の実施も検討

する。

個別事項評価 令和4年度の評価
継続性・

発展性

Ａ
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事　業　目　標 事　業　概　要 事業実施結果
担当課評価コメント（課題及び次

年度の方向性等を含む）

事業名 市民学芸員育成事業（再掲）

担当課 難波田城資料館

基本目標

基本目標② 地域資源を活かした生涯学習の提供 取組成果

基本目標③ 学習成果の活用機会の創出

実施手法

継続性・発展性

事　業　目　標 事　業　概　要 事業実施結果 担当課評価コメント（課題含む）

事業名 資料館友の会協働事業（再掲）

担当課 難波田城資料館

基本目標

基本目標② 地域資源を活かした生涯学習の提供 取組成果

基本目標② 地域の人材を活かした学習機会の提供

基本目標③ 学習成果の活用機会の創出

基本目標③ 市民間交流の促進 実施手法

継続性・発展性

事　業　目　標 事　業　概　要 事業実施結果
担当課評価コメント（課題及び次

年度の方向性等を含む）

事業名 田んぼ体験隊

担当課 難波田城資料館

基本目標

基本目標① ライフステージに合わせた学習機会の充実 取組成果

基本目標① 市民との協働による事業の充実

基本目標② 地域資源を活かした生涯学習の提供

実施手法

継続性・発展性

３　次年度も

継続

２　一定の成果を挙げてい

る

２　手法は概ね適切である
本事業と関連のある他計画

第2次富士見市教育振興基本計画

3　次年度も継続

計　画　の　位　置　付　け 担当課評価

昔ながらの手法で米作りを体験する

ことで、先人たちの知恵を学ぶと共

に、食物の大切さを学ぶ。

毎年5月から12月にかけて難波田城公園内の田んぼで実

施。種まきから田植え、稲刈り、脱穀、餅つきまで、昔な

がらの手法で米作りを体験してもらう。主な参加者は親

子。　　　　　　　対象：一般

時期：5月～12月

会場：難波田城公園

参加費：1,000円

募集人数：15組（約50人）

継続年数：20年

事業予算額：10,000円

日時：5月～12月

会場：難波田城公園

講師：近隣農家

参加人数：15組(最大45人)

委託先：ー

事業決算額：10,000円

参加者が昔ながらの米作りを体験

し、食のありがたさを考える様子

が見てとれた。

昨年度は密にならないよう2部制

で実施していたところを全員一斉

参加に戻し、その場での試食を行

うなど、徐々にコロナ禍前の事業

内容に戻していっている。

個別事項評価 令和4年度の評価
継続性・

発展性

Ｂ

３　次年度も

継続

３　十分な成果を挙げてい

る

２　手法は概ね適切である
本事業と関連のある他計画

第2次富士見市教育振興基本計画

3　次年度も継続

計　画　の　位　置　付　け 担当課評価

体験教室や先人たちの技術を学び、

市民の生涯学習の推進と向上を図

る。

資料館友の会と協働で竹かご教室、拓本教室、はたおり教

室、糸つむぎ体験、ふるさと探訪などを開催。　対象：一

般

時期：－

会場：難波田城公園

参加費：無料～1,000円

募集人数：8人～30人

継続年数：21年

事業予算額：30,000円

日時：通年

会場：水子貝塚公園

内容：土器づくり、体験教室への

協力

参加人数：１０人

事業決算額：０円

当館主催の体験事業における技術

的な指導などを依頼しており、事

業開催に欠かせない存在になって

いる。

また会員が自主的に活動を行って

おり、その成果を資料館の展示等

を通じて公表している。

個別事項評価 令和4年度の評価
継続性・

発展性

Ａ

３　次年度も

継続

３　十分な成果を挙げてい

る

２　手法は概ね適切である
本事業と関連のある他計画

第2次富士見市教育振興基本計画

3　次年度も継続

計　画　の　位　置　付　け 担当課評価

生涯学習社会にふさわしい市民に開

かれた資料館事業を市民と共に創出

する。

研修を行い、市民学芸員の育成を行う。市民学芸員は史跡

公園のガイドや体験イベントの支援を行う。　　　対象：

市民学芸員

時期：通年

会場：難波田城公園

参加費：－

募集人数：－

継続年数：21年

事業予算額：198,000円

日時：通年

会場：水子貝塚公園

内容：展示館ガイド、各事業への

協力

参加人数：３４人

事業決算額：－円（実施中のため

未定）

土日祝の園内ガイド、学校見学の

対応、各事業への協力など活動日

数がコロナ禍前に戻りつつある。

資料館事業の遂行には欠かせない

存在であり、来年度に第９期の募

集になるため、活動を継続して行

うための工夫が必要である。

個別事項評価 令和4年度の評価
継続性・

発展性

Ａ
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